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館長あいさつ

「聞かれた博物館への更なる努力を」

個人のレベルで open-mindedということが言うは易く 、しかしなが

ら実に具体化が難しいのと全く良く似て、ある組織体が“聞かれた"

施策をもつことは、それが barrierfreeとしづ対策的手段であろうと

universalという心構えの問題であろうが、 同じよ うに非常に難しい。

当館のオープンに際して、館展示に関しては「撮影可、触れられる

ものは自由に触ってよしリと謡い、地域社会に対してはできる限り

オープンな交流の道筋を、という「聞かれた博物館づくり」が目標で

あると公言した。この理念に正面きって反対する人はそう多くはない

であろうが、具体的な現場を預かる職員や学芸員からすれば、その志

向の中にも様ざまな制約が見えてきて、 意外に悩む局面の多いことを

実感させられることになった。

例えば、バリアフリーといえば、型通りに誘導ブロック設置とかス

ロープ併用階段といったハード関係が比較的高い普及率をもつように

なっている今日ではあるが、いざ博物館展示についてどうあるべきか

となると、相当丁寧に考慮したつもりで、あっても、実際に身体に不自

由を抱えた人達から生の声を聞いてみると、まさに唖然とさせられる

ような場面も少なくない。車椅子の来館者から、多段棚の上段に並べ

られた美しいレプリカ植物の展示について「葉っぱの裏側しか見えな

い」と悲しげに訴えられ、本当に恥ずかしい思いもした。

それならば当事者の意見を直接聞き、それをできるだけ反映できる

ようにと思いたち、集団ヒアリング、共同研究会、現場討論等々実験

プログラムを走らせることにした。発足4年目にしての、ようやくの

具体的な動きである。遅きに過ぎるとの批判は甘んじて受け止めると

し、多様な努力に力を入れるようになった本年である。

展示解説についてのバリアフリー方策として音声ガイドシステムを

試行するのも一つのプロセスといえよう。館全体のユニバーサノレ志向
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具現化にはさまざまの手法があり得る。高度電子情報化の有効活用は

もちろんであるが“実物"保有に存在価値を認める自然史博物館とし

ては殊更に実体験にこだわり、それをいかに有効に学習支援事業に結

びつけるかが基本的課題となることは間違いない。

1997年から3年計画で始まった文部省委嘱事業「科学系博物館活用

ネットワーク推進事業jによるモデル作成の推進母体で、ある「南関東

地域科学系博物館ネットワーク推進協議会」の運営については、当館

は協議会担当館かっネットワークコア館の役目を遂行中であり、着々

と成果を挙げつつある。これは、一博物館の運営技術上の問題ではな

く、本格的な生涯学習時代を迎えるに至って日本の博物館界の今後の

在り方を模索する重要な使命と受け止めるべきであり、聞かれた博物

館の大きな社会的側面として一層の努力が要求されるところであろう。

館プロパーの事業についてみると、開館4年目に至って、学芸員の

研究遂行にもようやく立ち上げ期の“リズムの乱れ"から脱け出す復

調の兆しが見えてきた。各人の目ざしている研究の実績が具体的な成

果物として世に広く公表される頻度が高くなり、研究に支えられた展

示と普及・学習支援とし1う館本来の大方針に回帰しつつあることは明

白で、年報はその経過を知る有効なメディアと位置づけられる。

社会情勢一般をみるに、日本全体ないしは県の財政事情が低く停滞

している今日、その中で博物館のみが所期の目的達成のため予算を確

保できるわけはなく、応分の緊縮方針のもとで工夫を凝らしながら事

業を継続しなければならないのは当然といえよう。しかしなが包、倹

約の結果が次年度以降の館活動を縛り、以降の年報の内容を薄めて し

まうようでは、角を矯めて牛を殺すに等しいことは言うまでもない。

1999年 11月

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

館長演 田 隆士

ηJω 
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I沿革

昭和61年 12月 第二次新神奈川計画において、博物館の再編整備が決定

昭和 63年 7月 神奈川県立自然系博物館(仮称)を小田原市入生田に建設することが決定

12月 神奈川県立博物館整備構想懇談会(座長渡濯格慶応大学名誉教授)から提言

平成元年 3月 神奈川県立自然系博物館(仮称)整備計画策定

神奈川県立自然系博物館(仮称)展示計画策定

4月 教育庁社会教育部社会教育課に博物館建設準備班を設置

11月 神奈川県立自然系博物館(仮称)資料収集委員会(委員長 上田誠也 東京大学名誉教授)発足

12月 展示設計プロポーザノレ実施

展示基本設計着手

平成 2年 2月 建築設計プロポーザル実施

建築調査設計着手

3月 自然系博物館の建設事業が、小田原市との協調事業となる

神奈川県立自然系博物館(仮称)資料収集計画策定

博物館情報システム整備計画策定

9月 博物館情報システム実施計画策定

10月 建築基本設計着手

平成 3年 3月 自然系博物館(仮称)建設用地(小田原市入生田)取得

4月 組織改正により教育庁社会教育部社会教育課が、生涯学習部生涯学習課となる

10月 第一期造成工事着手

建築実施設計着手

展示実施設計着手

平成 4年 4月 組織改正により生涯学習部博物館開設準備室となり、企画調整班、自然系整備班、人文系整備班、

展示 ・資料整備班の4班体制となる

6月 第二期造成工事着手

8月 博物館情報システム開発プロポーザノレ実施

博物館情報システム開発調査設計着手

10月 自然系博物館(仮称)建築工事着工

自然系博物館(仮称)展示工事着工

平成 5年 4月 博物館情報システム開発着手

9月 第三期造成工事着手

平成 6年 6月 第四期造成工事着手

12月 自然系博物館(仮称)建築工事竣工

神奈川県立博物館条例一部改正

平成 7年 1月 神奈川県立生命の星'・地球博物館が機関設置され、管理部に管理課、経理課、企画情報部に企画普及

謀、情報資料課及び学芸部の3部4課を置く

3月 博物館法第 11条の規定に基づく登録博物館となる

自然系博物館(仮称)展示工事竣工

20日に開館記念式典実施、 21日から一般公開開始
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事業体系1. 1 

-協議会の開催

-常設展の維持運営及び展示替え等

・シアタ一、ライブラリーでの映像上映等

.展示解説書等作成

-特別展の計画、準備、開催

・特別展図録作成

-総合研究

・基礎研究(グループ研究、個別研究)

・共同研究

-文部省科学研究費助成金等による研究

.委託調査等

・各種委員、役員

・学会、研究会、シンポジウム等

調査研究

学術交流

シンクタンク

機能

生

命

の

星

-学会での発表

・委員会等での提案、提言、報告

・各種会合での講演

-研究成果の記録、出版~ 地

球

博

物

館
-資料収集、整理、保管

.収蔵資料加工整備

・資料目録作成

-収蔵資料データ整備

-資料館外貸し出し

.資料特別利用

データパンク

機能

-講演会、各種講座等の開催

.ボランティア育成

・博物館実習生受入れ

.友の会支援ー
学習支援機能

-レファレンス業務

.自然科学関係図書等の整備 ・利用

.博物館情報システムの利用
下」
ム
一
ア

リ

ジ

ラ
一
ブ
ュ
J

ー

と
¥
一
フ

-広報事業計画の作成、実施

・取材等の対応

.定期的刊行物等の発行
ーモ

-システムの開発

・情報のデータベース化

・外部機関とのネッ トワークの構築

博物館情報 一一一 博物館事業の ー「

システム 支援 ト

-地域交流会等の実施

(サロン ・ド・小田原、 トークコンサート等)

.施設の充実と利用者サービス

(レストラン、ミュージアムショップ等)

E
U
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1.2組織

1. 2. 1組織及び分掌

館 長 一一 面IJ館長

1.2.2職員構成
〔平成11年3月31日現荘〕

区分 事調詰 学芸員

館長

間1I館長 1 

管理飾

部長 1 

管理課 4 

経理課 4 

小言十 9 

企量削緑郎

部長 1 

企画普及課 1 O 

情報資料課 2 3 

小宮l 4 8 

学芸歯車

部長 1 

!fvA吻・植物 6 

古生物・地球環境 6 

小計 13 

合計 14 21 

管 理

ー一 問「一 回

部-→

」 経

理 課

理 課

「 企画普及課

企画情報部-→

Aと4込
寸ー
三士

コ'"

」 情報資料課

部f動物 植物担当
古生物 ・時求環樹旦当

人事、文書、給与、財産管理、個人情報の開示

電気、冷r1illJj(機、機械装置
その他諸機械設備の整備保全

予算、決算経理、物品調達、

寄贈及び寄託・借用物品の受領並びに返納

学習支援活動、広報、団体対応等の

博物館活動の企画、普及

H開資料の収鰍管調査開訴
「 総合案内業務 「

ト 清掃業務 →『

外部委託一一ト 電 話交換業務 ート寸 方鍛の維持運営業務

ト 警備業務 → l

」 設備保守業務 」

「 レス ト ラン

館内施設一一← ミュージアムショップ

」 ともしびショップ
日 搬の競及び雑軒一口

〔平成11年6月1日現在〕

m術職 司書 非常勤 合計 区分 事瀬被 学芸員 技判:隅 司書 非常勤 合計

1 1 館長 1 1 

1 晶1I館長 l 1 

管理師
1 部長 1 1 

1 2 7 管理課 4 1 2 7 
4 経理課 4 4 

1 2 12 小計 9 1 2 12 

企画情報郎
1 部長 1 1 

8 14 企画普及課 1 5 7 13 
1 1 7 情報資料課 2 3 1 1 7 

1 9 22 小計 4 8 1 8 21 

学芸部
1 部長 1 1 

2 8 裁吻・植物 7 2 9 
2 B 古生物・地球環境 5 2 7 

4 17 小計 13 4 17 

1 1 16 53 合計 14 21 1 1 15 52 
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1 . 3職員名簿

〔平成11年3月31日現在〕 〔平成11年6月1日現在〕

職 名 氏 名 専門分野 職 名 氏 名 専門分野

館長(非常勤) j賓田隆土 古生物・i也1求環境 館長(非常勤) i賓田隆士 古生物 ・地時頃境

晶l館長 高橋俊雄 国館長 問橋俊雄

管理部長 青木房雄 管理部長 青木房雄

管理課 管理課

課長 池谷公蔵 課長 池谷公蔵

副主幹 坂井謙 副主幹 高橋大和

高1)技幹 根本佐富 副技幹 根本佐富

主査 間七照子 主査 深代照子

主事 原田雅史 主事 原田雅史

非常勤軒郊属託 湖上友美子 非常勤事鞠属託 淵上友美子

11 鈴木暁子 11 工藤敦子

経理課 経理課

課長 小島稔 課長 小島稔

主査 春口清隆 主査 春口清隆

主査 高縁健二 11 高橋律子

主事 本間陽一 主事 本間陽一

企画情報部長 町田達哉 企画情報部長 青木蛍佐

企画普及課 企画普及課

課長 ※ 山口佳秀 動物(噺l調 課長 ※ 山口佳秀 動物舗糊)

副主幹 萩谷信仁 専門学芸員 ※ 奥野花代子 博伽官学

主任学芸員 ※ 奥野花代子 博物館学 主査 長谷川照恭

主任学芸員 ※ 広谷浩子 最時刻(動物生駒 主任学芸員 ※ 広谷浩子 動物(動物生鶴

技師 ※ 佐藤武宏 動物。毎i羊無脊椎動物) 学芸員 ※ 田口公則 古生物(古無耕働物)

11 ※ 出川洋介 植物匂隊佐管束植物) 技師 ※ 出 11 洋介 植物(非維管寮植物)

非常勤学習指導員 ノN宰良昌 非常勤学習指導員 今村義郎

11' 瀬戸治三 11 庚石昭三

11 今村義郎 11 小島実

11 庚石昭三 11 石垣永太郎

11 小島実 11 青木三昭

11 石垣永太郎 11 渡漫勝

非常勤事務嘱託 江口孝 非常勤事翻属託 井上 高弘

11 安士銀彦 情報資料課

情報資料課 課長 ノj、林瑞穂

課長 上松啓示 専門学芸員 ※ 今永勇 地球環境情石)

主査(司書) 内田潔 主査(司書) 内田潔

主任主事 宇津井篤 主任主事 宇津弁篤

学芸員 ※ 新井田秀 地球環境(海洋光学) 田市 ※ オに場英久 植物備管束植物)

技師 ※ 木場英久 植物(維管期遺物) 学芸員 ※ 樽詣Ij 古生物(古樹監動物)

学芸員 ※ t尊重リ 古生物(古布佐動物) 非常勤司書 欄崎勝工 • 非常勤司書 劇崎蹄工 学芸部長 中村 一恵 動物情調

学芸部長 中村恵 叡物 L鳥類お 動物 ・植物担当

砂防・植物担当 専門学芸員 新井 一政 動物(両生・艇虫類)

専門学芸員 新井 一政 Jl!jJ物(両生・00虫類) 主任学芸員 高桑 E敏 動物(昆虫)

主任学芸員 高桑正敏 動物(見虫) 11 勝山輝男 植物保住管束植物)

11 勝山輝男 植物惟管束植物) 主任研究員 瀬能宏 動物 t魚掛
主任研究員 瀬能宏 巌吻 t魚整局 学芸員 田中徒玖 植物(植物生態)

学芸員 問中徳久 植物(植物生態) 11 苅部 1台市己 巌物(昆虫)

11 苅部 f台紀 動物(見虫) 技師 佐藤武宏 動物情洋無脊椎動物)

非常勤学芸員 高橋秀男 植物惟管葉植物) 非常勤学芸員 高橋秀男 植物惟管束縞物)

11 相司健作 動物(海洋無耕世動物) 11 相司健作 動物〈海洋無脊椎動物)

古生物・地球環境担当 古生物・地球環境担当

専門学芸員 今永勇 地球環境惜石) 主任学芸員 平田大二 地前職(鉱物)

主任学芸員 平田大二 地球環境(鉱物) 主任句問員 小出良幸 地球環境(地球化学)

主任研究員 小出良幸 地球環境(地球化学) 主任学芸員 新井田秀一 地球環境(海洋光学)

学芸員 大島光春 古生物佑明世動物) 学芸員 大島光春 古生物(古布働物)

田市 山下浩之 地球環境倍石) 出市 山下浩之 地球環境倍石)

学芸員 田口公則 古生物(古無脊栂肋) 非常勤学芸員 松島義章 古生物(古無榊働物)

非常勤学芸員 松島義章 古生物(古無耕慢が防) 非常毅研究員 長瀬和雄 地球環境

11 加藤昭 地獄環境(鉱物) ※ 学芸部を兼務

※ 学芸部を兼務
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1.4異動等の状況

(平成10年4月l日~平成11年3月31日)

時 期 区 分 氏 名 仮設 名) 組 }裁 名

転 出 広田優 (管理部長) 芳所属衛生部保健教育センター

11 古谷久夫 催理課長) 11 教育庁管理釘轍育施設課

11 長谷川浩 住至δ 11 教育庁管理部経理課

/1 羽鹿紀子 (主事) /1 渉外部座間脚ト労務管理事務所

11 河野智子 (主事) 11 教育庁指割高校教育課

11 土屋定夫 (主劃 /1 教育庁県立図書館

11 鈴オ靖明 住事) /1 教育庁管理部~生課

転 入 青木房雄 (管理部長) 旧所属教育庁管理部厚生課

11 小島稔 催理課長) 11 厚木東高等学校

11 根本佐富 (高|肢幹) 11 林間有地区行政センター

/1 深代照子 (主査 /1 足柄高等学校

11 原田雅史 (主事) 11 神田高等学校

平成10年 11 内田潔 (主劃 11 平塚商業高等朝交

4月 1日 /1 宇津井篤 (封壬主事) /1 小田原保健協止事務所兼小田原保甑庁

小出良幸 佳任研究員)

大島光春 (学芸員)

樽 倉Ij (学芸員)

企画普及課

f青報資料課
学三朝日

→学芸部

→学鞠

→情報資料課

新規採用 | 本間陽一 (主事)

/1 出川洋介 仕組初

経理課

企画普及課

雇用開始| 小島実 (非常勤学習指導員)

/1 安並真彦 (非常毅庫務嘱記

企画普及課

4月30日 |雇用終了 | 和田 隆 (非常勤学習指導員)

5月 l日 |雇用開始 | 石垣永太郎(非常勤学習指導員)

退 職 | 町田達哉 と企画↑静岡1長)
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1.5歳入歳出状況

〔平成10年度歳入〕 (千円 平成10年度歳出(人件費は含まず。)J (千円)

科 目 金額 内 訳 事業名 金額 ザ内 訳

教育財産使用料 3， 565 レス トフン他建物等使用料 維持運営費 415， 138 館の維持管理及ひ事業運営

博物館使用料 74， 145 
観覧料収入

(常設展 69，925特別展4，220)

常設展示維持運営

展示事業費 35， 321 総合案内業務

受i料収入 230 かながわオープンカレッジ受講料 特別展の開催

立替収入 2，017 レストフン他電気・ガス ・水道

雑 入 1， 655 
特別展図録等販売収入

ライブラリ ー複写代

メ口さ、 計 81，612 

調査研究事業費 7，683 
総合研究、基礎研究

調査研究報告書の作成

資料瞳備費 15， 198 
博物館資料収集

収蔵展示資料修繕・加工

各干議誇座、講演会等の開催

学習支援事業費 5，655 図書等資料整備

広報用資事昨成

県立機関活用講座
226 「植物分類講座」開催

開催事業費

情報シスァム整備費 4，178 プータ入力等

i口k 計 483，399 

1.6神奈川県博物館協議会

神奈川県立の博物館条例に基づき、本協議会が付属機関として設置されており、県立生命の星・地球博物館並びに県立歴

史博物館の運営に関する事項につき、館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる。

平成 10年度における本協議会の開催状況は次のとおりである。

〔開催状況〕 神奈川県博物館協議会委員名簿(任期9.10.29 ~1 1. 10. 28) 

開催日 場 所 議 題 氏 名 役 1設
会長 増井光子 麻布大学教授

平成10年 県立生命の星・

10月29日 地球博物館
'10年度事業期怠伏況について

副会長 清水漠澄 成城大学短期大学部耕受

委員 大野二三雄 神奈)11県公立小学校長会会計

JJ 田中南羊 棉奈)11県公立中学校長会副会長

JJ 門倉正二 神奈}11県立高等学校長会副会長

平成11年
県立歴史博物館

• 10年度事業実施状況について

3月19日 .11年度予算について

JJ ノl俳宏 神奈)11県私立中学高等学校協会理事

11 廟崎句代 神奈)11県青年団体連絡協議会顧問

11 山中博子 神奈)11県地域婦人団体連絡協議会

副会長

JJ 中島久雄 神奈川県文化財協会常任理事

JJ 堀 由紀子 ネ椋')11県博物館協会理事

JJ 水里子 次郎 神奈}IIの教育を臨差する県民会議

高rj{-t表
JJ 熊j宰淑 神奈川県社会教育委員
JJ 宮崎緑 ジャーナリス ト

" 金子徹也 川崎市教育委員会生涯学習部長
JJ 中村ひろ子 東京家政官万立学講師
JJ 圭室効佐 明治大学教授
11 長谷川 薪口 横浜国立大学名誉教授
11 加藤隆 神奈}11新聞組編集局次長文化部長
JJ 吉行瑞子 東京農業大学教授
JJ 座間茂俊 ブ守口市教育委員会教育長
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2.情報発信機能
当博物館は「生命の星 ・地球Jを基本テーマとして、 46億年にわたる地球の壮大な歴史と生命の営みの神秘性、そして

神奈川の自然について、実物資料を中心にストーリー性をもって分かりやすく展示している。具体的には、 4つのサブテー

マ及びジャンボブックで構成する常設展と特定テーマにより年 2~3 回開催する特別展及びオープンスペースのライブラ

リーやシアターなどで来館者の方々に情報を発信している。

2. 1常設展
2. 1. 1 常設展示室

基本テーマ「生命の星・地球Jに沿ったストーリー展開を見せるため、常設展示を次の4つのサブテーマに分けて展示を行っ

ている。

展示室 1f地球を考えるJでは、地球の形成過程や地球

の仕組み、生命の誕生と生命の営みによって地球環境が変

わってきた様子などを、岩石、鉱物、化石などの標本類と、

画像、映像資料を活用して展示している。

展示室2f生命を考えるjでは、約4億年前から現在ま

で、地球上のあらゆる環境に出現した多様な生物種と生命

の進化の過程についてを、動植物化石、動物剥製、昆虫標

本、植物標本などの実物資料を中心に展示している。

〔展示更新〕

・「晴乳類の世界」インドサイ剥製(シマウマ剥製と交換)

・「霊長類の世界Jオランワータン(メス)剥製(追加)

2.1.2 ジャンポブック展示室

展示室3f神奈川の自然を考える」では、神奈川の大地

の生い立ちと、神奈川の生物相や自然の現状について、岩

石や化石、動物剥製、植物模型などで展示している。

展示室4r自然との共生を考えるjでは、生命を誕生させ育
みつづけてきた地球環境が、人類の活動により様々な影響をう

け変化していることを、映像、画像資料を中心に展示している。

〔展示更新〕

. fCPU Room前壁面パネノレJ(1998年4月更新)

地歩求観調l鮪星ランド、サット(博械富所有の衛星画像データの紹介)

ランドサットが見た神奈)11の変化(神奈)11の土地利用の変化)

どこから見たのつこの富士山(五雲亭貞秀の鳥敵国との比較)

博物館が所蔵する動物、植物、化石、岩石、鉱物など膨大な標本類の一部を、系統分類、コレクション、個別テーマな

どに項目分けをして、巨大な本に見立てた展示ケースに収納し、「実物百科事典」として展示している。

〔展示更新〕

第19巻神奈川の植物『四季の彩り(春の植物)j

〔展示期間J1998年(平成10年)3 月 14 日 ~6 月 25 日

〔展示内容〕春の里子山や、水田・畑で見かける身近な植物を

展示した。

〔展示資料〕 春の野山を彩る軒t(ヒメウズ・イチリンソウ ・レ

ンプクソウなどの原色さく粛票本)・水田や畑rJ:，雑草(カズノコ

グサ・コオニタビラコ・オヘビイチゴなどの原色さく葉標本)

〔担当〕田中徳久、木場英久、勝山輝男(協力)植物ボランティア

第19巻神奈川の植物『四季の彩り(夏の植物u
〔展示期間J1998年(平成10年)6 月 26 日 ~9 月 3 日

〔展示内容〕夏の野山を彩る木々の実やつる植物の花、水田

の雑草を展示した。

〔展示資料〕夏に実る木の実(ウグイスカグラ・コ ワグイス

カグラ ・ニワトデなどの原色さく葉標本)・つる植物の花

(ヤブカラシ・ノプドウなどの原色さく葉標本)・夏の水田

雑草(アブノメなどの原色さく葉標本)

〔担当〕 田中徳久、木場英久、勝山輝男(協力)植物ボランティア

第四巻神奈川の植物『四季のいろどり(秋の植物u
〔展示期間J1998年(平成10年)9 月 4 日 ~1999年(平成 11

年)1月4日

〔展示内容〕秋の野山を赤や紫で染める色づいた葉や果実

を展示した。

〔展示資料〕色づく葉と木の実(ノブドワ ・ハゼ・ゴンズイなどの

原色さく葉標本とクヌギ・コナラ・シラカ'./11.どの堅鼎票本)・ク

ズの花と実・ハギの仲間(メドハギ・ヤマハギ・ミヤギノハギな

どの原色さく期票本)・タデ州中間(オオハノレタデ・オオイヌタデ・

ヤナギタデなどの原色さく期票本)・アザミの仲間(アメリカオニ

アザミ ・タイアザミ ・ホソエノアザミなどの原色さく期票本)

〔担当〕田中徳久、木場英久、勝山輝男(協力)植物ボランティア

第19巻神奈川の植物『四季のいろどり(冬の植物)j

〔展示期間J1999年(平成11年)1 月 5 日 ~2 月 17 日
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〔展示内容〕冬の植物の生活を、冬枯れの樹木や冬芽、果実

などにより展示した。

〔展示資料〕冬枯れの植物(ヘクソカズラ・ヤマノイモ・ガガイモ・

キブシ・フジ・オオパヤ、ンャブ¥ン・ガマなどの原色さく葉標本)

〔担当〕田中徳久、木場英久、勝山輝男(協力)植物ボランティア



トピックスコーナー『堆積岩一三浦半島-Jl

第四巻 神奈川の植物『四季のいろどり(冬の植物)Jlの一部

〔展示期間)1999年(平成11年)2 月 18 日 ~3 月 8 日

〔展示内容〕植物の冬越しの姿であるロゼット葉とその成

長した姿を展示した。

〔展示資料〕水田や畑の雑草(オランダミミナグサ・ヒメジョ

オン・ノゲシなどのロゼット葉を含めた原色さく葉標本)

〔担当〕 田中徳久、木場英久、勝山輝男(協力)植物ボランティア

第19巻 神奈川の植物『四季のいろどり(春の植物)Jlの一部

〔展示期間)1999年(平成11年)3 月 9 日 ~4 月 25 日

〔展示内容〕春の野山を彩る草花をテンナンショウ類など

を中心に写真を交え展示した。

〔展示資料〕春の植物(ヒトツパテンナンショウ・ミ ミガタ

テンナンショ ワ・アブラチャン・ヤマブキソウなどの原

色さく葉標本および写真)

〔担当〕田中徳久、木場英久、勝山輝男(協力)植物ボランティア

2.1.3 ミュージアムライブラリー情報コーナー

第27巻 トピックスコーナー 『堆積岩三浦半島』

〔展示期間)1998 年(平成 10 年)4月 28 日 ~ 7 月 11 日

〔展示内容〕三浦半島の大地を構成する堆積岩から、三浦半

島の生い立ちを紹介するとともに、世界各地の堆積岩と

の違いを展示した。

〔展示資料〕三浦半島の堆積岩類、世界の堆積岩類

〔担当〕小出良幸、平田大二、山下浩之 (協力)地学ボランティア

第27巻 トピックスコーナー『しましま』

〔展示期間)1998年(平成 10年)7月 12日へ-11月27日

〔展示内容〕地球の地層や化石にみられる縞模様が、地球と宇

宙のかかわりをあらわしていて、規則正しいリズムを記録し

ていることがわかってきた。縞模様から、地球に残された宇

宙のリズムが読み取られようとしていることを紹介した。

〔展示資料〕ストロマトライト、珪化木、縞開先鉱石、貝化石断面

〔担当〕小出良幸、平田大二、山下浩之 (協力)地学ボランティア

第27巻 トピックスコーナー 『丹沢の岩石』

〔展示期間)1 998年(平成 10年) 11 月 28 日~ 1999年(平成

11年)4月 16日

〔展示内容〕丹沢山地に産出するさまざまな岩石や鉱物を

展示し、 丹沢山地の特異な地球科学的背景と、その生い

立ちについて紹介した。

〔展示資料〕トーナノレ岩など深成岩類、紅れん片岩など結晶

片岩類、ベスブ石などスカノレン鉱物類 約20点

〔担当〕山下浩之、平田大二、小出良幸、新井田秀一 (協力)

地学ボランティア

博物館2階 「ミュージアムライブラ リーJ前にある情報コーナーは、学芸員の最新の調査研究結果やタイム リーな話題な

どをいち早く提供することを目的と している。このためこのコーナーには、 情報展示パネノレとウオールケースが設けてあ

る。本年度は2回、展示更新を行った。

〔展示更新〕

「空飛ぶ絵師・五雲亭貞秀を再現する/CG鳥轍図」

〔展示期間)1998年(平成 10年)2 月 24 日 ~5 月 31 日

〔展示資料〕富士山真景全図など浮世絵(写真)とCG鳥轍図

〔担当〕新井田秀一

rCpu;レームのおしごと/地球観測衛星画像処理」

〔展示期間)1998年(平成10年) 6 月 30 日~ 1999年(平成

11年)3月31日

〔展示資料〕 神奈川県および箱根付近の各種コンビュータ

グラフィクス図

〔担当〕新井田秀一

空飛ぶ絵師・ 五雲亭貞秀を再現する/CG鳥轍図

11 



2. 2特別展

調査研究事業などに基づく成果を広く県民に還元するため、特別展を開催している。 今年度は、夏期と冬期にそれぞ

れ 1回づっ開催した。

特別展「オオカミとその仲間たちーイヌ科動物の世界一」

〔開催期間〕

1998年(平成10年)7月 18日(土)~9 月 27 日(日)

〔会場〕

神奈川県立生命の星 ・地球博物館 特別展示室

〔主催〕

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

〔協力〕

中馬洪治、遠藤秀紀、羽山伸一、原久美子、長谷川善和、

石原龍雄、伊津野郡平、木原ゆり子、小泉明裕、甲能直

樹、功刀欣三、宮沢謙、村松武、中村昭、野)11昇、岡田泰

明、大村和男、高桑裕司、竹田洋、富田幸光、上野純治、

谷地森秀二、矢島道子、高田光夫、生川|典子、志村恵、稲

葉智之、岩田栄之、増井光子、小原厳、高橋春成、青木

雄司、 E.Bauer、T. Brakefie1d、E.Bratov、M.C. 

Dennis、F.Gohier、羽太博樹、井上久美子、石和田研

二、S. Krasemann、T. Lesson、O. Newman、R

P巴terson、A. Shuh、鈴木義明、立松光好、 K. Ward、

Corne11 University Press、群馬県立自然史博物館、

飯田市美術博物館、京都市動物園、国立科学博物館、東

北大学理学部自然史標本館、東京動物園協会、東京国

立博物館、横浜開港資料館、横浜市立野毛山動物園

(敬称略 ・順不同)

〔展示担当〕

中村一恵、新井一政、大島光春、田口公則、樽創、新井

田秀一、広谷浩子、 山口佳秀

〔展示内容〕

イヌの仲間として最も大きく、また最も栄えたオオカミ

の姿や生活を中心に、骨格標本、剥製標本、生態写真な

どを用いてイヌ科動物の世界を紹介した。

〔展示項目と主な展示資料〕

1.食肉類とは

食肉目 7科の形態写真

2.骨格からみた食肉獣と草食獣との違い

オオカミとニホンジカの全身骨格

3.イヌ科動物の起源と進化

イヌ科化石種へスベロキオン、ハイイロギツネとアカギツ

ネの全身骨格、ハイイロギツネとオオミミギツネの頭骨

4.北アメリカのイヌの仲間

コヨーテの剥製と頭骨

5.南アメリカのイヌの仲間

ブッシュ ドッグの剥製と全身骨格、タテガミオオカミ

頭骨(レプリカ)

6. アジアのイヌの仲間

ドーノレの剥製と頭骨、オオカミの頭骨

7. アフリカのイヌの仲間(1)

セグロジャッカノレの剥製と頭骨、オオミミギツネの剥製

8.アフリカのイヌの仲間 (2)

フェネックギツネの剥製と全身骨格、ケープギツネの剥製
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9.タヌキの生態

タヌキの剥製と全身骨格、タヌキ幼獣の剥製、タヌキ

の胃内容物

10.オオカミと共存した晴乳類

現生オオカミ頭骨(レプリカ)、ニホンオオカミ頭骨

(レプリカ)、オオカミの頭骨と下顎骨の化石

11.氷河時代の大型晴乳類

トラ、ヒョウ、オオヤマネコ、ヒグ、マ、ツキノワグマの

頭 骨、マンモス、ナワマンソ守ワ歯化石、 ヤベオオツノ

ジカの下顎骨化石、へラジカの角化石、ニホンムカシジ

カの角化石(レプリカ)、ステップパイソンの頭骨化石

1 2 オオカミの群

オオカミとへラジカの剥製

1 3 オオカミとイヌを比較する

オオカ ミ頭骨(レプリカ)、ポインタ一、ハスキー、

ピーグノレの頭骨、セントバーナードの頭骨(レプリカ)

14.世界のオオカミ

オオカミの頭骨、化石種ダイアオオカミの頭骨(レプリカ)

1 5.オオカ ミからイヌへ(1)

ディンゴの剥製と頭骨、紀州犬全身骨格

1 6 オオカミからイヌへ (2)

サノレキーの剥製と全身骨格

1 7 オオカミはどれくらい大きし、か

オオカミの毛皮

1 8 丹沢山地の最後のニホンオオカミ

丹沢産ニホンオオカミの頭骨

〔入場料〕

20歳以上(学生を除く)

20歳未満 ・学生

高校生以下、 65才以上

〔入館者数〕

48， 302名

〔関連行事〕

-連続自然科学講座

第l回9月6日

「オオカミの社会生活j

第2回9月13日

「日本のオオカミ化石」

展示資料点数約 180点

200円

100円

観覧料無料

増井光子氏(麻布大学教授)

長谷川善和氏(群馬県立自然史博物館長)

第3回9月20日

「日本人のオオカミ観J

菱川晶子氏(園皐院大学大学院)

鼎談 菱川晶子氏、演田隆土館長、中村一恵学芸部長

〔関連印刷物〕

-特別展図録

「オオカミとその仲間たち イヌ科動物の世界 J 2，側 部



特別展『力ニの姿ー酒井コレクションから -J

〔開催期間〕

1999年(平成11年)1月30日(土)~3 月 3 1 日(水)

〔会場〕

神奈川県立生命の星 ・地球博物館 特別展示室

〔主催〕

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

〔協力〕

小田原アートフォーラム・トライ 21、小田原甲殻類博

物館、神奈川県立教育センター、石渡裕之、今村義郎、

小田原利光、酒井敦生、杉山望、鈴木博、内藤昌孝、西坂

喜之助、慶崎芳次、三田村哲男、 山川宏、渡辺克己、渡遺

精一

〔展示担当〕

村岡健作、佐藤武宏、新井一政

〔展示内容〕

横浜国立大学名誉教授であった故酒井恒博士(1903~1986) 

が、分類学的研究のために収集した、カニ類・タラバガニ類

の膨大なコレクションから、代表的な種類や、相模湾にみ

られる種類を紹介した。また、博士が描かれ、奥様が彩色

を施されたカニの原色細密画も併せて展示した。参考資料

として、話題性の高いカニや世界のカニなどを展示した。

〔展示項目と主な展示資料〕

1.酒井博士が新種記載を行った種のタイプ標本

2 里帰りしたカニ(シーボノレト採集のイシガニ)

3.カニ¢分類と日本の代表的なカニ(カイカムリ、アサヒガ

ニ、コブシガニ、カルイシガニ、ケガニ、ガザミ、イシガニなど)

オオカミとその仲間たち

4 相模湾のカニ(イシガニ、エンコウガニ、有毒種スベス

ベマンジュウガニなど)

5 話題性の高いカニ(帰化種イッカククモガニ、相模湾

にちなむカニ、世界最大のタカアシガニなど)

6 世界のカニ(ヨーロッパイチョウガニ、タスマニアオ

オガニなど)

7 世界のカニ切手、カニの彫刻

8.カニ類のカラー細密画(期間中一部展示替えを行った)

展示資料点数.約390点

〔入場料〕

20歳以上(学生を除く)

20歳未満・学生

高校生以下、 65才以上

〔入館者数〕

14，850名

〔関連行事〕

-普及講演会

第l回 2月21日

「相模湾のカニと酒井恒博士」

鈴木博氏(横浜国立大学名誉教授)

200円

100円

観覧料無料

第2回 3月21日

「高山から深海まで カニのくらしJ

渡謹精一氏(東京水産大学教授)

・展示解説(会期中の毎週日曜日 1/31、2/7、2/14、2/21、

2/28、3/7、3/14、3/21、3/28)

〔関連印刷物〕

-特別展図録「カニの姿一酒井コレクションより-J 1200部

カニの姿
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2. 3その他の展示

この他、当館が主催となり開催する特別展のほかに、特別展示室等を利用した企画展等を行っている。

企画展「植物画で観る山の花一小林政紘作品集より」

〔開催期間〕

1998年(平成10年)4月 25日(土)~5 月 24 日(日)

〔会場〕

神奈川県立生命の星 ・地球博物館 特別展示室

〔主催〕

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

〔内容〕

長野県在住の小林政紘氏の協力により、美しい植物画

を通して、日本の山に咲く植物の姿と、植物趣味のひと

つとしての植物画の世界を紹介した。 し

資料点数植物画約80点

〔入場料〕

無料

〔入館者数〕

13，375名

〔関連行事〕

-植物画講座

4月29日・ 5月9日 箱根町仙石原高原 ・実習実験室

企画展「ふれる彫刻Par t 2一地ままの心を彫る!J 

〔開催期間〕

1998年(平成10年)10 月 24 日(土)~11 月 23 日(月)

〔会場〕

神奈川県立生命の星・地球博物館 特別展示室、正面前

庭、 3階テラス

〔主催〕

神奈川県立生命の星・地球博物館、小田原アートフォー

ラム・トライ 21

ふれる彫刻展 会場風景

植物商で観る山の花(パンフレット)

〔後援〕

神奈川県、小田原市、小田原市教育委員会、視覚障害者

芸術活動推進委員会、 小田急電鉄株式会社、 箱根登山鉄

道株式会社、さがみ信用金庫、小田原衛生グループ

〔内容〕

統一テーマを、生命の星・地球博物館のテーマでもある

“地球・生命 ・共生"とし、内外の新進作家による“掌や指

でふれる感動"をさそう彫刻56点を展示した。

〔入場料〕

無料

〔入館者数〕

14，316名

〔関連行事〕

・ワークショップ「石膏で顔をつくろう」

10月25日(日)、 11月1日(日) 博物館実習実験室

企画展『新収集資料展」

〔開催期間〕

1998年(平成10年)12月 12日(土)~ 1999年(平成11

年)1月 10日(日)

〔会場〕

神奈川県立生命の星・地球博物館 特別展示室

〔主催〕

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

〔内容〕

この一年間に寄贈受入、購入、採集などにより収集した

資料をもとに、新収集資料の紹介を行った。

展示点数約250点。

〔入場料〕

無料

〔入館者数〕

4， 168名
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2.4ミュージアムシアター

ミュージアムシアターは、通常、ハイビジョン番組とインタラクティブクイズを上映しているが、スポットライトやス

テージなど学会・講演会用の設備についても準備している。

2. 4. 1 シアターの概要
座席は308席。この他に車椅子用のスペースとして、 5

台分を確保しである。中央部にある 115席(車椅子用 5席

を含む)については、インタラクティブクイズ回答用の5選

択押しボタンスイッチを設置してある。

照明設備は、場内の明るさを簡単にコントロールで、きるよ

うに、あらかじめコントローノレパネルに設定しである。また、

演者などを照らし出すためのスポット照明を用意している。

上映設備は、 200インチ・リアプロジェクション方式を

採用したハイビジョンシステムを中心に、 35mmスライド

映写機、 16mmフィノレム映写機を備えている。ハイビジョ

ン映像の送出は、フル規格やMUSE規格レーザーテ、イスク

プレーヤーから行う。また、テレビやビデオ、レーザーディ

スクなどはハイビジョンに変換してから上映する仕組みと

なっている。学会 ・講演会用に、実物投影機やフラットス

キャナ一、電子白板も備え、これらもハイビジョン映像とし

て上映可能である。これらの操作は、ステージ上や映写室の

操作卓にある簡単なコントローノレパネルで行う。

同時通訳用に3つのブースを用意しであり、国際的な催し

物にも対応できる。同時通訳された内容は、ワイヤレス方式

のレシーバーによって来館者に伝えられる。通常上映してい

るハイビジョン番組は2本ともこの仕組みを使って、英語訳

とハングル語訳のナレーションを行っている。

学会・講演会などを記録するためのカメラが、固定式2台、

移動式1台用意され、カット編集ができるように編集機が設

置されている。

2.4.2 シアターの上映番組
ミュージアムシアターでは、ハイビ、ジョンを2本(各15分)と、

インタラクティブクイズを1本(紛ま)の計3本を上映してしも。

ハイビジョン番組は、「生命の星・地球jとしづ博物館の基

本テーマと同じタイトノレで、サブタイトノレとして「奇跡の旅

立ち」と「生命の輪舞Jとし、う 2本となっている。「奇跡の旅

立ち」では、地球の誕生から、初期の生命の発生、そして、そ

の生命との相互作用によって生命の星としての条件を整えて

きた過程を説明している。「生命の輪舞Jでは、生物の上陸以

降をフォローし、進化とともに動物と植物の聞の密接な関係

を説明することによって、私たち人類のあり方を問うている。

インタラクティブクイズは、「怪人ネイチャーランドの挑

戦Jと称している。これは、怪人ネイチャーランドが盗み出

した水晶玉を、来館者がクイズに正解するごとに取り返して

いくといったストーリーで、来館者の答えがストーリーの展

開を変えていくといった、インタラクティブ(相互作用)型の

博物館オリジナル作品となっている。クイズのテーマは、「地

球は生きているJ、「植物は変身の天才だ!J、「魚のサパイパ

ルJ、「動物の足跡捜査隊j、「どうぶつ親子全員集合!J、「ヒ ト

の謎を科学する !Jの6種類である。

2.4.3 シアターの上映回数
通常、午前 ・午後それぞれ各番組1回づっ、計6回上映

している。また、 4 月 1 日 ~4 月 5 日、 4 月 29 日 ~5 月 5 日、

7 月 19 日 ~8 月 30 日、 3 月 21 日 ~3 月 31 日の多客期につい

ては、インタラクティブクイズを午後に 1回増やし、計7

回の上映を行った。

卜¥回数 時 間 タ イ ト ノレ

1 09 : 30~09:45 奇跡の旅立ち

通 2 10 : 30~10:45 生命の輪舞

3 11: 30~11: 50 インタフクァィブ

4 13:00~13:20 インタフクァィブ
戸吊y. 5 14:00~14 : 15 奇跡の旅立ち

6 1 5:00~15 :1 5 生命の輪舞

1 09: 30~09 : 45 奇跡の旅立ち

多 2 10:30~10 : 45 生命の輪舞

3 11: 30~11 : 50 インタフクァィブ

客 4 12 : 30~12:50 インタフクァィブ

5 13:30~13 ・ 45 奇跡の旅立ち
期 6 14:30~14:50 インタフクァィブ

7 1 5 : 30~15:45 生命の輪舞

2.4.4 シアターの入場者数
シアターの全入場者数と、上映している番組別の鑑賞者

数を集計したものを表 1に示す。この表には、博物館に来

館した人がどのくらいシアターに入場しているか、ならび

に昨年比についても記している。これを見ると全来館者の

内、およそ4割がシアターを利用し、ハイビジョン番組、

インタラクティブクイズ共に2割の人が参加していること

がわかる。また、上映1回当たりの入場者数は、インタラ

クティブクイズ、がハイビジョン番組より多い。これは、ク

イズ形式の方が子供たちに人気があり、また上映スケ

ジューノレの関係で、お昼をはさんで上映しているためであ

ると考えられる。なお、季節的な変化については、入館者

の動向とほぼ一致している。

表2には、インタラクティブクイズの利用状況をまとめ

である。クイズ回答用のスイッチの付いている席とほぼ同

数の 109人の参加があった。このうち実際にクイズに回

答しているのは、 1回平均75人となっている。

Rυ 
唱

1
4



表 1 ミュージアムシアタ一利用状況 (95年 3月から 99年 3月まで)

シアター ノ、イビジョン インタフクアイプ '
来館者数

昨年度比

利用月 入場者数上映 1日 鑑賞者上映 l回 参加者上映 1回 a/d(覧)b!d(弛)c!d(%) 来館者入場者ハイビイ'1m子
(a) 日数 平均 数 (b) 回数 平均 数(c) 回数平均

(d) 
数 数ジョン イ7'

94年度計 12，763 10 1，276 7，564 40 189 5，199 201 260 24，374 52.4% 31. 0唱 21.3略

95年度計 228，811 295 776 137，303 1，170 117 91，318 590 155 453，210 50.5% 30.3% 20.1首

96年度計 193，908 299 649 111，558 1，184 941 82，350 640 129 393.932 49.2% 28.3唱 20.9首 86.9唱 84.7覧 81.2略 90.2唱

97年度計 158，603 293 541 88，405 1. 158 761 70，198 617 114 377. 187 42.0拡 23.4% 18.6首 95.7% 81. 8首 79.2略 85.2拡

前年度累計 594，085 897 662 344，830 3，552 971 249，065 1，867 133 1，248，703 47.6覧 27.6唱 19.9時

1998年4月 15，356 26 591 8，732 105 83 6，624 531 125 40，006 38.4覧 21. 8略 16.6再110.5覧 95.2% 91. 9百 99.8略

1998年5月 18，003 27 667 10，710 110 97 7，293 571 128 39，731 45.3% 27 日目 18.4略 93.9覧102.6出107.0首 96.7略

1998年6月 9，585 25 383 5，184 91 57 4，401 411 107 27，184 35.3世 19.1幅 16.2世103.8% 98.9覧 87.3百117.3国

1998年7月 15，909 28 568 8，237 112 74 7，672 681 113 37， 112 42.9略 22.2覧 20.7首 88.8覧 89.5覧 86.6首 92.9覧

1998年8月 24，630 23 1，071 11，685 90 130 12，945 681 190 49，906 49.4覧 23.4% 25.9% 89.0% 82.7覧 83.4世 82.2覧

1998年9月 9，986 24 416 6，467 101 64 3，519 43 82 24，514 40.7世 26.4% 14.4世 86.0覧 86.0覧 87.6覧 83. I出

1998年10月 11，856 26 456 7，003 107 65 4，853 49 99 31，136 38. 1世 22.5覧 15.6世 90. I幅 84.3覧 89.8覧 77.4覧

1998年1I月 10，099 24 421 6，443 100 64 3，656 44 83 28，248 35.8百 22.8世 12.9世 80.3覧 75.8出 81. 6部 67.4覧

1998年12月 5，641 22 256 3，256 95 34 2，385 37 64 12，867 43.8百 25.3略 18.5略 93.0覧 94.5幅 89.4'目 102.4覧

1999年l月 6，603 24 275 3，921 107 37 2，682 37 72 14，137 46.7% 27. 7唱 19.0覧107.3% 120.2覧123.1% 116.1% 

1999年2月 6，623 22 301 3，715 91 41 2，908 41 71 17，319 38.2百 21. 5世 16.8略 94.0事 95.8% 92.3時100.6% 

1999年3月 12，643 27 468 6，358 106 60 6，285 591 107 27，265 46.4百 23.3略 23.1世 88.0覧122.7覧115.6世130.9覧

98年度計 146，934 298 493 81，711 1，215 671 65，223 597 109 349，425 42.1首 23.4百 18.7首 92.6覧 92.6首 92.4首 92.9首

開館累計 741，019 1，195 620 426，541 4.767 891 314，288 2，464 128 1，598， 128 46.4略 26.7目 19.7首

表 2 インタラクティブクイズ 「怪人ネイチャーランドの跳戦J(9 5年 3月から 99年 3月まで)

インヲフク 7 イブ 上映 回 数 正 解 率

地球は
植物は

魚の 動物の
どうぶ
ヒトの 地球は

植物は
魚の 動物の

どうぶ
ヒトの

利用月 参加 上映 1回 回答 1回 変身の つ親子 全体 変身の つ親子

者数 回数 平均 者数 平均
生きて

天才
サパイ 足跡複

全員集
謎を科

平均
生きて

天才
サパイ 足跡捜

全員集
謎を科

いる
だ !
/ ¥)t， 査隊

dEe3 ‘ 
学する いる

T三・
/¥)レ 査隊

合
学する

94年度計 5，199 201 260 1，830 92 2 13 21 76.7百 66.7事 0.0% 66.7% 92.3略 66.7% 

95年度計 91，318 590 155 48，340 82 84 35 100 93 82 196 65.1唱 66.6首 38.9覧 77 日目 39.6首 93.5弘 62.3% 

96年度計 82，350 640 129 50，115 78 41 33 112 40 246 168 76.7唱 63.0出 44.6% 75.8目 46.0唱 95.9唱 66.1略

97年度計 70.198 617 114 46，532 75 47 17 151 84 119 199 68.3私 56.5も 41. 1唱 76.3首 36.6目 92.3見 65.2覧

目1)年度累計 249，065 1，867 133 146，817 79 174 87 364 217 460 565 71.0唱 60.7覧 41. 4首 75. 1首 39.7% 93.4唱 65.3% 

1998年4月 6，624 531 125 4，191 79 2 2 19 9 211 62.9覧 66.7覧 33.3百 78.9覧 33.3% 63.5% 

1998年5月 7，293 571 128 4，509 79 3 5 23 10 161 62.6覧 66.7百 53.3% 73.9百 40.0幅 62.5% 

1998年6月 4，401 411 107 3，029 74 2 17 8 13162.6% 66.7首 33.3百 78.4百 37.5首 59.0覧

1998年7月 7，672 681 1I3 5，356 79 3 7 22 18 181 58.8覧 55.6% 38.1出 80.3百 38.9百 61. I百

1998年胡 12，945 681 190 7，418 109 1 3 30 14 201 65.7% 33.3国 66.7百 78.9幅 38. I覧 66.7覧

1998年明 3，519 43 82 2，789 65 1 22 8 1I165.I% 66.7首 66.7百 74.2覧 37.5同 66.7覧

1998年10月 4，853 49 99 3，877 79 2 27 10 91 64.6覧 66.7世 66.7首 76.5覧 40.0覧 55.6覧

1998年11月 3，656 44 83 2，950 67 2 2 17 B 151 63.6略 66.7百 50.0国 80.4% 41. 7% 57.8覧

1998年12月 2，385 37 64 2，056 56 4 2 14 3 141 65.8首 53.8覧 16.7覧 81. 0覧 33.3覧 66.7覧

1999年l月 2，682 37 72 2，217 60 3 2 14 10 81 62.2百 55.6見 66.7幅 78.6略 36.7覧 66.7覧

1999生手2月 2，908 41 71 2，381 58 3 2 13 13 101 60.2首 55.6見 33.3首 79.5世 43.6覧 63.3出

1999主手3月 6，285 591 107 4，073 69 4 3 21 16 151 46.3首 41. 7% 44.4覧 66.7覧 31. 3覧 35.6世

98年度計 65，223 597 109 44，846 75 29 32 239 127 。170 61. 7% 58.3首 47.4唱 77.3覧 37.7覧 60.4略

開館累計 314，288 2，464 128 191. 663 78 203 119 603 344 460 735 66.4唱 58.8唱 41.3拡 76.2拡 38.7首 93.4覧 62.8覧
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3. シンクタンク機能
研究機関としての博物館、それを支える専門職としての学芸員は、県内はもとより、国内外のシンクタンクとしてさま

ざまな活動を行っている。ここでは、それらの活動を各項目ごとに取りまとめた。基本的には、当館を中心に活動してい

る項目について、掲載している。しかし、記録の困難性から取り上げなかった活動も多い。特に、各種資料の同定依頼や

学術論文のレフェリーのようなレファレンス業務に関しては、相当な時聞が費やされている。

3. 1調査研究事業

調査研究活動に関する要綱に基づき、総合研究2テーマ、グループ研究5テーマ、個別研究21テーマを行った。以下、研

究テーマと研究者を掲載する。研究内容については、この後ろにまとめた「平成10年度研究発表会講演要旨集」を参照の

こと。

総合研究

1)野生動物との共存の可能性を探る総合研究 基本調査

と試験事業のまとめ 広谷浩子・山口佳秀・岡野美

佐夫・羽山伸一・渡辺邦夫 ・金森正臣

2)神奈川県植物誌2001 今年の成果 勝山輝男・木場

英久 ・田中徳久 ・高橋秀男 ・神奈川県植物誌調査会

グループ研究

1)神奈川県における大型晴乳動物の分布の史的変遷およ

び形態変化に関する研究 大島光春・広谷浩子・山口

佳秀・中村一恵

2)津久井石砂山のギフチョウ個体群の形質調査 高桑正

敏・苅部治紀・猪又敏男

3) リモートセンシングを用いた丹沢山地の土地被覆図の

作成 2万5千分のl箱根における予備調査 新井田

秀一・田中徳久・田口公則

4)神奈川の地球誌データベース構築 1998年度の成果と

今後の展開 平田大二・小出良幸 ・新井田秀一・

樽創・大島光春・ 山下浩之 ・田口公則

5)神奈川県内におけるエアロゾルの観測と分析 山下浩

之・新井田秀一

個別研究

1)モグラ類の分布調査一箱根を中心としたアズ、マモグラ

とコワベモグラの棲み分け一 山口佳秀

2)社会脳仮説との関わりからみたヒトのクゃルーピングの

解析2 変異とその要因一広谷浩子

3)箱根 ・金時山のモリアオガエノレ 神奈川県におけるモ

リアオガエノレの分布調査一 新井一政

4) ボラ科魚類の系統分類学的研究 タイワンメナダ属の

分類学的再検討 瀬能宏

5)相模・伊豆・駿河およびその関連海域の魚類の分類およ

び生物地理学的研究 ミジンベニハゼ属(ハゼ科)の分

類学的再検討一瀬能宏

6)オビ、ハナノミ属甲虫の分類学的研究(2) 東アジアの

オオ、ンマオピハナノミとその近縁種群 高桑正敏

7) ミナミヤンマ亜科の分類学的再検討 苅部治紀

8)化石および現生ウチムラサキガイ(マルスダレガイ科)

の形態変異について 佐藤武宏

9)接合菌綱ケカビ目クサレケカビ科の系統分類学的研究

入生田地区照葉樹林より得られたModicella(日本新

産)属菌の報告 出川|洋介

10) ミヤマカンスゲ、Carθ'xmul tifolia Ohwi (Cyperaceae) 

の種内分類群勝山 輝男

11)キンエノコログサ類(イネ科)の分類学的研究 木場

英久

12)神奈川県の低地における河岸段丘崖斜面林の分布 団

中徳久

13) ~甫乳類化石の分子生物学的手法による同定一骨タンパ

クの電気泳動を中心lこ一大島光春

14) 束柱類の食性について Paleoparadoxia tabataiの

採餌・阻鴫機能の推定一樽創

15)相模湾を中心とする南関東域の新生代員類群集の検討

一二宮層群にみられる堆積サイクルと貝類群集の変化一

田口公則

16)足柄層群最上部層中の火砕流堆積物今永勇

17)地球誕生の条件小出良幸

18)花開岩質マグマの成因解明 スラフ、、融解で、花岡岩質マ

グ、マがで、きるか一平田大二

19) 地球内部の揮発成分について ダイヤモンド粉末法

により得られたキンパライトメルトの化学組成につい

て一山下浩之

20) AVHRR/GACデータを用いた食料収量推定に関する研究

一植生指数による推定と限界一新井田秀一

21)全国の盲学校の博物館利用について アンケート調査

結果から 奥野花代子

巧
，

al
 



平成10年度

神奈川県立生命の星・地球博物館研究発表会

講演要旨集

開催日:平成10年3月17日・ 18日
.，6.. 
A 場:神奈川県立生命の星・地球博物館講義室

総合研究

目的

総合研究 1

野生動物との共存の可能性を探る総合研究

一基本調査と試験事業のまとめー

広谷浩子・山口佳秀・岡野美佐夫・羽山伸一・

渡辺邦夫・金森正直

野生動物と人慣が共存するための方策を、多方面から探る。主としてニホンザルを

対象に、保康管理を実施するために必要な基礎的デー告を得ると共に、情報の発借

地・教育普及機関としての博物館の特性を生かして研究成果を公開し、活用方法を

検討する。

方法

以下の3項目の研究を継続しておこない、まとめとした.

(1)西湘地績のニホンザルの生息状況と被害状況や被害対策について、基礎的

資料を集め、まとめる。

(2)情報発信とネットワーウ活用の方策について、広〈意見をもとめ、問題点も含

め後討する。

(3)環境教育プログラムの作成にあたって、自然観・動物観についてのアンケ ト

をおこないう。教育プログラムをまま行する。

結果

(1)基礎的資料を蓄積できた。被害状況と対嬢結果の過去にわたっての分析や、

野猿の郷整備事業の問題点の検討から、新たな保援管理計画への指針を得る

ことができた。

(2)検討途中であり、結果はまだ得られていない。

(2)アンケートから、自然観にl立、年齢や性にかかわらない画定した傾向がみとめ

られた。また、教育プログラムを主主行するため、テキスト作成等をおこなった。

考察

野生動物との共存の方策に関し、被害対策・意識向上・情報伝達などの側面にお

いていくつかの提案をする素地ができた。
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総合研究2

神奈川県植物誌 2001

勝山輝男・木場英久・田中徳久・高橋秀男・神奈川県植物誌飼査会

『神奈川県植物魅 2001jの目指すもの

「神奈川県植物誌 1988j Iま，市民による組織的な胴査を行った ζ と，

メッシュごとに探集された匝拠標本に基づ く植物院であることなどに

より ，高い評価を得た。「神奈川県植物誌 2001j (仮称〉では神奈

川県植物誌 1988j の成果を踏まえ，記述の統ーや鼠りの訂正，その

後の知見の増補に加え，国土基本メッシュを活用した隣組な分布図の

作成や神奈川県植物陰 1988j 発刊後，約 10年間における県内植

物相の変化を捉えることを新たな目的としている。

平成 10年度の実績

神奈川県植物陰調査会の各地域ブロックごとに，野外における梅本

の採集や梅本同定会，標本の墜理・登録・蓄積が実施された。また，

錨集委員会を発足し，執筆要綱，サンプJレ原稿の作成，執筆者の決定

を行った。

今年度の成果としては，帰化植物に関する報告に特筆すべきものが

多かった。 ヒユ科のイガホピユ Amaranthuspow811 i i S. Watsonやナ

ス科のヒロハフウリンホオズキ(和名新称)Physalis angurlltll L は

これまでに報告がほとんどなかった種顕であるにもかかわらず，県内

各地から標本が採集された。採集地lまいずれも畜産農憲の多い地場で，
畑地やその周辺に牛糞が撒かれている。牛車瞳が撤かれている地域では，

日本新産の帰化植物が配録されることも多い。 ヒメツヲパネアサガオ

P"tunis parviflors Juss とアメリカウサレダマ Lysimaohisciliats 

Lのように，原産地や学名が明らかになり ， 日本新産の帰化植物とし

て報告することができたものもあるが，多くはいまだに学名不鮮のま

まである 。 また ， 在来植物では，籍組のハナピゼリバnl81iclI

insttqua/is Maxim. セリ科)や丹沢のモミジカラマツ Traut阿 ttdria

jllponiclI Siob. et Zu∞ 〈キンポウゲ科〉のように絶誠したと思わ
れていたものが再発見されたものもある。

平成 11年度以降の計画

平成 11 年度l立野外聞査の最終年である。また，執筆担当者は各担

当の分頬群について綱本の最終問定をし，平成 12年 5月末までに執

筆する。平成 12年度には鋸集作業を行い，年度末には『神奈川県植

物誌 2001j (仮称)在刊行する予定である。



グループ研究

目的

グループ研究 1

神奈川県における大型晴乳動物の分布の史的変遷

および形態変化に関する研究

大島光春・広谷浩子・山口佳秀・中村一恵

神奈川県産の大型晴乳類のうちf ニホンジカとニホンイノシシの縄文以降現代まで

の分布資料と標本資料を収集し，DB化を行ないf 近世・現代と縄文弥生期とを比

較調査する.そして。人為・自然両面の環境変遷と2種の大型補乳類の分布変遷お

よび形態変化との関係を明らかにする@

方法

今年度はI 資料収集を集中的に行なう。頭骨の標本化を進めると共lこI 博物館以

外の様本についても計測デーヲの収集を行なう。

結果

現生のシカ，イノシシについては。自然保護セン9ーに集められた救護個体や有害
鳥獣駆除の対象となった個体だけでなく，狩猟によって集められた個体についても

頭骨を中心に計測デ-~を集めることができた。博物館に以前からある標本や県内

の博物館・ピジヲーセン告 等に保管されている頭骨標本。各地の狩猟家が所有し

ている標本も計測してI この数10年の形態変化を把握した(広谷外来研究員による

研究結果参照)。

現生標本の百十測デ 告と生息地，性年齢。体重，体格.齢査定の結果などの基礎

デ-~との対応づけについては，現在も作業中である。

考察(今後の螺題)

研究計函の最終年までに分布の史的変遷に関するデ一世と現生の標本の形態

特徴に関するデー告がそろったがi 近世および縄文弥生期の標本の形態特徴が量

的に把握されていないため比較検討の段階までいたっていない。現生の標本に用

いた指標がi昔の標本に対しても有効か否かの検討が今後の課題である。

グループ研究2

津久井石砂山のギフチョウ個体群の形質調査

高桑正敏・苅部治紀・猪又敏男

目的

津久井郡綴野町石砂山の神奈川県指定天然記念物のギフチョウ個体群には，指

定後の19例年に静岡県産の個体が放たれ，その結果vこれらの血の混入した個体

を生じているという指摘がある。これが事実とすれば，当地の個体群の学術的価値

を損なうものである。しかし，その判断は成虫の麹形および斑紋の微妙な部分によ

っており。標本として詳しく比較検討しなければ判断がつかない。このため，実際に

標本を採集するなどして，その真偽を確かめることを目的とする。

方法

研究の第1段階としては。成虫を採集し，概本化して，既存の丹沢個体群と形質を

くわしく比較検討するζととした。このため，県教育委員会から10頭の成虫採集の現

状変更許可を受けた。ただし，採集許可は1年当たり10頭以内に隈られているため.

集団として比較するには充分な個体数ではない。このため。畳終的な結論は3年後

に30頭が集積された時点で行う。

研究結果

1998年4月11日に石砂山において，10頭(9♂1♀)の成虫を録集し，展麹標本を作

成した。共同研究者である猪又敏男(日本鱗麹学会理事明治大学教綬)が中心に

なって趨形と斑紋を解析したところf 過去1970年代以前lこ採集された丹沢個体群と

比較してi とくに差が認められる個体は含まれていなかった。

グループ研究

グループ研究3
リモートセンシングを用いた
丹沢山地の土地被覆図の作成

- 2方5千分の1籍損における予備鯛査 ー

新井田秀一・田中徳久・田口公員IJ

1 目的

神奈川県内の摘生図は、 1971年以来、市町村単位では更新されているものがあ

るが、全県のものとしては改訂されていない.ブナ枯れなどの森林破績を知るた

めには、愚新の状況を正確に知る必要がある.そこで電磁波の特性を生かして.

地球観測衛星からのデ-~を使い、 丹沢山地などの神奈川県内の土地被殖状況を

解析する.

2 方法

今年度は、予備解析として分類手法評価のため2万5千分の 1地形図「箱損」

エリアを解析した.1997年4月 14日観溜の地疎観J圃衛星ランドサット/TM画
像から、これに相当するエリアを切り出した.同日の神奈川県全体の中から、植

生図を参考に.新井田(1997)よりも詳細に段定した分類区分について、参考とす

る光学的デ-~ (トレーニングデータ TR)を収集し‘最尤法にて分頬した.

分類結果の評価のために、ヘリコプターから撮彫した通常のカラー写真およ

び赤外カラー写真を使用した.

3 結果・考察

昨年度の結果を踏まえ、観測時期を秋から春に変更した結果...となるエリ

アはかなり減少したため、分額精度は向上した.また、同じ土地被置に分類さ

れるべきエリアであっても、光学的特徴に差があることが確毘された.これは
高度の差によって生育状況に差が現れているためである.この他、北西斜面の

うち急傾斜なものについて、分類不可能となるものがあることが分かった.

また‘土地被橿(植生)を闘査する際のメリッ卜等を以下にまとめる.

メリット | デメリ ット

コンビュータ処理のため、|分解能が荒い(30岡)
広範囲を効寧的に鴎査可 |詳細なTRが必要

手軽に舵できる |コンピュータ処理不可

地形の判断がしやすい |コンビュータ処理不可
植敏状況を判断しやすい |フィルムの級いに厳点

細かい銅査が可 l広範囲には不向き

今後はTRの選定に改良を加えていきたい.
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研境目的

グループ研究4
神奈川の地球誌データベース構築

1998年度の成果と今後の展開ー

平田大二・小出良幸・新井田秀一・樽創・
大島光春・山下浩之・田口公則

情物館が研究活動や学習支慢の拠点としての償能を果たすためにはl博物館が

所有する様々な資料や情報を体系的に整理して博物館利用者や外部に提供する

ことが不可欠である。最近のパソコンの普及やインヲーネットなど新しいメディアの発

達は，博物館における情報提供手段に革新をもたらし，提供スピ ドや情報量を格

段に増やすことが可能となっている.

そこで，本研究では神奈川県と周辺地壊の地琢科学分野(地形.地賞。吉生物!

海洋I 環境等)に関する文字情報および函像情報を網語的に包括した『神奈川の地

疎誌子一世ベースJを構築し。そのデ-，ベースが調査研究および学校教育や生涯
学習などにおいて効率的に活用される運用システムの開発を目指している。

研究の進惨状混

1)文献デ-，ベスの構築

地E事科学分野に関する文献情報を収集しl キーワードを段けて嫌々な角度カら

検索できる文献資料デ-，ベースを構築することを目標としている。

. 1997年度入力分補追と， 1988年度以降の情報収集I デジ加し化を実施.

2)画像ヂーヲベースの構築と活用

地形。地層。岩右!鉱物I 化石i 地買現象などに対応する写真画像類の画像

デ一世ベースを構築とI イン9ーネット上での運用を検討中。
-神奈川県産鉱物の検索システムを構築運用を開始すると共l乙画像デ一世

のデジ'Jレ化を行った.
-敏値地図情報をもとに県内各地の地形 CG鳥隙図を作成し各種活動に活

用した。画像ヂーヲベースを準備中.

-文字情報と写真情報を活用した神奈川県地学図鑑の作成中.

3)用悟デ一世ベースの構箆

各分野の固有名称や専門用結などの項目インデッウスを作成L."それぞれの解

鋭が文字情報や画像情報により提供できる用語デ一世ベースを構築することを目

標としているが.現在作業準備中である。

4)盟連盟主亙窒
収集した各種情報のなかから.県内産サメの歯化石，県内産ヲジラ化石のデ一

世ベースを構築するとともに.ニ宮層群地質吉生物調査県内の地層対比研究へ

の情報活用を行った.



グルーフ研究

グループ研究 5

神奈川県内におけるエアロゾルの観測と分析

山下浩之・ 新井田秀一

(目的)神奈川県内，当面は小田原地域におけるエアロゾルの年変化および特

徴を把握することを第 の目的とする.開館当初から導入した，ハイポリューム

エアサンプラー (以下HVAS)は.1年ごとにオーバーホール要するために耐久時

聞が短いことと，採集した民料が塊状になってしまうという問題点が生じた.そ

のため，昨年度から， ローボリュームエアサンプラー (以下LVAS)を導入した.

今年はLVASの立ち上げとf 採集方法の確立が第 の目標である.

(方法)ハード的にはLVASを用いてのエアロゾルの採集方法はほぼ確立されて

いる.そのため，問題点は.lit料の採集時間をどのくらいにするかにある.そこ
で.5分. 10分. 20分. 30分.60分.120分と採集時聞を増やして採集を行い，

最適な採集時間を調べた.なお.120分以上採集を行うと.LVASのモ タ に負

担がかかり，本体がかなり熱くなる.採集は5月に行った.有馬ほか (1995)に

よれば，神奈川県内のエアロゾルは.4月に黄砂や海塩粒子が多く，極大ピーク

を迎える.5月には平均的な値になるので1 この時期に設定した.

(結果)晴天時.2日間測定し

た平均値は.5分1.6X 10匂/

mi n， 10分 1X 10-'g/m川 20

分 6.25X 10-‘g/min. 30分
1.61 X 10匂Imin. 60分 9.11
X 10-'g/min. 120分 5.83X 10-' 

g/mi nとなった(図1).吸引量

は，すべて5.0L/mi nで行った.

また，採集場所はすべて博物館

実習実験室外のテラスである.

(考察)採集量だけを見ると.5分で0.00008g. 120分でO.OOOOlgとなり，こ

の時点で大幅な矛盾が生じる.当館所有の精密天秤の測定限界が.1.0 X 10-'な

ので，潤定誤差も十分考えられるが，それ以上に採集場所のエアロゾル量が少な

いことが予想される。このことは，以前HVASを用いて採集したエアロゾルの採集

量が，横浜や藤沢等のデータ(有馬ほか.1995)よりも少なかったことと整合

性がある.博物館実習実験室外のテラスのエアロゾル量は.LVASの測定限界に達

しない可能性がある.なお，本年度は.f専物館実習実験室外のテラス以外の場所
でも収集を行う計画もあったが国道工事のために探集を行うことができなかった。

個別研究

個別研究 1

モグラ類の分布調査
一箱根を中心としたモ グラ類の楼み分けー

山口佳秀

研究目的

晴乳類，特にモグラ類白ように地下生活する動物にとって火山の噴火ででき

た溶岩流や岩石地帯は，新しく護来した種目前進を阻止し!また 7 古〈渡来し

た植田絶滅を防ぐなど分布に重大な昨留をおよぼす

アズマモグラとコウベモグラは箱犠山を境界に西側には，コウベモグラが広

〈分布し。 四因。中国，九州にまで広がっている 反対に車倒は7;1;マモゲラ

が広く升布する地域で関車地方一帯より青森にまで及んでいる またl かつて

は本州や九州にまで広〈分布Lていたことを示す遺存的な隔離小分布地が紀伊

半島l 京都l 小豆島，広島.四国等白山地でみられ。これらはいずれもコウベ

モグラの分布域に固まれた孤立個体群である

箱捜山北鑓田監河小山と山北聞や南麓田真鶴岬町岩石地帯1;1..原始的なアズ

マモゲラを駆逐Lながら西から車へ分布拡大してきたコウベモゲラとの競合地

域として有名である

近年1 箱根山地のゴルフ場等の開発にともない，又， 1915年頃に箱根仙石原

においてコウベモグラの生息が確認されている そこで!コウベモグラとアズ

マモヴラの分布田諸相について解明しようとするものである

間査結果

B年度は，箱根山東側を中心.モグラの坑道調査と，採草を行ったが，コウ

ベモグラの生息を確認することはできない 9年度は!箱根山西側の御般場市

裾野市を流れる黄溜川町沖積層を中心にモグラの坑道翻査をおこなL入坑道

の大きさからコウベモグラの生息壊であることを確毘した

10年度はl 殿河小山と山北を中心に般合地域を解明するため坑道鯛査を実施

L..箱程山北極地援におけるアズマモグラとコウベモグラの競合地域を確認す

ることができた
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個別研究2

社会脳仮説との関わりからみたヒトのグルーピングの

解析2一変異とその要因ー

広谷浩子

目的

霊長類の大きな脳の進化に対する淘汰圧がその社会行動の複雑さに起因すると

いう仮説(社会脳仮設)は‘今や広〈認められつつある。霊長類の中でも特に大きく

発達した脳を持つヒトの社会についても、この仮設が適用できるか、社会性の尺度と

して群れること(グルーピング)をとりあげて、分析・検討する固また、霊長類の社会の

変異を解析する方法をヒトにまで適用するために、社会性と強く関わる行動を明らか

にする。

方法

文献・写真資料の収集と解析

さまざまな文化や時代におけるグルーピングのパヲーンやグループ維持行動につ

いて文献写真デー告を収集し、変異とその要因について明らかにする。

立量豊窒
グルーピングの経時的変化やグループ肉のコミュニケーション行動について、さま

ざまな合イブの来館者を対象に調べる。

結果

室温笠盤宜主主
グルーピングに関する文献をレビューし、グループサイズの他に個体間距離や体

の向きなどがヒトの社会性を分析する上で重要な因子となることを確認した。

丘塾皇室企主
性・年齢，来館目的などの異なる人々のグルーピング観察の事例を重ねて解析し

たが、一定の傾向を得られるまでには至らなかったロ

考察

ヒトの社会関係には文化・時代ごとの共通性よりも、グループサイズに規定される

ところが大き〈、霊長類との比較検討の余地は大きいことがわかった。



個別研究

個別研究3

箱根・金時山のモリアオガエル
一神奈川県におけるモリアオガエルの分布調査一

個別研究4
ボラ科魚類の系統分類学的研究

ヲイワンメナダ属の分類学的再検討

瀬能宏

新井 一政

目的

神奈川県内においては、津久井郡藤野町、鎌倉市、南足柄市の 3か

所か らモリアオガ工ルの生息が確認されている。こ れらの生息地域の

うち藤野町のそれを除いては生息する個体数も少なく、特に南足柄市

(金時山)では 1卵塊が確認されたのみであり、はたして土着種であ

るのかどうか疑問視されている。

そ こで、南足柄市の個体群がどの〈らいの大きさで、発見された年

のみの偶発的な発生か否かを調査し、分布の実態にせまる。

オーストラリアのJ.M トムソンによるポラ科魚類の分類学的再検討

が 1997年に公表され。多くの問題を含みつつも本科魚類の分類学的研

究は新たな局面を迎えたと言える。今回は.インドー太平洋海域産の世イ

ワンメナゲ属について，属の定蔵や適用すべき学名在中心にトムソン

の体系と比較しながら，これまで明らかになったことを報告する。

2..:i.ユとぷ之之昆ゑ援1量
本属は， 1)主上顎骨後錨は屈曲せず，閉口時に口角を越えて延長

l，.，溝の中に収納される， 2)上 ・下唇に付属物を欠(， 3)肉翼状骨に歯

がある， 4)体側鱗は円鱗でl 後縁に膜を備えるなどの特徴を持つ。

進恩之三主主~
トムソンをはじめ，多くの研究者は ValamugilSmith， 1948 (模式種Mugil

seheli Forsska l ， 1775) を適用しているが Moo~炉劃da Whitley，1945(模式種

Moolgarda pura Whitley，1945)を適用すべきである。 トムソンが前記の見

解を示した理由は M.puraが複数種を含む基準標本に基づき記哉された

からであるが原記献には正基準標本が明記されており I それは疑いな

くM.sehel/であることから。彼の諭理には正当性がない。 OsleomugilLuther，l 982 

(様式種Mυ'gilcunnes四 Valenciennes，1836)を新参同物異名とみなす彼の見

解には同意できる。

急怠主主ゑt量
トムソン1ま7穫を認めているがl 彼の凶lamugilbuchanani， V cunnesius. 

Lλ speigleriの3種については I 基準標本等を検討した結果l それぞれM

t8daraki. M. perusii， M. cunnesiusを適用すベきである。また.彼が認め

た7種以外に，彼が脱 seheli{])新多聞物異名としたM.delIcataは有効と

みなすべきである。さらに I 沖縄島やフィリピン，インドネシアから得られ

た未記載と思われる種がある。ただし，これについては南アフリカ産のM

robustusとの比較が必要である。

ナガレフウライポラやフウライポラとの類縁関係

骨格系の特徴等に基づく分岐分析の結果 l 告イワンメナダ属はトムソ

ンによりフウライポラ属とされているナガレフウライポラやフウライポラと

近縁であることが判明した。ただし.属のランキングについては問題が多

(今後の検討課題である。

方法

・産卵期における卵塊調査

本種の繁殖は、水面上に張り出した樹枝上に白色涼形の卵塊を産み

つけることから、繁殖期にはその存在が確認しやすい。そこで、繁殖

期に各繁殖地の卵涜数を調査しておおよその個体数を但握する。

-繁殖地周辺での情報収集

過去において、本穫の卵塊または幼生を他の地峨から持ち込んだこ

とがないかどうかを繁殖地周辺で聞き込み調査を実施する。

結果

蔽野、鎌倉の両繁殖地で継続して繁殖していることが確認された。

南足柄(金時山)の繁殖地では本年も 1卵塊のみが確認された。

聞き込み調査では有力な情報は得られなかった。

南足柄(金時山)の繁殖地は林道際の雨水調整池であり、本年 7月

の大雨のために流入した土砂で完全に埋まってしまい、発生していた

幼生も失われた。

個別研究

個別研究 5

相模-13丑豆・駿河およびその関連海域の魚類の
分類および生物地理学的研究研究

ーミジンベニハゼ属の分類学的再検討ー

個別研究 6

オピ、ハナノミ属甲虫の分類学的研究(2)

一東アジアのオオシマオピJ、ナノミとその近縁種群ー

高桑正敏

瀬能宏

ミジンベニハゼ周 LubricogobiusTanaka，1915は，体に舗がまったくな

いことロ裂は著しく斜行することなどが特徴の小型のハゼ科魚類で。長

崎産の複数標本に基づき記議されたミジンベニハゼL.exiguus Tanaka，1915 

を模式種として創設された。現在 I 本属にはミジンベニハゼの他 • L ornatus 

Fourmanoir，1966(基準産地ベトナム)およびL.pumilus Larson & Hoese，1980 

(基準産地ソマリア)の計3種が含まれると考えられている。

演者は I 近年 I 本属の未記載覆と思われる2標本を石垣島から入手し

たがI ピショップ樽物館のランドール博士は.まったく同じ種類の標本を

パプアニューギニア東部のダントルカストー諸島から採集していた。そこ

で本属魚類の共同研究をス9ートさせ I 基準標本を含む多数の標本を検

討したところ!本圃にはミジンベ二ハゼ L.ornatusおよび1来肥載種L.sp 

の3種が含まれることが明らかとなった。またi これまで本属に吉められ

ていたL.pumilusは I 体の一部に舗を持つこと績に績走孔器列がある

こと腹鰭に膜蓋を欠くことなど，上記3種には見られない特異な形態を

持ち ι~IJJ置として扱うのが妥当であるとの結簡を得た。

3!重の標徴は以下のとおりである。ミジンベニハゼ生時，全身が一様
に黄色い固定後の体色l立完全に退色するが。体側前部に黒色素胞が

散在する目警鐘軟条数のモードは60 L. ornatus生時前種同績に全身

が一緒に黄色いが i 眼目周囲に放射状の青色線がある曜の周囲の放

射状線は固定後も暗色線として残る，智信教条数は70 未記蔵穫生時 v

体の上半部が白 (，下半部が檀色 1前鼻孔を欠((他の2種にはあるに背

錨軟条散は10-11(他の2種では大部分が8-9)。

3穫の分布については，標本に加えてダイパーが撮影Lた水中写真の

情報等も積極的に利用して踊査したところ!これまで南日本の一部から

の報告しかなかったミジンベニハゼはスル海やニューカレドニ7，L. ornatus 

はアラフラ海1 ニュー力レドニア，沖縄島 I 奄美大島にも分布していること

が判明した。未配蹴種については現在のところ石垣島とうfント)~力スト一

緒島以外からの記録はまった〈ない。

?来記舷種の記載および1新風の創般を吉む本研究は。最終的にはラ

ンドール憎士との共同研究としてI 学術詑への公表を予定している.

目 的①オオシマオピハナノミ種群の形態的特徴の把握

②オオシマオピハナノミ種群の種多様性の担握

③I~総論文の執筆

研究結果

①オオシマオピハナノミ祖群の苦手態的な特徴は次のとおり。体は太短〈。体長は

中ほど v彼自里は直立毛を密生する.鞘沼はまったく黒色，基部後方f 中央ないし中央

前方，後方に帯紋を現しそれぞれは会合部沿いにつながる，尾節犠は多少とも短

(，端は狭〈切断状，背面は穣状に隆起する，雄第B旗板はやや縦長，端の中央葉は

2~産状，両角はやや角張るか狭〈丸まる!雄交尾器側葉片は長(，左片は太(，腹面

から見て両側はほぼ平行側枝は腹面に対しほぽ垂直，右片は左片とほぼ同長.

単純で中央前方の湾入l立非常に弱(，中央翼片をまったく欠きf 組IJ枝は端が強くねじ

れI 端は側面から見て鋭く尖る。

②インドシナ。中国，台湾，日本から次の約7種1亜種が認められた。このうち。既

知種と思われるものは2種にすぎなかった。

G 仇()oshimana Nomura， 1966 日本(福島県『茨城県，鰭玉県奄美大島)，

中国(漸江省。四川省，海南島)， 台湾

G. (M) curtopyga Fan & Yang， 1993 中国(雲南省)【標本未検〕

G. (M) sp.l 日本(沖縄島);8♂3♀ 

G. (M)叩2 北ベトナム。 1♂

G. (M) sp.3台湾。 1♀

G. (M) sp.4ラオス;2♂ 

G. (M) sp.5: ~イ北部; 10♂4早

G. (M) sp.5 subsp.北ベトナム;1♂1♀ 

③オオシマオピハナノミ ι(M)oshimana Nomuraは中白から日本台湾にか

けて広〈分布する己とが確かめられたが，雄偲休l立福島県産しか検することができな

かった。問機に台湾産 G.(M.)叩 3も雌個体しか検することができなかった。④沖

縄産の sp.lはオオシマオピハナノミと異なる別積であることが確認されたので，新

種肥践を行った。⑤北ベトナム産の G.(M.)叩 Eはオオシマオピハナノミに非常に

近縁な別種と恩われるが，検視標本が少ないため記載を見合わせている。⑥インド

シナの G.(M.) sp.4と sp.5はそれ以外の種とはやや離れた系統にある。もう少し

材料が揃った時点でI~蹴を行いたい.
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化石および現生ウチムラサキガイ

(マルスダレガイ科)の形態変異について

ミナミヤンマ亜科の分類学的研究

苅部治紀

佐藤武宏

演者は， この5年ほどミナミヤンマ亜科の トンボ類の分類学的な研究をすす

めてきたが，まとめの段階にきたので現時点での成果を紹介する.

今回の研究は主に成虫の形態により分類をおこなったもので，特に頭部・尾

部付属器・交尾器などの形態に，主目した.交尾器に関しては，他の昆虫では普

通的に使われているが， 二れまでトンボ類では，ほとんど使われてこなかった

形質である.

このグループの分類については，畳らくオニヤンマ科のー亜科のー属として

掻われてきたが， C.d.(1995)はこれを独立の科とし，その下に2亙科{それ

ぞれー属と 7属が所属)を訟けたo Carleの分類は興味深い示唆もあるが，少

なくともミナミヤンマに関しては実物をみていないためか，とんでもないグル

ーピンヴのミスが多い。また属を分ける形質も，色彩のパヲーンや羽の部屋の

数など，変異が大きく通常上位分類には使わないものも多く遺舌Lを招いていた。

潰者は，今回よ!eの形買に，主目して，亜科・族 ・属などの再定穫を行った.

その結果，ミナミヤンマ類をオニヤンマ科のー亜科と Lて級い，2族

(Chlorogo叩 hinl. Chloropetal ini)を認め ， その下にそれぞれ 3属

(Chlorogo叩 husー7亜属.Orogomphus -5亙属 Watanabe i a gen. nov. )と1

属(ChI oropeta I i a)が属する体系に整理した.

系統的な交尾器による研究は， トンボ類ではこれまでほとんどなかったが，

他の形質から推定される分類ともよ〈合致L，また種の識別にも有効であるこ

とがE正明された.とくに Chloropetalia属の，オニヤンマ科の中でも非常に特

化した交尾器は，奥味深いものであった(ちなみにこの属の股立者の Carleは，

ζの重要な形質は見ていなかったようで，!e載はない.また，彼はこの属に実

際には他の 2属に吉まれる 3種を所属させている).

ミナミヤンマ類は今回の研究で総数日種・ 4亜種を数え，新しい分類学的

な処置は 1新属 ・6新韮属・ 15新種 目2新亜積 回1シノニムがあり，10年前

には 30種弱しか知られていなかったζとを考えると，解明はかなり進んだよ

うに見える。しかし，昨年一年の調査だけでも 5種の新種が発見されるほどで"

現在ほとんど手付かずの中国南部などの調査が進展すれば愚終的には 70-80種

程度の大きな分類群になると予想される。今後も朱知の属が発見される可能性

もあり，最終的な分類が示せるのは，まだまだ先のこととなりそうである.な

お，本検分については国際トンボ学会の特別出版で出版される予定である.

。目的
松島 (1988. MS) 1ま，化石ウチムラサキの殻形態の変異を確12L，産状を比
較することにより，形態変異の要因として生息環境の遣いを指摘している.本

研究では，化石および現生のウチムラサキガイの般の各部位を計測し， その形

態変異を記述するとともに，その変異の要因を明らかねすること，変異の持つ

機能形態学的な意味を明らかにすることを目的とする.また，化石集団と現生

集団とを比較することにより，形態の時間的変異が見られるかを確12する.。方法
化石および現生ウチムラサキガイの般の各部位を測定し，それらを殺長で基

準化L，比較をおこなった。比較には共分散分析を用いた.測定に用いた標本
と，各測定都位は以下のとおり。

0横須賀市夏島町産出の化石 (4.5ka)標本(基盤に穿孔している集団)
同化石標本(砂底に生息している集団) ・東京湾竹間(千葉県)の砂底に

生息する現生梅本 ・東京湾金田 (三浦市)の砂底に生息する現生標本

0般長・般高・般の深さ ・蹟緑樹Iの般厚 e靭帯長・套線;宮入長・前閉般筋長
径 ・同短径 後閉般筋長径・間短径・両閉般筋の相対的面積 (みなし{直)。結果
砂底に生息する化石集団，穿孔する化石集団，現生集団の順に，般のふくら

みを示す段高，般の深さが相対的に大きくなった.また，靭帯長にも同棟な傾

向が確認された.しかし，商問殻筋の相対的面積(みなし値)については，穿

孔する化石集団，砂底に生息する化石集団，現生集団の順になった。 また，套

線湾入長の値は，化石どうしではほとんど差が見られなかったが，現生集団で

はやや大きくなった。

。考察

今回，それぞれの標本を詳し〈比較することにより，化石および現生ウチム

ラサキガイには明瞭な形態変異が確飽きれた。また，穿孔する集団や現生の集

団ではよりふくらみを増した般を効率良〈開閉できるように，靭帯や開般筋を

発達させてきたと解釈することもできるが， 考察にはまだデ一世不足である.

結果の公表にあたっては，よりデ一世数を増やす，他の時代の化石標本のデ

ー舎を加えて検討する，東京湾以外の場所や砂底以外の環境で採集された現生

概本を検討することを行う。
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接合菌綱ケカビ自クサレケカビ科の系統分類学的研究
ー入生田地区~ll~樹林より得られたModicella (日本新産)属菌の報告ー

出川洋介

個別研究 10

ミヤマカンスゲ Carexmultifol ia Ohwi 

(Cyperaceae) の種内分類群

(目的)現在、ヲサレケカビ科(Mortierellaceae)には 6属が認められている
が、基準属1.10巾'erella属以外の5属中、1属は明らかに別科に移されるべき
ものである。残る 4属i阜、 l'種或いは2種からなる小規模なずループである
が、いずれも稀な属で研究例が少なく、再検討が必要である。このうち、本邦
より未知であったModicella属に核当すると考えられる菌を得たので、その形
態観察の結果に基づき、同属の分類学的位置づけについて考察する。
(材料・方法)演者は、日本産のヲサレケカビ科薗のフロラ調査を続けている
が、平板法では得られにくい種の綾出には、野外での直接観察が有効であるこ
とを述べてきた。1998年4月より、入生田地区の照葉樹林において、週lこ3回
程の領度で特定)~ートを周 り 、連続的に野外観察を行ってきたところ、 7月に、
白色で直径1-4mmの環状の頭部に細い柄を伴う子実体が採集された。柄の上
部は疎状の頭部に湾入しており、恰も菌輩類の子実体原基のような外観を呈し
ていたが、光顕観察の結果、頭部には聖書しい胞子資が形成されており、接合菌
類であることがわかった。そこで、本菌の同定を行い、その発生消長について
野外観寮を継続するとともに、発達段階の異なる子実体を多数採集し、子実体
形成過程の推定を読みた。
(結果)子実体頭部の胞子賓は、典型的なヲサレケカビ科に特徴な、柱輸を欠
如した宮イプであり、Modicella属の定着に一致した。また胞子裏胞子サイズ
は12-19x10-14μmでModicellamaleolla (Hark.) Kanouseと同定され
た。同樋は、紹太寺旧寺院境内、山神神社、丸山の3地点より、7月12日に初
見の後、8月8日に至るまでの期間内、ほぽ連続的に発生が認められた。発生地
はいずれも、照葉樹林床の緩く傾斜した斜面の土壊表面で晶った。子実体は土
繍粒子等の表面に付着する仮根状菌糸塊上に発生し、やや錯綜した密な菌糸束
よりなる柄を生じる。そこから放射状に多数の胞子轟柄が形成されるが、これ
が二豆分枝を繰り返し立がら伸長していくことにより、頭部の禁状膨潤をもた
らすものと推定された。個々の胞子轟柄はヲサレケカビ科の特徴をよく満たす
ことから、これは高等種類のアナモルフにおける分生子東などに相似章構造で
あり、ヲサレケカビ科の無性生殖形態のー型と解釈オベきとの結論に至った。
(考察)本種の分類学的位置づけに関しては永らく、二つの異なる見解が鴎論
されてきた。Harkness1891による原記載では、本種は子実体を形成すること
から、植物共生性のEnodogne目の種 (E.maleolla)として記観され、以降、
本樋はE自の無性生殖ステージであると解釈されてきた。他方、
Bucholtz 1 91 2以来、本種の胞子1(が栓輸を欠却する点に基づいて
Mortierella厩との類縁性が指摘され、属を設立したKanouse1936もこれを支
持した。本研究の形態観察の結果からは、後者が支持されたが、近年、E固と
M科の類縁性が、分子系統学的解析からも示瞳されていることカ、ら、今後、 E
目曹との比較を念頭にお章、1)走査電顕による子実体中の菌糸走行の観察、
2 )培饗下での子実体膏導、 3)野外調査及び培養実験による有性生殖誘導を
行い、更に検討を進めていきたいと考える。

勝山輝男

ミヤマカンスゲ Csrt:lXnul tIfo I i. Ohwiは北海道(南部)，本州，四国，九

州の丘陵から山地のやや湿った樹林肉に比較的普通に見られるスゲ属植物であ

る。変化の多い植物で，Oh刷 (193ω は変種として Yar. 8/~b・rrl lTJll を ，

Oh.i (1931)は var.pllll idisq，四珊I var. st%ni向rs，var. 810加 58，var 
iniNJci I/;sを犯践している。また，小山 (1956)はコミヤマ力ンスゲ var
tori ;lInllを配蔵している.しかし，大井 (1972)や小山 (1964)では琉聖書や
台湾に産するナガポスゲ ι白川chostschyaHayataの変積または亜種に位置
づけ，変種内をさらに細分していない。そのために地方植物陰等ではこれらの

夜寝はほとんど区別されていない。ミヤマカンスゲの上配の種肉分頬群につい

て再検肘したところ， var. I抽出川lis..var. st%n;向rll，var. toriIsnllの
3変種については，形態的にも異なる点が書く，分布にも一定の傾向があるζ

とが明らかになった。

(1) 'o'8r. ime.瑚cillisOhwiウスパミヤマカンスゲ，ニシノミヤマ力ンスゲ
細長い曲目包枝を伸ばL，基部の欄はまったく着色せず，葉は軟らか<，果胞

は有毛のものである。宮崎県の双石山が基準産地で，宮鍋県，鹿児島県，高知

県に分布する.宮崎県で生植物を確毘したが，渓谷内斜面の湿った常緑広業樹

林下に生え，旬旬枝を伸1:して群生していた.
(2) var. stoloni向rsOhwiツルミヤマカンスゲ
福岡県背蟹山から毘憶された後に飽録がなかったが，兵庫県笠形山や雪唐山

の周辺，神奈川県の箱植や静岡県伊豆遣唐山，徳島県名西群神山町雲阜山産の

楓本を見出し，背徳山，笠形山，箱根，達崎山で生植物在確留した。全体に小

形で，やや地上性の太い旬創枝を伸lまし，基部の舗は波褐色~褐色で，果胞は

やや細長〈無毛である。ミヤマカンスゲとホンモンジスゲ頬との中間的な感じ

がする。尾担上のササ群落肉や谷筋のスギ植林肉に群生していた.

(3) var. toriillnll T.Koyamaコミヤマカンスゲ
全体に小形のもので，基部の糊l立.紫褐色，細長い術創枝を多敏伸ばし，果

胞は有毛である。愛知県作手村が基準産地で，京都府，滋賀県，福井県，三2:

県，般車県，長野県南部，静岡県，千葉県で鐸集された梅本がある。全体に小

形なことと細い御技査長〈伸ばすことでE別は容易であるが，他の形貨はミヤ

マカンスゲとほとんど変わらず，変種としての扱いが適当と考える。丘置から

低山地のやや温った樹林肉に群生する。

本研究については日本スゲの会会報第8骨に褐憶される予定である。
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個別研究 12
神奈川県の低地における河岸段丘崖斜面林の分布

田中徳久

個別研究 11
キンエノコログサ類(イネ科)の分類学的研究

はじめに

河岸段丘塵の斜面林は、各種開発行過の進行する神奈川県の低地において、

数少ない貴重な自然である。しかし、この斜面林については、その植物社会学

的な植生単位が概ね把僅されているのみで、各植生単位の毘担lや分布について

の総括的な研究は行われていない。本研究l立、その現状を記録するとともに、

各植生単位の配列や分布を明らかにすることを目的とする。

調査の方法

本研究では、現地踏査やへリコプ~ーによる上空からの観察、既存の檀生図

等から、河岸段丘崖斜面林の残存状況を把握L.植物社会学的な植生調査を実
施する。さらに、既発表資料と比較検討し、その植物社会学的な位置づけや配

列、分布などを検討する.本報告では、 昨年度までの闘査で、良好な斜面林が

残存することが明らかになった境川水系と相撲川水系を中心l二、その現状に関

するへリコプ聖ーによる上空からの銅査結果と.既存の地形区分図から蟻図し

た各段丘崖の位置づけについて報告する。

調査結果

和泉川(境川水系)績浜市泉区和泉町の段丘崖は、武蔵野段丘面群と谷底平野

の聞に位置し、戸塚区俣野町の段丘崖は、武蔵野段丘面群と立川段丘面群の

聞に位置する。

境川(境川水系〕大和市公所の段丘崖では、コウサギーケヤキ群集とシラカシ

群集が配録されているが‘この段丘崖は武蔵野段丘面群と立川段丘面群の問

に位置する。また、横浜市戸塚区俣野町の段丘崖は、武蔵野段丘菌群と立川

段丘菌群問および武蔵野段丘函群と谷底平野聞に位置し、藤沢市では‘武蔵

野段E面群と氾護平野の聞に位置する段丘崖が残存する。
目久尻川(相模川水系)綾瀬市吉岡や藤沢市用回の段丘崖は、武麗野段丘菌群

と氾濫平野間および武蔵野段丘面群と谷底平野聞に位置する。隣綾する引地

川水系の本暮川の段丘崖も同織である。

相模川(相撲川水系) 東岸では、海老名市の段丘崖の南虫歯部は、武蔵野段丘面

群と氾濫平野間に、座岡市の段丘崖は、立川段丘面群問に位置する。相模原

市には、段丘函・段E農が数段残存し、立川段丘菌群と氾濫平野問、武蔵野
段丘菌群と立川段丘菌群聞などに斜面林が残る。また、西岸では、厚木市か

ら愛川町まで、立川段丘面群と氾濫平野間に位置する段丘崖が獲存する。厚

木市中依知では、ヴヌギーコナラ群集とイロハモミジーケヤキ群集が記録さ

れているが、この段丘還も立川段丘面群と氾濫平野聞に位置するものである.

中津川 (相撲川水系〉立川段丘菌群と氾濫平野間の段丘崖に斜面林が残存する。

目的

キンエノコログサとコツブキンヱノコロは、どちらも路傍などに生える一年生

のイネ科植物である。園内では従来より別穫として扱われ、文献によって扱う

織別形質も異なるが、小穂の長さ、剛毛の色、花序の長さなどで医別されて

きた。特に小梅の長さは重視され、 2.8皿皿を境に区別できるという文献が多

い。

Clayton (1979)は世界各地のキンエノコ口頭の小梅の長さを測った結果、

変異の範聞は重なり、キンヱノコロ類は別種ではないという結歯に至った。墨

田(1989)ではこれを引用しつつ「日本では区別できるJと書いてある。たとえ、

この 2者が同穫であったとしても.区別できる物ならば、記録にとどめること

は地方植物誌にとっては重要なことである。とはいえ.実際には同定に迷う

個体に出会うことがある。

そこで、これらキンエノコログサ類の栂物について①県内に産するこの 2者

は区別できるか、②区別できるとしたら、どのような形貨が有効古¥③生物学

的に意味のある、永続性のある遣いであるかどうかの3点在検討した。
方法

形態の計測はさ〈葉標本を用い、 60個体について 16形貨を計測ιた。小

稿杏部の長さを計測するためには測徴計測装置を用いた。染色体の計数の

ために、野外で根端を固定し、研究室に持ち帰り、 パラフィン切片にして、ヴリ

ス仰しバイオレット法で染色し、光学顕微鏡で観察した。

結果

計測した形態形貨の相関等を解析Lた結果、 IJ、穂各部の形貨を用いると、

第二沓領の長い型と短い型の二つのまとまりが認識された。染色体は、固

定の状態が悪〈、計数が困難であったが、 4 個体が 2n~32-36 であり、 7 個

体が 2n>50であった。それぞれ低次倍数体、高次倍数体と呼ぶ。そして、小

梅各部の大きさは、染色体教のレベルと対応があり、 4倍体レベルの小穂は

「長い型Jであり、高次倍数体のIJ、稽は「短い型」であった。

考察

長田の指摘のとおり、 2群の形態的まとまりが認識された。第二芭頴の畏

い型がキンエノコログサに相当し、短い型がコツブキンエノコロに相当する。

従来、織別形質として小穂畏が重視されていたが、第二萄頴畏の方がよい

形質である。そして、この二つの型は倍数レベルが異なっていることから、単

に形態変異の両端の系統が日本に入っていて区別できるだけで、長い聞に

混ざり合ってしまうようなものではなく、永続性のある遣いであると思われる。

木場英久
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東柱類の食性について

-Paleoparadoxia tabataiの採餌・日且噌機能の推定~

権創

個別研究 13

哨乳類化石の分子生物学的同定

ー骨タンパクの電気泳動を中心にー

絶滅動物の頭骨の運鋤復元は.食性の復元のために必要牢過程の
1つである 。本研究では東柱類の食性を復元するために.
~a!eoparado. xja te1t.ataiの頭骨の特徴から採餌に関わる運動と岨嘱
運動のそれぞれに関連する筋の発達を推測し.その運動についての
推定を行った。
本研究で用いた標本は，後模式標本となっている舷車県土肢市産
国立科学博物館標本(N?MPV5601J. 東京都あきる野市 (発見当時
は五日市町)産あきる野市五日市郷土館標本(FMIA-173ηである。
NSM PV5601とFMIA-1737から観察できる P臼ba白1め食性に関
連すると思わ れる形質は. おもに岨鴫に関連するもの，採餌に関連
するものに分けられる。

春光島大

研究目的.晴乳類化石からその動物のタンパクをとりだし，~見生動物から取り出して

あるサンプルと比較し.化石を同定すること.またその方法を確立すること.

採餌L関連する主な形質 岨鳴に関連する主な形質
-切歯が板状で.断面が くび -側顕寓が大きい。
れる 。 -矢状稜が発達。
-切歯の近心と遠心が霊なる -翼状骨が発達。
頭配列。 -頚静脈突起が発達。
-切歯の唇側が摩耗遼。 -下顎寓が凸面をなし守外側に
-頚静後脈突位起が発 .下顎溜

・向頬骨く。弓が頬骨側で発達。差の位に置する。
-項稜が発達。
-後頭面節が広い。 など
-筋結が発達。 1，;:ど
-切歯が桓状で.断面が くぴ -下顎枝の幅が広い。
下れる。 -下顎角の幅が広い。
顎・切歯の近心と遠心が重なる -下顎頭が凸面をなし ，内側に
骨配列。 傾く 。
-切犬歯の唇側が摩耗 -下顎角の外縁が肥厚する。
歯の同程度のに発達。など など

材料と方法:用意した動物の骨は現生が，ウシ，ウマ，ニホンイノシシ，リュウキュ

ウイノシシ，ニホンジカ，化石が北米産パイソン，沖縄島産イノシシ，シカ，である.

これらの試料各IgをPBS+PI→GuHCI+Pl→a早品rrp拒A，同Jt→G叶ICI+EDTA+PI 

→叩田rr腕 Bで順に処理し，各政料について脱灰前に湾出させた坦汀鴨Aと，脱

灰後に溶出させた回行鴨日を得た.さらにこれらを純水で透析して脱趨後， Pro蜘陥

でタンパク量を測定した。結果は全ての資料にタンパ世貨が含まれていた。t;t料をm
μEずつに分け凍結乾燥して以降の託料とした.昨年度の結果から閉じ動物の骨の

S町時Aと坦rr暁 Bから検出されるタンパ空に顕著な違いは認められなかったので

田rrp佐Bだけを使用した.まず試料にどのようなタンパク質が含まれているかを大ま

かに判断するために，SDS-PAGEにかけてaB染色を行った.
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今年度の成果と標題':DTTによる還元をおこなったので，タンパクの分子量はその

まま考えるわけにはいかない.結果は化石パイソンと現生ウシ，ウマ，ニホンジカとニ

ホンイノシシでは油匝1α1とα相聞α2と患われるバンドが見られた.砲の付

近のバンドは骨シrロタンパ空 (BSP-57kD)と思われる.骨において非コラーゲンタ
ンパウの60%を占める凶H羽町オn)II1(友利)-1長政D)はレンジが広すぎて特定できな

かったが.20%を占める出国賀町伽(泊<0)は検出できた.化石から港出したタンパ

クは門司賞、A畠却では曜豆できたが，SDS-PAGEではパイソンのものし晶、検出できな

かった.化石イノシシについてはPro同時l吋樹町を添加していたが，温度管理や保

存期間に問題があったのかも知れない.

今後は特に化石イノシシ試料の遠心情とその前後の温度管理に気を付けて笥料を作り

なおす必要がある.陶回setrt創tnrの量と種類を検討する.

内
、

υ
n
L
 



個別研究

個別研究15

相模湾を中心とする南関東域の新生代員類群集の検討

~二宮層群にみられる堆積サイクルと貝類群集の変化~

田口 公則

はじめに

神奈川県中郡大破町，二宮町を中心とする大破丘陵南部にはこ宮層とよばれ

る海成更新統が分布する。その二宮町虫窪からは，貝化石が多産することで知

られてきたが， 1997年よりイン聖ーチェンジの改修工事が行われ二宮層よ部

層準について連続露頭が出現した。失われゆ〈露顕について詳細な地質情報の

配録をすすめたほか，急速な氷河性海水準の変動がおこった更新世に形成され

たこ宮層の地層からどれだけずイナミッヴな情報を読みとることができるのか

検討をすすめた。

貝化石から見た堆積環境

調査露頭!ま， 二宮層上部の約 60血の層準であり，およそ関東四紀研究会

(987)の下回上部層にあたる。露頭上で明瞭に職自IJできる 18枚の火山灰層

について命名し鑓屠とした(Mk.1I18)。

貝化石について，露顕下部のMk.2-3付近の膚準には貝態密集層がみられ，

Chlsmys [8rr~世?をはじめとするイ告ヤガイ頚の二枚貝化石を多産する。 この

密集局は，異地性の産状を示す貝化石によって構成されるが.原地位の産状を

示す Panopeajaponicaも見られた。一方， 露頭上部のMk.5からMk.14付近

にかけての層準では GlycY1刀町1"srotundaが散在的に産出する。これら貝化石

の情報を考慮すると，Mk.2からMk.14にかけてのわずか届厚4......5mの聞で，

堆積環境は上部浅海帯(N1:0-20'30皿〕から亙浅海帯(N3・50'60-100 . 120m) 

へと急速に漂海化したことが考えられる。

考察

上犯の上部浅海帯から豆浅海帯への海進は，氷河性海水準の変動を受けたも

のと考えられる。このような海進サイウルlま，二宮層において 3サイウル見出

されており(武藤 ー山口ι1990)，およそ関東第四紀研究会 (1987)の妙見層・

下回下部層・下回域部層と対応している。各層の境界については』それぞれシ

ーケンス境界に相当する可能性がある。石灰質ナンノ化石からえられた地質年

代を併せて考えると，今回，翻査されたこ宮層上部(下回上部層)は，酸素同

位体比ステージ 12から 11にかけての水河性海水準変動に対応して形成された

堆積物とするのが妥当であるう。

$一部の調査結果については，田口ほか (999)に印刷中

個別研究 16
足柄層群最上部層中の火砕流堆積物

今永勇

神奈川県西穆の丹沢山地と箱祖先山の聞に足柄層群が分布している.足柄層群は，識

しく掴曲していて，伊豆地嶋の本州彊への衝突を反酬していると考えられている.足柄

層群から箱纏火山噴出納への層序的移り変わりが.伊豆地塊の衝突の経過を詳し〈知る

よで置要である.以上の理由で足柄層群町憲土都圏の膚序牢的樟射をおこなっている.

足柄層群量上留置は，磁岩を主とした砂岩醍岩互層からなる塩沢周である.塩沢膚は，

浅海から陸までの環境で地積した厚さ 2，300m以上!こ及ぶ地層である{訟畠， 1982， 

今氏 1986，Ki回zato，1997) • 

足柄層群維積期に火成活動が行われた.是柄層群の礎岩層の聞には，港岩，大砕宕が

検在し，岩巌，岩床が貫入している.火成活動が盛んであったのは，足柄層群の下部周

から中部膚の掴序である.・上部の塩沢眉の.岩砂岩互層が堆積した時代1立虫成活動が

比叡的に檀やかであった.小山町の生土発電所付近の鮎沢川の河床に1;1:，塩沢眉の膿岩

砂岩互層に捜まれて火砕流堆積物が健出する.この火砕流l立，伊醸ほか (1985)によ

り生土火砕流(いくどかさいりゅう)と命名された.

生土火砕流1;1:，デイサイト賓の虫砕流で.鮎沢川の寓頭で膚庫が20m以上ある.下

位層との関係は，11頭で回察されないが，上位膚とは，整合関係で成層した醸岩砂岩E

mに達観している.上位の襖岩砂岩互屠と生土火砕克雄積物l立.ともに走向 北北東ー
南南西で，西に70度傾斜し，雄積後西に傾斜する変動を受けたことを示している.

この虫砕流は，さらに下位からよ位に大砕流1. 11， 111に細分される.

火砕流lは，12 m 以上回肩車であり，革底は確箆できない.下部からデイサイトの

巨聾と大砲が散在するデイサイトの租砂が6m以上，その上に径2-3cmの安山岩の

火山棋を散在する組粒火山砂，さらに上に5mの厚の温租デイサイト置租砂がある.

虫砕滝Hは.厚さ 3m.下甑l孟，租粒議灰岩から火山聾遺灰岩で木片を含み.上留に

行〈につれて黒色置灰置砂岩となり，1Q-50cmのデイサイト角磁を含む.

火砕流川は， 白色デイサイト質火砕流で庫さ8m.下鶴の3ml立，木材を含むデイサ

イト巨磯眉からなり，，こぶし大のデイサイト宕片からなる上部5mlこ移り変わる.

生土史砕流は，北に車数に厚さを誠じている.伊11ほか (1985)は，火砕流の供給

:>>:を，畑沢奥の畑沢虫道と推定している.

火砕流に多量の木材が宮まれている.木材の配~Iの方向性などから，大砕流の供鎗は，

西あるいは車の方向であると考えられる.火砕;Jlを発生させた噴火は，陸上に起きたも

のである.火砕耳は，当時繁茂していた森林を横切って流れ下U，陸上に堆積したもの

と考えられる.火砕;Jlは，時間をおかないで1>な〈とも3回の火砕流が発生したことが

推定される.今後火砕況の岩石学的性賓の比駿検肘を更におこなう考えである.

個別研究

1.研究f!j/J9

地球誕生の条件

一総括ー

小出良幸

個別研究17

地球の創世期を.地質時代では『冥王代(Hadean)Jとよぶ.冥王代は約 45.5億~

38億年前の期間である.しかし，地疎では，実王代の情報はほとんど消失している。

この冥王代圭科学的に推定し，地琢誕生の条件を探ることが本研究の目的であっ

た.

2. iIf!it.方波
英王代へのアプローチはp

a.地疎外の情報からの探る

b.地E章の情報から探る

c 冥王代を再現する実験
の3つが考えられる。本研究では，この3つのアプローチで研究を進めてきた。

3. M，* 
本研究は.本年度で8年目を迎える。充分な研究時聞をつかったので，研究途中の

部分もあるが，新たな研究展開を考えて.本年度で終了することにする。以下に，8年
間の成果をまとめる.

・地理外の情報からの探る

地E事箆生に関する地疎外のありとあらゆる環境・物質の物理学的・化学的研究の

成果をまとめ。地主幸福生の束縛条件として総括をおこなった.

公表治文 9編。公表予定鎗文 2編

b 地疎の情報から操る

地疎誕生に関する地疎肉の情報の集大成として.生命起源と冥王代に関するデ一

世・ベースの作成をし，総括した.

公表愉文 2鍋.公表予定愉文 3編

C.真玉代を再現する実践

蛍光 X線分析装置による岩石全岩分析のルーチン化作業が終了した(鎗文準備

中).岩石合成装置の製作(平田・山下氏を中心)をおこなった.しかし.再現実験自

体は進まなかった。

公表白書文:0縄，公表予定蛤文 1纏
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花岡岩質マグマの成因解明

ースラフ融解で花商岩質マグマができるかー

平田大二

研究目的

花尚岩質マグマの成因については.上部および下部地般の再溶融鋭が

一般的に支持されている.地般を再溶融させるためには玄武岩賞マグマの

貫入など撚諒の上昇を考えなければならないが。花削岩地埠の地質学的扶

況は必ずしも黙源を保症できるものばかりではない.そこで本研究では.海溝

から淀み込んだ海洋地鼠物質(スラブ)が部分融解して目花樹岩質マグマが

生じるという仮説をたて，その仮鋭を検駆をすることを目的とした.

研究方法

1)融解婁敏からのアプローチ海洋地般起源の太古代角閃岩部分融解

実験から.花嗣岩貧メルトが形成される温度・圧力条件を決定しさらに温

度・圧力の変化に伴う花陶岩賓メルトの組成変化の挙動を践む.

2)芙然岩石からのアプローチー地磁物質の再溶融のみでは説明が回線な

例として、西南日本外帯の中新世花岡岩類に注目した.この花筒岩類に吉

まれるジルコン結晶の希土類元素(REE)分析を行い，求められたジルコンの
REE温度から平衡可能な花岡岩賀メJレトの REE漫度を類推しその結果か
ら花働岩寅マゲマのスラブ融解成因説の可能性を績討する.

研究結果

太古代角関岩の融解実験の結果，花樹岩賀メルトが温度目O'C-950・c
E力 1.0Gpa-2.5Gpaの領績で形成されることを確箆した.形成されたメルト

の組成は，Si02(71.7-75.4 w叫)， AI20302.0-17.2%l， FeO(O.9-2.1%)， 

MgO(O.1-0.3%l， CaO(O.8 -2.7%1， Na20(1.5 -4.1%)， K20(3.3 -7.3別であり，

全体的に Na20に比ベて K20が高い値を示すo Ab-An-Or図では.花筒

岩~アダメロ岩の領域に含まれ.これらが K-richの花岡岩貿メルトであるこ

とが判明した。この結果から。K-rich花樹岩質メJレトが角関岩部分融解の初

期にできることが明らかとなり。多様な化学組成をもっ太古代田花岡岩類の

成因が.スラ7融解時の温度・圧力の違いでも説明できることを示喧した.
また、西南日本件帯に分布する中新世花樹岩類のジJレコン結晶の REE
分析によるアプローチは、現在進行中である.予察的な結果としては、スラブ

融解で形成されたとされるアザ力イト岩の REE分析パヲーンとよ〈似ているこ
とがわかり、花筒砦質マグマのスラブ融解成函説の可能性を支持している.
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地球内部の揮発性成分について

ダイヤモンド粉末;去により得られた

キンパライトメル卜の化学組成について

山下浩之

(目的)本年度は，まとめの年にあたるために，陰文作成を第一目繍とした.作

成中の論文は，最大8.5PGa(地下約160km).温度 1700"<:の条件下でのキンパラ

イトの融解実験で，キンパライトの生成条件および起源物質を蛤じることを目的

とする.さらに.7GPa (地下 110km)のリソスフェアー・アセノスフェア一機界

付近の条件で，ダイヤモンド粉末を用いてキンパライトのメルトを収集し，その

化学組成について積泊する酋文についても作成中である.本発表では，後者のキ

ンパライトメルトについて行った検証について箇じる.

(方法)ダイヤモンド粉末;去は1 ダイヤモンド粉末聞にトラップされたメル卜

を，エネルギー分散型分析装置 (EDS)を用いて，ダイヤモンド粉末ごと化学分

析を行い，後に 100%に規格化する方法が用いられる.山下・大谷 (1995)の場合

も，この方法を用いている.キンパライトメルトは，炭素含有量が書いため1 磁

化物のトータルが低<.分析値の信想性に建聞がもたれる.今回は，ダイヤモン

ド粉末法で得られたメルトの化学組成を検証すべく，メル卜の化学組成と共存す

る鉱物の化学組成から，部分融解度(F)を求め比較検討を行った.さらに，各元

素のメJレト一回相聞の分配係数を，周定し，分析値の繊輸をした.

(結果および考察)部分融解度(F)について 山下・大谷 (1995)で求めたメル

卜の産出方法は.P20Sがすべてメルトに含まれることを前提に，単純に，出発物

質とP20Sの比から，測定不可能元棄を計算し.100%に規絡化した.ここで求めた

値と，共存する鉱物の化学組成と出発物質の組成を基に，マスバランス肘算から

部分融解度を求めた.既知の分析値であるK20からも部分融解度を求めた.両者

を比較したところ.1まぽ問機な値であった.

分配係数(日)について得られた渡組成と出発物質，部分融解度から.US=I/ 
(F1叩 F1D)を用いて分配係数を求めた.Ti02. K20およびNa20などの漉相温集元

素は期待遇リ 1以下であった.しかし，各元素において温度ごとに比較したにも

かかわらず.MgOやCaDなどは温度による相関が見られなかった.これらの元素

について，メルトー鉱物聞で分配係数を比駁したところ，温度聞に矛盾は見られ

なかった.

(今後の予定)早急にキンパライトの融解実験、および今回の..を含めたキン

パライトメル卜の組成に関する蛾輪を報告する.

個別研究
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盲学校の博物館利用に関する調査・研究

奥野花代子

1 研究の目的

『全国の博物館園における視覚障害者の対応に関するアンケート翻査結果報

告1(奥野 1998) によると，バリアフリーについては当館を吉め，充分では
ないが，嫌々に賦みられ，実施されつつある。

ところが，こう した博物館側の努力や姿嬰が視覚障害者の方々や盲学校等に

伝わっていないことが多い。それは博物館側の働きかけも弱かったことにもよ

るが，視覚嘩害者の中には初めから 『博物館に行ってもしょうがない」と締め

られていた感がある。また，必要最低限であるが"展示"にバリアが存在し，

視覚障害者の方々をより遠ざけてしまったことも一因かもしれない.しかし最

近は情報機器が著しく進歩L.インヲーネット等の情報提供・伝達手段も普及

して博物館等にも容易にアウセスでき，より利用しやすくなったと恩われる。

そこで，さらに視覚障害者の方々に博物館の展示や活動を理解して利用してい

ただくか，盲学校と博物館との遭携を深めるにはどうすべきかに焦点を絞り，

方策を見つけだし，今後の方向性を探ることを自的とした。

2 調査・研究実施項目

(1)全国の盲学校(小学部・中学部 ・高等部)へのアンケート鯛査

(2)盲学校への授業参観および盲学校の先生方との意見交換

(3)盲学校の先生方との座談会の開催

(4)盲学校と連携をはかっている博物館の情報収集

3 まとめ

人間の感覚には視覚，聴覚，皮膚感覚(触覚圧覚，温覚，冷覚，痛覚) • 
味覚，嘆覚があり，視覚障害者の方の 「視覚」は 『手で触る」ことで j 触覚と

ともに晴眼者と同ーの視覚脳が働くと言われている。すなわちl 視覚は「手で

観るJことである。また聴く」 ことも f観るJことにつながる。 r触るも
の』がなければ盲学校の生徒にとって「ない」のも同然である。つまり，視覚

障害者の方にとって博物館の展示の基本は，まず『触る」ことであり，その後

他の優れた感覚や解説を臆くことで，その“もの"が何であるかを把握する。

博物館側はできる限り「触れるもの」を用意することが求められており，それ

も『特別」にではなく普通」 に，一般来館者と同水準で利用できることが

望まれている。 r視覚障害者の方々が利用しやすい博物館J とは，すべての人
が利用しやすい博物館につながり. rすべての人に優しく五感が使える開かれ
た博物館J. “ユヱパサル・ミュージアム"をめざしていく二とである.

4 研究成畢の発表

「全国の育学校の博物館利用に関するアンケート調査J ~神奈川県立博物館
研究報告書 自然科学 28号A (平成 11年3月)
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AVHRR/GACデータを用いた

食糧収量推定に関する研究

一 植生指数による推定と限界 一

新井田秀一

1 目的

人口増加が引き起こす食糧問題は、新たな地球環境問題として考文られてい

る.この本研究は、地球観測衛星のデータだけでなく、気温、雲量、雪氷、表

面海水温など地表で観測されたデータを組み合わせた複合型の推量モデルを開

発することを目的としている.なお、本研究は千葉大学環境リモートセンシン

グ研究センターの共同利用研究の適用を受けている.

2 本年度の成果

本研究では、アメリカ海洋大気局の極軌道気象観測衛星 NOAAシリーズに

繕載されている AVHRR(改良型超高感度赤外放射計)のデータを用いる。こ

のデータから近赤外織と可視織の比である植生指標を求める.今まで衛星を利

用した収量の推定には、このような植生指数を使用するモデルが多い.今年度、

これらのモデルを調べたところ、赤道緩から中緯度域にかかる森林を対象にし

たものが大部分だった.これは、高縫度では太陽からの入射量が少ないため、

地表面からの反射量の，則定精度が低いためであった。そのため、全地球的なモ

デルとして開発していくためには、この点をクリアーする必要がある.

そこで近赤外に代わるものとして幅射熱に注目した.夜間の観，周データの中

から熱赤外域データを使用して、昼間との差(日較差)から、日射量を推定す

る.NOAAlAVHRRは夜間も観測を続けているため、このようなことが可能

である.今後、この幅射熱としての熱赤外のB格差と、食糧収量だけではなく
植物の一次生産などを結びつけ、高緯度での構度向上を目指したアルゴリズム

を開発していく予定である.

外来研究

外来研究1
丹沢産のシ力における角サイズの変化

広谷彰

B的
シカの角は毎年はえかわるのでI 同じ地震個体群においてもその年の環境条

件によって，角サイズに蛮異があらわれる冒能性がある。本研究の目的はp 角

サイズおよびボディサイズを表す有刻な指標を見いだし，年代間でサイズに相

違があるかを確かめi その原因について考察することである。

方活
(1)丹沢山地で捕獲され (2)捕獲年が明らかで (3)3叉4尖の角在荷つ

成雄在分析の苅象とした.標本はほとんどが剥製(トロフィ 〉か図1のよう

な加工以前の頭骨である。通常その年の最大級の個体が剥裂にされる。環境条

件I 符に1990年代の飼条件の悪化等を考慮し1 期間 1 (1990年以前〉と期間2

(1991年以降〉のふ疋つの年代に分けて角サイズを比較レた。

結果

直線距般による角の長さは角の重さと強い相闘を示したので.これを角サイ

ズの指標とした。 いっlまう1 角座間距離は下顎長と有意な相聞を示したので1
これをボディサイズの指標とした。図1にこれらの計測部位を示した.角の長

さおよび角度間距般はどちらも期間1のほうが期間2よりも有意に長かった.
図2は期間1と期間2で角の長さの平均値をボディサイズを反映する角座間距

離lこ対してプロットしたちのである。これによって，だとえボディサイズが周

じでも愚近の角は琶に比べて小型化していることがわかった。

考察

トロフィーからでも得られる角の直線長と角座間距離という簡便な指俸を使

って1 角サイズとボディサイズについて過去に遡った比較ができた。これによ

ってI 丹沢のシ力ではI 角サイズ，ボディサイズ。角の相対サイズのいすれも

が今1<1:昔より小さくなっていることが明らかlごなった.これにはi 餌条件の悪
化によるIlli栄質化および狩劉による年をとった雄の減少というふだっの要因が
影醤レている可能性白鳴い。
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3. 2文部省等からの研究助成金等による研究

文部省科学研究費補助金などの助成金や共同研究、共同施設利用、委嘱事業における研究などを、その種別ごとに並べ

た。なお研究組織において、当館職員の所属は省略した。

助成金の種類 .文部省科学研究費補助金 基盤研究(C ) (2) 

課題番号:0860219 

研究課題:写真を媒介とした博物館を中心とするネットワー

ク形成と魚類研究への応用

研究機関平成8~10年度

研究組織:瀬能宏

研究内容:本研究は、画像資料を媒介させて一般市民と研究

者間に情報ネッ トワークを形成させ、その成果を自

然系博物館における研究活動に応用することを目的

として実施された。ここでいう画像資料の大部分は、

一般タゃイバーが趣味として撮影している魚類の水中

写真のことであり、ネットワーク形成による主たる

成果とは、神奈川県立生命の星・地球博物館で稼働

させている画像データベース、「魚類写真資料データ

ベースJの構築である。構築された画像データベー

スは、実際に魚類の分類学的研究、 生物地理学的研

究、生態学的研究への応用が試みられた。

一般ダイパーから魚類の水中写真を収集するため、

1)ダイバーを対象とした普及講演、 2)ダイビング

ショップやイベン ト会場でのリーフレットやちらし

の配布、 3)ダイビング関係の雑誌上で、の広報を行っ

た。また、魚類の水中写真が自然系博物館における

資料収集の対象として価値を持つことを魚類研究者

に認知させるため、日本魚類学会での展示発表と同

学会のシンポジウムで、の講演を行った。

実際にデータベース化された魚類の写真は、 1995 ~

1996年度が 11085件、 1997年度が5364件、 1998年度

が6005件で、合計22454件である。 これらの写真に

基づき、分類学の分野では、1)未記載種の発見、2)色

彩変異の解明、 3)成長過程に伴う色彩変化の解明、

4)雌雄差の解明、生物地理学の分野では、 1)地域別

魚類目録の作成、2)日本初記録種の発見、3)熱帯・亜

熱帯性魚類の北限記録の更新、生態学の分野では、1)

出現時期の解明、 2)生息場所の解明、 3)遊泳姿勢や

定位姿勢など、生息状況の解明などが行われた。

助成金の種類:文部省科学研究費補助金基盤研究(B)(1) (展

開研究)

課題番号 :09554028 

研究課題・普及型ピストンシリンダー装置の開発

研究期間平成9~ 1O年度

研究組織.高橋栄一(研究代表者東京工業大学)・尾崎仁

(株式会社トライエンジニアリング)・中嶋勝治 ・中

村美千彦(東京工業大学)・平田大二 ・山下浩之

研究内容・地球深部の物質科学的研究を進める上で必要な高温

高圧発生装置である、ピストンシリンダー装置の普及

型の製作を目的とした。初年度(9年度)に、出力50ト

ンの油圧ラムを備えたA-1型ピストンシリンダーを設

言十・製作した。東工大で圧力試験を実施した後、博物

館に設置しキャリプレーション作業を開始した。次

年度 (10年度)は、前年度の経験を踏まえて、装置の

更なる高性能化と使い勝手の向上を目指し、第2号機

(K-2型ピストンシリンダー)の設計・製作を行った。

今後、試験的な作業を続けて検証を進めている。

助成金の種類文部省科学研究費補助金基盤研究 (B)(2) 

課題番号 10480032

研究課題万人のための「地球と生命j博物館学習プログラ

ムの開発一障害者も活用できる博物館一

研究期間:平成 1O ~13年

研究車出裁小出良幸(研究代表)・平田大二 ・広谷浩子 ・山下

浩之 ・佐藤武宏

研究内容:一般市民が五感を通じて接触できる実物資料や自

然を活用して展開する。デ、ジタノレ博物館を作成し、

いつでも、どこでも、だれでも学習が可能な、一般市

民や障害者にも利用しやすい形態のものとする。市

民や障害者が科学学習をするためのケーススタデ、イ

として、試験的な学習プログラムを実施する。学習

プログラムは、市民や障害者が独習可能な形態にま

とめる。以上の学習プログラムをケーススタデ、ィ と

して実践的に試行する。ケーススタデ、イの結果を踏

まえて、最終的には博物館を活用した万人のための

「地球と生命」学習の方法論を導く。このような新し

い方法論の提示を本研究の最終目的とする。

助成金の種類-文部省科学研究費補助金国際学術研究

課題番号 09041143

研究課題南北両半球温帯林における広葉樹材構造の平行進

化と系統の解析

研究期間: 平成 9~10年度

研究組織‘鈴木三男(研究代表者東北大学理学部)・大場秀

章(東京大学総合研究博物館)・高橋 晃(姫路工業

大学自然環境科学研究所)・黒沢高秀(福島大学教育

学部)・勝山輝男(神奈川県立生命の星 ・地球博物

館)・能城修一(農林水産省森林総合研究所)・高田克

彦(九州大学農学部)・松井淳(東北大学大学院理

学研究科)・横山潤(東北大学大学院理学研究科)・

Braian Butterfie1d (ニュージーランド ・カンタベ

リ一大学). Robert Hi 11 (オーストラリア・タスマニ

ア大学). Keshab Rajbhandari (ネノそーノレ植物資源

局). Nabin Acharya (ネパーノレ植物資源局)

研究内容:日本，中国，ヒマラヤとニュージーランド，タスマニ

アは南北両半球の対極的な位置にあり，広葉樹を主体

とした温帯林が成立している。この両地域に分布す

る樹木について，どの材形質が類似した環境下で平行

進化したもので，どの材形質が系統を反映したもので、
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あるかを明らかにすることを目的に研究を行った。

北半球温帯ではネパーノレ(平成9年度)と中国福建省

(平成10年度)，南半球で、はニュージーランド(平成9

年度)とタスマニア(平成10年度)の植物調査を実施

し，材料を収集した。南北両半球に近縁なものが分布

しているものとしてはブナ科とナンキョクブナ科，ウ

コギ科，マメ科などを，無導管双子葉類としてはヤマ

ク守ルマ，スイセイジュ， センリョウ，シキミモドキに

ついて角勃庁を行った。また，北半球産の樹木に見られ

る導管配列の環孔性がなぜ南半球産の樹木には発達

していないのかについて考察した。あわせて，調査地

域で約1万点近い植物標本を作成し，植物分類学の基

礎資料として国内外の標本庫に収めた。

助成金の種類・文部省科学研究費補助金:研究成果公開促進費

研究課題 :ネパーノレ産種子植物標本データベース

研究期間-平成10年度

研究組織:大場秀章(研究代表者;東京大学 ・総合研究博物

館)・鈴木三男(東北大学・理学部付属植物園)・秋山

忍(国立科学博物館・植物研究部)・御影雅幸(金沢

大学・薬学部)・星野卓二 (岡山理大学・総合情報学

部)・若林三千男(東京都立大学・理学研究科)・天野

誠(千葉県立中央博物館)・高橋晃(姫路工業大

学・自然環境科学研究所)・木場英久

研究内容.日本各地の標本庫が所蔵するネパール産の種子J植物

の標本について、 l点の標本のデータ(種名、採集地、

緯度・経度、採集日、採集者など)を1レコードとする

データベースを構築する。現在、ネパーノレ植物誌編纂

のための研究 (Floraof Nepal Project)が、日本、ネ

ノ号一/レを中心として世界各地の研究者が参加して進

められているが、その基礎となるデータベースは欠落

している。このような時期に本データベースを構築

する学術上の意義は、下記の3点にまとめられる。

(1)分布図作成:この植物誌では、種ごとに標本に基

づく分布図を作成し、掲載することが計画されてい

る。この分布図作成に利用することが、本データベー

スの第一の用途である。ネパーノレには5000種を越す

種子植物が分布しているが、その分布を示すために

は、各種毎に膨大な数の標本データを集積する必要が

ある。そのためには、標本データのデータベース化は

不可欠である。

(2)標本検索:植物誌を編纂する過程で、各執筆者は

担当する分類群の標本を、検討する必要がある。り、

閲覧するために標本庫を訪れることができるよ うに

なるので、圏内各地の標本庫に収蔵されている標本

を、世界中どこからでも検索できるようにすること

は、学術資料の利用を円滑化させ、研究を促進させる

効果がある。

(3)植物誌編纂既存の標本のデータベース化により、

調査不足の地域や分類群を明確にすることができ、野

外調査へのフィード、パックすることができる。十分

に調査が進んだ地域から、順次、地方植物誌を編纂し、

それを積み上げていき、ネパール全体の植物誌を作る

ことができる。

助成金の種類ー文部省科学研究費補助金:萌芽的研究

課題番号 10878026

研究課題:視覚障害者のための博物館における学習活動の展

聞と学習教材の開発に関する調査研究

研究期間平成 10~12年度

研究組織奥野花代子(研究代表者)・広谷浩子 ・田口公則・

佐藤武宏

研究内容 :神奈川県立生命の星・地球博物館は、博物館の建

設段階からバリアフリーを考慮し、ガラスケースや

柵をできる限りなくし、展示台も低くして、来館者

により近づけた展示手法をとり、「実物に触る喜び、

感動を大事にする」とし、う館の基本方針を強く打ち

出して、視覚障害者への利用も図ってきた。また、音

声ガイドを用意したりも誘導・案内ボランティアの

協力を得たりしながら、視覚障害者が利用しやすい

よう努力している。さらに、展示をより深く理解し

ていただくために、触れる標本や学習教材を収集、

開発しながら学習活動を展開して、「視覚障害者のた

めのやさしい博物館のありかたJを研究する。

助成金の種類.東京地学協会研究助成金

研究課題:生命起源に関する研究動向の把握

研究期間:平成10年

研究組織ソj、出良幸

研究内容:生命起源は、これまで生化学や古生物学、生物学

などの研究基礎をもっ研究者がアプローチしてき

た。しかし、地球化学や岩石学、鉱物学などの研究

者にも生命起源に関して見解を述べたり、情報提供

する必要性がでてきた。そのためには、生命起源の

関連研究を総括し、最新情報を把握しなければなら

ない。応募者は、地球形成過程の再現実験と、地球

科学や字宙科学、惑星科学などの関連分野のレ

ヴューを行ってきた。その結果、生命起源と地球起

源とは密接な関係があることが明らかになってき

た。本研究では生命起源の最近の情報を広い視点で

レヴューをおこない、地学雑誌に総括的論文として

投稿することを目的とする。

助成金の種類.日本科学協会

研究課題:水惑星成立のプロセス一大地に残された水と生

命、大気の記憶

研究期間:平成1O~12年度

研究組織:有馬異(研究代表.横浜国立大学)・小出良幸・平

回大二

研究内容:現在の地球は、固体(大地)、液体(海洋)、気体(大

気)、有機体(生命)の四つの要素から構成されてい

る。固体(大地)を中心とする四つの要素が、現在、

お互いにどのような相互作用をしているか概観す

る。そして、四つの要素における地球史上の重要な

現象、事件、成分、活動などを抽出し、キーワードと

する。大地に残された証拠(過去の岩石や地層)か

ら、海洋、大気、生命の記憶を読み取り、キーワード

に基づく相互作用の「進化」として整理する。
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助成金の種類:平成10年度笹川科学研究助成金

研究種目:学芸員等の研究

課題番号:10-324GK 

研究課題 :紫外線・赤外線写真によ り標本の新情報を探る

研究期間平成 10年度

研究組織:田口公則(申請者)・新井田秀一(研究協力者)

研究内容 -紫外線・赤外線は，人間の目には見えない不可視

光線である。しかし，カメラ，フィノレムとフィルター

を用いて紫外線・赤外線写真撮影を行えば，不可視

光線である紫外線と赤外線の情報を可視化すること

が可能となる。 この写真撮影法を用いて、博物館に

収集・保存されている様々な実物資料について不可

視情報を探ることを試みた。

昆虫(ハナノミ科甲虫)、地衣類、 象牙化石(マンモ

ス)の資料等について撮影を行った結果、肉眼観察

とは具なる画像を得ることができた。観察会参加者

と共に被写体を探しながら紫外線・赤外線撮影を行

う観察会は大変好評となった。

助成金の種類:平成10年度笹川科学研究助成金

研究種目 学芸員等の研究

課題番号 1O-325GK

研究課題:すべての人にやさしい博物館をめざして、五感を

使った展示・学習教材等の開発に関する実態調査と

その研究ーバリアフリー計画

研究期間平成10年度

研究組織奥野花代子

研究内容日本の博物館は視覚障害者にとって決して開かれ

た場所とは言いがたいが、いろいろ検討され、様々

な試みがなされ始めている。ところが、そうした博

物館側の努力や姿勢が盲学校や視覚障害者に充分に

伝わっていないことが多い。そこで、全国の盲学校

にアンケー ト調査を実施し、盲学校や視覚障害者が

利用しやすい博物館の展示や活動はどのようなもの

か、あるいは盲学校と博物館の連携を深めるにはど

うすべきか、方策を検討することにした。「視覚障害

者が利用しやすい博物館」とは「すべての人が楽し

める博物館」につながるもので、「すべての人にやさ

しく、五(官)i惑が使える聞かれた博物館Jつまり、

ユニバーサル・ミュージアムをめざして、調査・研

究を進めることを目的とした。

共同利用:東京大学地震研究所特定共同研究 (B)

研究課題ボーリング、コア試料からみた八丈島東山火山の化

学組成とマグ、マ活動史

研究期間.平成10年度

研究組織:平田大二 (研究代表者)・山下浩之 ・谷口英嗣(駒

沢大高校)

研究内容.八丈島の東山火山山頂から火山体基盤層までを貫

く深層ボーリングコア試料 (KPM-NOOOOOOOl)を用

いて、火山体形成初期から現在まで、のマグマ活動の

変遷を明らかにすることを目的と した。比較的新鮮

な試料を選び、XRFによる全岩化学分析及びEPMAに

よる鉱物化学分析を行った。全岩化学組成の分析結

果からは、各主要元素の含有量が深度や岩相による

主要元素の組成に大きな差は認められないことが明

らかとなった。鏡下で違いの認められたドレライト

と玄武岩においても、化学組成に大きな違いは認め

られなかった。このことから，粗粒なドレライト と

細粒な玄武岩が，同ーのマグマ起源である可能性を

示していることが示唆された。

委嘱事業文部省南関東地域科学系博物館ネットワーク推進

事業

研究課題 :いつでも、どこでも、だれでもできる生涯学習

ーニューメディアとニューメソッドによる博物館活

動のケース ・スタディ

研究期間 平成9~ 1l 年度

研究組織 :小出良幸(研究代表)・平田大二・山下浩之 ・新井

田秀一・佐藤武宏

研究内容 :博物館では、一般市民を対象にした普及活動が、

生涯学習の一環としておこなわれてきた。その活動

は、野外観察会や講演会が主たるもので、あった。し

かし、従来どおりのやり方では、参加人数に制限が

あったり、参加できない階層の市民がいるなどの問

題がある。本研究では、このような問題をなくすた

めに、今まで、にない「いつでも、どこでも、だれでもJ

できる生涯学習法を開発する。

委嘱事業:文部省南関東地域科学系博物館ネットワーク推進

事業

研究課題:化石ローンキッ トの作成~化石資料を利用した博

物館による学校教育支援システムとローンキットの

試み~

研究期間 ・平成 9~ 1l年度

研究組織-田口公良Ij(研究代表)・大島光春・樽創・今村義郎

研究内容:博物館の豊富な含化石資料を学校等に提供し、 子

どもたちが化石を実体験できる機会を施すほか、さ

らには子どもたちの作業によって標本化された資料

を博物館に蓄積する過程をとおして“博物館体験"の

場と結び、つくシステムを考える。資料としては化石

を豊富に含む鮮新統中津層群の岩石資料を活用し、

多くの学校等で利用され博物館に資料が集積された。

委嘱事業 文部省南関東地域科学系博物館ネットワーク推進事業

研究課題:誰にもやさしし、(ノ〈リアフリ ー)博物館活動

研究期間 J 平成9~ 11年度

研究組織 ・奥野花代子

研究内容・生命の星・地球博物館は、基本計画の段階からバリ

アフリーを考慮して建設し、障害者の方々にも多く利

用されているが、障害者を含むすべての人に、なお一

層深く展示を理解していただくよう、平成9年度に音

声ガイド2号機を制作した。平成10年度は、さらに、

障害者の誘導や案内をする「ボランティアJを導入す

るとともに、音声による誘導・案内装置「トーキング

サイン・ガイド、システムjを開発・設置して視覚障害

者の方々の利用促進を図っており、こうした事業を推

進するために必要な調査・研究に取り組んでいる。
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3. 3委託調査等

委託調査について、調査名、依頼先、当館担当職員の氏名を順不同で記載した。なお、館外者の氏名は省略した。

野生鳥獣の農作物被害の防止に関する調査研究 森林総合

研究所広谷浩子

種の多様性調査(動物分布周査)淡水魚類環境庁瀬能宏

環境庁自然環境保全基礎調査生物多様性調査種の多様性調

査，神奈川県産植物標本調査神奈川植生学会勝

山輝男 ・田中徳久 ・木場英久

山北町史自然編調査 山北町 高橋秀男 ・勝山輝男 ・田中

徳久 ・木場英久

石砂山自然環境保全地域保全対策検討会 神奈川県環境部

自然保護課 高桑正敏 ・田中徳久

3.4著作活動・学会発表等

相模川|・中津川の稀少植物調査 相模川総合整備事務所

田中徳久

相模川|の稀少植物調査 県央地区農政事務所 田中徳久

第4次川崎市自然環境調査川崎市青少年科学館田中徳久

厚木市域の大山周辺の植物調査丹沢動値物調査団高橋

秀男 ・田中徳久

綾瀬市史自然編調査綾瀬市高橋秀男・田中徳久・樽創・

山下浩之

小田原市史自然編調査小田原市村岡健作

学会誌やそれに準ずる出版物に公表された原著論文は，総説，本論文，短報に区分した。それらに該当しない著作・

著書 ・資料集等は別項目に扱い，さらに，普及的著作物等についても別項目として区分した。なお，各項目への区分は，

原則的に各学芸員からの申告に基づく。

遭田隆士(はまだたかし)館長

普及的著作

演田隆士 ・中村和郎， 1999.日本の自然J放送大学教材

(27074-1-9911)， pp.245.放送大学教育振興会.

横田隆士・小尾信禰， 1999.地球と宇宙一宇宙編一三訂版第

2刷.放送大学教材 (13089-1-9611)， pp. 183.放送

大学教育振興会.

j賓田隆士 1999 改訂版日本列島の地球科学(第1昂1]).放

送大学教材 (86065-1-9911)，pp.178. 放送大学教

育振興会.

演田隆士 ・道家達将他， 1999.地球環境を考える 放送大学

耕オ (28027-1-9911)，pp.269 放送大学教育振興会

演田隆士・占部浩一郎， 1999.対談 「自ら見て・触れて・試

して ・考えようJ. 教育委員会月報1月号臨時増

刊， 50 (11) : pp. 67-72. 

演田隆士， 1998. 開館1000日を過ぎて思うこと. 全科協

ニュース，28 (6) : pp. 1-5. 

演田隆士， 1998. 聞かれた博物館のあり方(講演記事).全

科協ニュース， 28(6):pp.99-107. 

演田隆士， 1998.博物館の基本と現代的運営を考える(刊行

物紹介).月刊ミュゼ， 31・p.5.

演田隆士， 1998.分野整理学からみた水産科学での空白領

域.東京大学海洋研究所共同利用シンポジワム，

1998年「水産学の空白領域j 講演要旨集 ・資料集

(改訂版)， pp.5-10. 

演田隆士，1998.超領域科学としての海1判ト科学分野整理

学へ一前子報告書.日本科学協会， pp.86(付pp.19) 

演田隆士， 1回8.Report of the Edutainment Syrnposiurn 

“Revisita r 0 Mar" in Lisboa.海と人間地球財

産への道(The Ocean and Mankiud-η1e Way to 

the Earth' s Riches:O Hαnem e 0 Mar一O

caIm凶o para os Tesouros do Mundo) 国際観光

サービスセンター， pp.46 (日本語)， pp. 49-96 (英語)， 

pp.97-150 (ポルトガノレ語). 

演回隆士， 1998. ミラクノレ・プラネットに生きる (36):ナ

イフは使い道.世界と人口 ]OICPEF， pp. 54-55. 

演田隆士， 1998. ミラクル・プラネッドに生きる (37):治安

とこころ 世界と人口 ]OICPEF， pp. 68-69. 

j賓臼隆士， 1998. ミラクル ・プラネットに生きる (38):多

様性の時代.世界と人口.]OICPEF， pp. 62-63. 

演田隆士， 1伺8.ミラクル・プラネッ トに生きる (39):hide 

さん超現象の評価世界と人口.]OICPEF， pp. 62-63. 

演田隆士， 1998. ミラクル・プラネッ トに生きる (ω，):子供達

に海の実在感を !.世界と人口 ]OI印EF，pp. 70-71. 

演田隆士，1998. ミラクル・プラネットに生きる (41) リスボ

ンでの 『海の日~.世界と人口. ]OI白EF，pp.70-71. 

漬田隆士， 1蜘 .ミラクノレ・プラネットに生きる(必) バリアフ

リーとユニノくーサノレ.世界と人口.]OIσ配 pp.70ー71.

演田隆士， 1蜘.ミラクル・プラネットに生きる(43) スウェー

デンに森林を訪ねる.世界と人口.]OIα'EF， pp.筋ー67.

横田隆士， 1998. ミラクル・プラネットに生きる (44):川を観

光スイスに学ぶ.世界と人口.]OICPEF， pp.66-67. 

演回隆士， 1998. ミラクル ・プラネットに生きる (45):パ

ラオに広がる夢.世界と人口.]OICPEF， pp. 56-57. 

演田隆士， 1明.ミラクル・プラネットに生きる(必，):命が見え、

生命がふるえる花の絵.世界と人口.]OICPEF， pp. 58-59. 

演田隆士， 1叩9.ミラクル・プラネッ トに生きる (47):高度情

報化社会の難しさ.世界と人口 .]OICPEF， pp.58-59 

演田隆士， 19伺.インタビュー これからの理科教育を考える

(聞き手:一寸木肇他).初等理科教育，33 (13)， pp. 36-41. 
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中村一恵(なかむら かずえ)動物学(鳥類)

本論文

中村一恵， 1998チュウサギ平成9年度希少水生生物保存

対策試験事業 日本の希少な野生水生生物に関す

る基礎資料 (V)，pp. 75-80， 82-83. 

丸山一子 ・中村一恵， 1998. 神奈川県におけるアカウミ

ガメの記録.神奈川|自然誌資料， (20): 33-38. 

短報

中村一恵， 1999.宮ヶ瀬遺蹟から出土したニホンオオカミ

の下顎骨標本について.神奈川県立博物館研究報

告(自然科学)， (28): 107-108. 

普及的著作

中村一恵， 1998.移入鳥類の問題ーチメドリ類の野生化を

中心に一 遺伝， 52 (5): 33-36. 

中村一恵， 1998.食肉類とは.特別展図録 オオカミとそ

の仲間たち イヌ科動物の世界 ， pp.4-7. 神奈

川県立生命の星 ・地球博物館.

中村一恵， 1998 イヌ科動物の起源、と進化.向上， pp.8-13. 

中村←恵， 1998 オオカミとは名ばかりーフクロオオカミー

向上， pp.22. 

中村一恵， 1蛾.群れで狩りをするイヌ科動物.向上，pp.29-32田

中村一恵， 1998 オオカミの四季.向上， pp.33-37. 

中村一恵， 1998. 日本産オオカミの絶滅.向上， pp.80-82. 

中村一恵， 1998.オオカミからイヌへー第4の「適応放散」

向上， pp.88-92. 

中村一恵 lω8.オオカミの認識を変えた3冊の本向上， β93

中村一恵・新井田秀一，1998. C Gで見る丹沢産オオカミの

生息地.向上， pp.84-87. 

中村一恵・土屋定夫， 1998.オオカミをもっと知りたい人の

ために.向上， p.94. 

中村一恵， 1999.都市と移入種ーとくにペッ トの野生化とそ

の問題一.平成10年度自然保護講座テキストブ、ツ

ク， pp. 5-1 5-5.国立科学博物館附属自然教育園.

調査報告書

中村一恵 ・山口佳秀・伊藤誠三，1999.愛川町の鳥類 ・晴

乳類. 愛川町郷土博物館展示基礎会調査報告書

(8)愛川町の動物， pp.1-12. 愛川町教育委員会.

山口佳秀(やまぐちよしひで) 動物学(晴乳類)

著作・著書・調査報告書・資料集等

中村一恵・山口佳秀 ・伊藤誠三， 1999.愛川町の鳥類 ・哨

乳類 愛川町郷土博物館展示基礎会調査報告書

(8)愛川町の動物， pp.1-12. 愛川町教育委員会.

普及的著作

山口佳秀， 1998.神奈川の自然シリーズ10:小さなモグラ ・

ヒメヒミズは何処へ自然科学のとびら， 4(心:30. 
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新井一政(あらいかずまさ) 動物学(両生・隈虫類)

著作・著書 ・調査報告書・資料集等

新井一政・木村喜芳・相内幹浩， 1999. 愛川町の魚類， 愛

川町郷土博物館展示基礎調査会報L告書 (8)愛川町

の動物，pp13-21.愛川町教育委員会

高桑正敏(たかくわまさとし)!動物学(昆虫類)

総説

高桑正敏， 1998. 日本産ハナノミ科ハナノミ族概説 1 甲

虫ニュース， (123): 1-4. 

高桑正敏， 1999. 日本産ハナノミ科ハナノミ族概説2. 甲

虫ニュース， (125)・1-4.

高桑正敏 1叩9.神奈川県東半部の昆虫相，とくに相模野欠

如要素の存在について Actl刀118，拍nazuru，12:61-86 

本論文

Takakuwa， M. & F. Hirokawa， 1998. A new subspecies of 

Eutetrapha sedecimpunctata (Motschulsky) (Co-

leoptera， Cerambycidae) from Kyushu， Japan. 

Jpn. J. syst. Ent.， 4: 303-304. 

短報

高桑正敏， 1998 ピックオピハナノミの東京都高尾山から

の記録.甲虫ニュース， (122): 9 

高桑正敏， 1998. 1 2月のアトモンサビカミキリの採集例

甲虫ニュース， (122): 12. 

高桑正敏， 1998. 5月に阪和線車中で得られたテングチョ

ウ.神奈川虫報， (124): 12. 

高桑正敏， 1蜘.クロヒカゲを平域Rで採集.神奈川虫報， (124): 27. 

高桑正敏， 1998. ムツボシシロカミキリの慶良間諸島座間

味島からの記録.月刊むし， (333): 38. 

苅部f台紀・高桑E敏， 1蜘.旧神奈)11県立博物館に収蔵されてい

た貴重な甲虫数種について.甲虫ニュース， (123): 5. 

高桑正敏・高桑 朔， 1999.横浜市におけるツマグロヒョウ

モン輔の発見例.神奈川虫報， (125): 10. 

著作・著書・調査報告書・資料集等

高桑正敏，1998. 3月に発見されたミヤマクワガタを考え

る.自然科学のとびら， 4(3): 19. 

高桑正敏，1蜘.コブVハズカミキリ類の「非武装J地帯石井
実ほか編，日本動物大百科10昆虫3，p.145.平凡社.

高桑正敏， 1999. 瀕死の丹沢一昆虫研究者の目から見た自

然の変貌一.神奈川虫報，(125): 1-10. 

高桑正敏， 1999 実在としてのモノ ，虚像としての映像.

フェリス女学院中 ・高奨学会会報， (45): 15-17 

高桑正敏， 1999.第6期環境モニター調査結果 (昆虫)につ

いて. 第6期横浜市環境モニター活動報告書，

pp.9-11.横浜市環境保全局.

高桑正敏， 1999.通称「弁天山池J.巣瀬司ほか編，昆虫類

の多様性保護のための重要地域第 1集， pp. 30-

31. 日本昆虫学会自然保護委員会.

苅部治紀 ・高桑正敏， 1999. 1940年代前後に採集された横

浜周辺の甲虫類.神奈川自然誌資料， (20): 93-96. 



苅部治紀・新津修平・松本慶一・苅部幸世・高桑正敏・藤田

裕， 1999. 愛川町の昆虫.愛川町郷土博物館展

示基礎調査会報告書 (8)愛)11町の動物， pp.23-

89. 愛川町教育委員会.

普及的著作等

高桑正敏， 1998. その先に400万種の「生J.とんちんかん

道具館 7月19日朝日新聞日曜版.

高桑正敏， 1田8表紙写真解説一交尾中のカップノレに割って入

ろうとするギフチョウ雄一.神奈川虫報， (123): ii. 

高桑正敏， 1998. 表紙写真解説 ベッコウガガンボモドキ

ガガンボの交尾一.神奈川虫報， (124): ii. 

高桑正敏， 1998.神奈川県産甲虫5000種達成に向けて私が

できること .神奈川虫報特別号，(2): 127. 

高桑正敏， 1998. 蝶から帯花蚤へ.神奈川県立生命の星 ・

地球博物館友の会通信， 2 (5): 1. 

高桑正敏， 1998. 草間慶一先生とアマチュアイズム.甲虫

ニュース， (124): 4 

高桑正敏， 1999.表紙写真解説一雄を追飛する?モンキチョ

ウ雌一.神奈川虫報， (125): ii 

高桑正敏， 1999. 表紙写真解説一雌の背をなめるミヤマカ

ミキリ雄一.神奈川虫報， (126): ii. 

学会発表等

高桑正敏， 1998. 日本のオビ、ハナノミ属.日本鞘趨学会第4

回例会， 1998年12月12日，国立科学博物館分館.

高桑正敏， 1999.昆虫地理学的に見た神奈川県，そして箱根.

箱根蝶の会1月例会， 1999年l月23日，神奈川県

立生命の星 ・地球博物館.

高桑正敏，1制 .タイワンオピ、ハナノミとヒ。ツクオピハナノミの

周辺の混乱について.神奈川昆虫談話会l田9年度第

2回例会，1999年2月28日，神奈川県立歴史博伽官.

広谷浩子(ひろたに ひろこ)動物学(生態)

著作・著書・調査報告書・資料集等

宮藤浩子 1999. 雌間関係 親和関係を中心に一.西田

利貞他編，霊長学を学ぶ人のために， pp. 252 

278. 世界思想社，京都.

普及的著作等

宮藤浩子，1抑 .サノレ社会からヒトを理解する.アエラムック編，

家族学のみかた， pp. 46-49.朝日新聞社，東京

瀬能宏(せのう ひろし)動物学(魚類)

本愉文

Nakabo， T.， H. Senω and M. Aizawa， 1998. New species of 

Pseudc回 11iぽ "ichthys(Teleostei臼llyonimidae)fr.叩

Iriomote Island， ]apan. Copeia， 1998(2): 451-455. 

短報

波戸岡清峰・瀬能宏・加藤昌一，1998. ヒメウツボ(新称)

の日本からの記録伊豆海洋公園通信， 9 (12): 2-5. 

瀬能宏・任 賢治，1998. テッポウエビはハゼをクリーニ

ングするのかワ伊豆海洋公園通信， 10 (1): 2-4. 

瀬能宏・増田元保， 1999.愛知県下で発見されたナガレホ

トケドジョウ.伊豆海洋公園通信， 10 (2): 2-3. 

瀬能宏・湯野川 恭・矢野維幾，1999.琉球列島で得られ

た日本初記録のスズメダイ属魚類.伊豆海洋公園通

信， 10 (3): 2-6. 

鈴木寿之・瀬能 宏 ・矢野維幾・細川正富， 1999.西表島で

採集された日本初記録のイナズマタテガミカエノレウ

オ(新称).伊豆海洋公園通信， 10 (4): 2-6. 

著作・著書 ・調査報告書・資料集等

瀬能 宏・冨樫敬， 1998. キンチャクダイ属のl種伊豆

海洋公園通信， 9 (5): 1 

i頼能宏・4反上治郎，1998.キイヒラアジ.伊豆海洋公園通信， 9(6): 1. 
瀬能宏・井上泰裕， 1998.ヤイトヤッコ×トサヤッコ?

伊豆海洋公園通信， 9 (8): 1. 

瀬能 宏・山崎公裕， 1998ホムラハゼ.伊豆海洋公園通信， 9 (9): 1. 

鈴木寿之・瀬能 宏・木村光志， 1998.クロユリハゼ属のl種

伊豆海洋公園通信， 9 (10): 1. 

瀬能宏 ・湯野川 恭， 1998. セムシイタチウオ.伊豆海

洋公園通信， 9(11):1. 

瀬能宏・益回 一，1998. 伊豆海洋公園産魚類目録(1)

一軟骨魚類.伊豆海洋公園通信，9(11):2-7 

瀬能 宏・古田土裕子， 1998.マウデズ・シュリンプゴピー.

伊豆海洋公園通信， 10 (1): 1 

御宿昭彦・瀬能 宏， 1999. アミメチョウチョウウオ×カガ

ミチョウチョウウオ.伊豆海洋公園通信， 10(3): 1. 

伊東宏・石原元・近磯晴・瀬能宏， 1999.多摩川河

口干潟におけるトビハゼの出現 神奈川自然誌資

料， (20): 39-43. 

普及的著作等

瀬能宏， 1998. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 60.わか

りづらい魚を見分けよう (60):イシガキスズメダイ

の仲間.月刊ダイパ-4月号， 19 (4): 84-85. 

瀬能 宏， 1998. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 61.わか

りづらい魚を見分けよう (61):クラカオスズメダイ

の仲間 月刊ダイパー5月号， 19(5): 192-193. 

瀬能宏， 1998. 魚学史一日本の魚を研究した人たち.自

然科学のとびら， 4(2): 10-11 

瀬能 宏，1998. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 62.わか

りづらい魚を見分けよう (62):ヒレナガスズメダイ

の仲間 月刊ダイパー6月号， 19(6): 192-193. 

瀬能 宏，1明 トウゴロウイワシ系魚類，カダヤシ目・ダツ

目・トウゴ、ロウイワシ目科名表.日高敏隆監修，中坊

徹次・望月賢コ霜.日本動物大百科第6巻:魚類平

凡):t.東京， pp. 68-s9 & 70ー71;トゲウオ目.同書"pp. 
78 & 83;ウミテング目 ・ヨウジウオ目，トゲウオ目・

タウナギ目科名表 同書， pp. 84-87;ハタ科・ヌノサ

ラシ科，スズキ・ハタ類科名表.同書，pp. 103-104， 

106， 107-108;テッポウウオ科，チョウチョウウオ類・

スズメダイ類科名表.同書， pp. 128 & 138;ボラ亜目

とツバメコノシロ亜目，ボラ亜目 ・ツバメコノシロ亜

市
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η
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目・ベラ亜目 ・ゲンゲ亜目科名表.同書， pp. 142-143 & 

148; .カマス科，ニザダ‘イE目・サパ亜目 ・ムカシクロ

タチ亜百科名表.同書， pp. 173 & 178-179. 

瀬能宏， 1998. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 63 わか

りづらい魚を見分けよう (63):ダンダラスズメダイ

の仲間.月刊ダイパー7月号， 19 (7): 206-207. 

瀬能宏， 1鈎8. 神奈川の自然.相樹~の魚.ミドリ， (お):1. 

瀬能宏， 1998. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 64.わか

りづらい魚を見分けよう (64):クロソラスズメダイ

の仲間.月刊ダイパー8月号， 19 (8): 212-213. 

瀬能宏， 1998. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 65.わか

りづらい魚を見分けよう (65):ノレリスズメダイの仲

間.月刊ダイパー9月号， 19 (9): . 60-62. 

瀬能宏， 1998.SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 66目わか

りづらい魚を見分けよう (66):ソラスズメダイの仲

間(1).月刊ダイパー10月号， 19 (10): 213-215. 

瀬能宏， 1998. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 67.わか

りづらい魚を見分けよう (67)ソラスズメダイの仲

間(II ) .月刊ダイパー11月号， 19 (11): 158-159. 

瀬能宏， 1998. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 68.わか

りづらい魚を見分けよう (68):スズメダイの仲間

(I ).月刊ダイパー12月号， 19 (12): 185-187. 

瀬能宏， 1999. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 69.わか

りづらい魚を見分けよう (69):スズメダイの仲間

(II) .月刊ダイパー1月号， 20(1): 170-172 

瀬能宏， 1999. 赤沢の海・テンジクダイの仲間たち 伊

豆海洋公園通信， 10 (2)・7.

瀬能宏， 1999. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 70.わか

りづらい魚を見分けよう (70) スズメダイの仲間

(阻).月刊ダイパー2月号， 20 (2): 166-168. 

瀬能宏， 1999.SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 71 わか

りづらい魚を見分けよう (71):イシダイの仲間.月

刊ダイパー3月号， 20(3): 180-181. 

瀬能宏， 1999.メダカ.自然科学のとびら， 5(1):1. 

学会発表等

瀬能宏， 1998. 自然史博物館における魚類の映像資料の

収集・保管とその応用.シンポジウム.魚類標本 ・

資料の収集と管理一生物多様性研究の要をいかに構

築するか一， 1998年9月21日，高知大学

苅部治紀(かるべはるき)動物学(昆虫類)

本論文

苅部治紀， 1998. 北ベトナムから発見されたサラサヤン

マ属の 1新種. 月刊むし， (330): 2-5. 

Karube， H.， 1998. A new species of the genusSchmidtiana 

(Coleoptera， Cerambycidae) from southern Viet-

nam. Elytra， Tokyo， 26 (2): 473-476. 

短報

苅部治犯 l捌コパネアオカミキリ採集紀月刊むし， (3お):2-7. 

苅部治紀， 1998. 旧神奈川県立博物館に収蔵されていた貴

重な甲虫数種について.甲虫ニュース， (123): 5. 

苅部治紀， 1998. オガサワラアオゴミムシの採集例.甲虫

ニュース， (123)ー 7.

苅部治紀， 1998 ヨツボシツヤナガゴミムシの山梨県から

の記録.甲虫ニュース， (124): 16 

苅部治紀， 1998. 岩手県におけるアカマダラセンチコガネ

の採集例.月刊むし， (326): 39. 

苅部治紀， 1998.厚木市のプーノレで、チョウトンボを採集.神

奈川虫報， (123): 35. 

高橋和弘・苅部治紀・藤田裕・金子義紀， 1998.ついに再確認さ

れた丹沢のミヤマハンミョウ神奈川虫報， (123): 14. 

苅部治紀， 1998.町田市(多摩丘陵)における興味深いトン

ボの記録.神奈川虫報(124):26-27. 

苅部治紀， 1999. i県内絶滅穫Jオオサカアオゴミムシの横

浜市からの再発見.神奈川虫報 (125):39. 

苅部治紀"1998. 96長崎オオズツアープテロニュース(20):4-6 

苅部治紀， 1998. 日本産ナガゴミムシ類同定ガイド(III)の

予告編.プテロニュース (21):10-11. 

苅部治紀， 1999.丹沢調査におけるトンボ類(1998年).神

奈川|虫報(126):36. 

苅部治紀， 1999.アオヘリアオゴミムシの産地 rkoaiJにつ

いてのその後の知見.神奈川虫報 (126):12. 

著作・著書・調査報告書・資料集等

苅部治紀・新津修平・松本慶一・苅部幸世・高桑正敏・藤田裕，

1999.愛川町の昆虫.愛川町の動物.pp.23-89. 

普及的著作等

苅部治紀， 1田8.5mnが限界7.神奈川虫報特別号 (2): 128一129.

学会発表等

苅部治紀 小笠原のトンボ類の現状1998年11月l日 日

本トンボ学会大会 武蔵野調理専門学校

苅部治紀.タイのミナミヤンマ類について・東南アジアの

ミノレンヤンマ属について1998年11月22日 トン

ボ研究会研究発表会 滋賀県立琵琶湖博物館

佐藤武宏(さとうたけひろ)動物学(無脊椎動物)

本論文

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武法・田口公

則， 1998.新しい地球科学の普及を目指してーだれ

でも使える博物館一.地学雑誌， 107 (6)・844-855.

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・白藤武宏・田口公員Ij，

1999.地球科学の新しい教育法試案 博物館におけ

る地球科学教育の刷新へのケーススタデイ .神奈

川県立博物館研究報告(自然科学)， (28): 29-55. 

著作・著書・調査報告書・資料集等

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口

公則， 1999. インターネットのリンク・データベー

スー自然史博物館，理科教育，地球環境，障害者，

地球科学に関連するリンク集一. 神奈川県立博物

館研究報告(自然科学)， (28): 109-126. 

nノ“
q
J
 



普及的著作等

佐藤武宏， 1999 ツメタガイの殻とらせん.自然科学のと

びら， 5(1): 2-3. 

村岡健作・佐藤武宏・演田隆士， 1999. 特別展図録「カニの

姿一酒井コレクションから J. 64pp.神奈川県立

生命の星・地球博物館，小田原

勝山輝男(かつやまてるお)植物学(維管束植物)

本論文

高橋秀男 ・勝山輝男 ・井上 健 ・小沢正幸， 1998 コウズ

シマヤマツツジの雑種説を支持する証拠.植物研

究雑誌， 73: 170-173. 

Inoue， K.， T. Katsuyama， H. Takahashi and M. Akiyama， 

1998. Recently rediscovered type materials of 

Orchids described by Dr. Fukuyama and Dr. Masamune. 

Journal of Japanese Botany， 73: 199-230. 

短報

勝山輝男， 1998 湯河原の植物調査(2).FLORAKANAGAWA (46): 

508-509. 

勝山輝男， 1998. 神奈川県新産の植物と植物誌1988の忘れ

物.FLORA KANAGAWA (46): 510-511 

勝山輝男・田中徳久， 1998 キジムシロ属の新帰化植物，ハ

イキジムシロ(新称).植物研究雑誌， 73: 175-177. 

勝山輝男・松本雅人， 1蛾.神奈)1県座間市から相次いで発見

された日本新産刷新t描物.植物分類地盟， 49: 74-76. 

勝山輝男， 1998. 植物誌2001サンプル版ヒユ属. FLORA 

臥NA印刷 (47):524-529 

Katsuyama， T.， 1998. 1998 Japan-China Cooperative Wood 

Anatomical Reserch in China. Newsletter of Hima-

layan Botany， (24)・6-9

勝山輝男， 1999.シロパナノホ トケノザ(シソ科)とアメリ

カキカシグサ(ミソハギ科)の2種の日本新産帰化

植物.神奈川自然誌資料， (20): 101-102. 

著作・著書・調査報告書等

鈴木三男・勝山輝男・御影雅幸・高橋晃・孫、強， 1999. 1998 

年中国福建省調査で採集された標本・研究資料リス

ト In鈴木三男編，南北両半球温帯林における

広葉樹材構造の平行進化と系統の解析研究成果報

告書(平成10年度科学研究費補助金国際学術研究)，

pp.157-164. 

普及的著作

勝山輝男， 1998. 牛糞由来の帰化植物.自然科学のとびら，

4 (4): 28-29. 

勝山輝男， 1999. 正宗厳敬博士・福山伯明博士により記載さ

れたラン科植物のタイプ標本.自然科学のとびら，

5(1):8. 

木場英久(こぽひでひさ)植物学(維管束植物)

短報

Ko出， H.， 1S間. Itinerarγdatabase and br伺kd明nof field re一

searches. Newsletter of Himalayan Botany，ω) : 14-15. 
Koba， H.， 1999. Gramineae & Liliaceae. In Ikeda， H. & H. Ohba 

eds. A Contribution to the Flora of Ganesh Himal， 

Central Nepal. The University蜘seum，the Univer-

si ty of Tokyo， Nature and Cul tぽ e，(5): 66 &印ー71.

普及的著作

木場英久， 1998 大草原の大きな湿地一中国内蒙古自治区

にて 自然科学のとびら， 4 (2): 9. 

田中徳久(たなかのりひさ)植物学(生態)

本論文

田中徳久， 1999.神奈川のサツキ群落.神奈川自然誌資料，

(20): 103一108.神奈川県立生命の星・地球博物館，

小田原.

田中徳久， 1999 神津島天上山の植物群落.Actinia， (12): 

147-158. 横浜国立大学教育人間科学部附属理科教

育実習施設，真鶴.

短報

勝山輝男 ・田中徳、久， 1叩8 キジム、ンロ属の新帰化植物，ハ

イキジムシロ(新称)ー植物研究雑誌，73(3):175-177. 

普及的著作等

田中徳久， 1998.神奈川の植物群落.自然科学のとびら， 4(2): 

14.神奈川県立生命の星・地球博物館，小田原.

田中徳久， 1999.神奈川のレッドデータ生物 4，カワラノギ

ク. かながわの自然，(61):31.神奈川県自然保護

協会，横浜.

学会発表等

田中徳久.神津島天上山の植物群落. 1998年10月2日~

4日， 植生学会第3回大会，横浜国立大学.

出川洋介(でがわょうすけ)

植物学(菌類・非維管束植物)

本論文

Degawa， Y. and Tokumasu， S. 1998. Zygospore formation in 

Mortierel1a umbel1ata. Mycological Research， 102・

593-598. 

Degawa， Y. and Tokumasu， S. 1998. Two new homothallic 

species of Mortierel1a， M. cogitans， and M. 

microzygospora， and their zygospor巴 formation.

Mycologia， 90: 1040-1046. 

短報

山本幸憲・出川洋介， 1998.日本新産のウデワホコリ，変形

菌， 16: 63-64. 
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普及的著作等

出川洋介，1998.学芸員研究ノート:不思議なカビの恋

愛事情.自然科学のとびら， 4 (3)・17.

学会発表等

出川洋介・徳増征二， 1998. 腐朽木より得られた 2種の

lrfortierel1a属菌未記載種について 1998年5月16

日 ~5月 17 日，日本菌学会第42回大会，京都大学.

出川洋介， 1999. 土壌動物に依存する菌類の多様性. 自由

集会シンポジウム「菌 vs動物? その多様な関係

と生態系における機能 ， 1999年3月27日， 日本

生態学会第46回大会，信州大学

樽創(たるはじめ)古生物学(晴乳類)

本論文

田口公民1)-大島光春・平田由紀子・田中浩紀・小竹信宏・樽創・

松島義章， 1999.大磯丘陵，虫窪における中部更新

統二宮層の新路頭.神捺川|自然誌資料，白0): 11-22. 

短報

樽倉IJ・松島義章， 1999.上総層群野島層今泉砂磯岩部層から産

出した海牛類化石神奈川自然誌資料， (20) : 7-10. 

普及的著作等
ヘ

樽創， 1998. 氷期の大型哨乳類.特別展図録オオカミ

とその仲間たち イヌ科動物の世界一， pp.44-48. 

神奈川県立生命の星・地球博物館

樽創， 1998.中津層の化石一耕佐動物一.相模原市立博物館

編，相模原が梅だったころ一中津層・上倒置と梓療)11県

下の化石一，印ー 72-80.相模原市立博物館，神奈川

学会発表等

樽倉11， 1998. Paleoparadoxia tabatai(Tokunaga， 1939)の

頭蓋形態一泉標本と五日市標本から一.化石研究会

シンポジウム「束柱類の進化一戸狩標本発見100年

および足寄動物化石博物館開館を記念してJ，1998 

年8 月 22 日 ~23 日，足寄動物化石博物館 .

田口公則・大島光春・平田由紀子・田中浩紀・小竹信宏・樽

創 ・松島義章，大磯正陵，虫窪における中部更新

統二宮層の岩相と地質年代.1998年日本第四紀学

会大会 1998年8月 26 日 ~27 日，神奈川県立生

命の星・地球博物館.

大島光春(おおしまみつはる)古生物学(晴乳類)

本論文

大島光春 ・松島義章田9.神奈川県藤沢市の完新統産クジ

ラ固化石について.神奈川自然誌資料， (20): 1--6. 

田口公員IJ・大島光来・平田由紀子・田中浩紀・小竹イ言宏・樽創・

松島義章， 1制 .大磯丘陵，虫窪における中部更新統

二宮層の新露頭.神奈川自然誌資料，(2ω 11-22. 

普及的著作

大島光春， 1998 研究ノート 空飛ぶ動物のつばさ.自然科

学のとびら，4(4): 26. 

大島光春，1998.骨格から見た肉食獣と草食獣の違い.特別

展図録 オオカミとその仲間たちーイヌ科動物の世

界， pp. 24-28.神奈川県立生命の星・地球博物館

学会発表

団口公則・大島光春・田中治紀・平田由紀子・小竹信宏・樽

創・松島義章 大磯丘陵，虫窪における中部更新統

二宮層の岩相と地質年代 1998年日本第四紀学会

大会， 1998年8月 26~28 日，神奈川県立生命の星 ・

地球博物館

大島光春・松島義章.完新統産クジラ目化石の椎骨を用いた

同定 日本古生物学会1999年年会， 1999年 1月29

~31 日，東北大学:

田口公員IJ(たぐち きみのり)古生物学(貝類)

本論文

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口

公員11， 1998. 新しい地球科学の普及をめざして だ

れでも使える博物館一.地学雑誌， 107 (6): 844-855. 

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口公

員1]， 1998.地琳ヰ学の新しし、教育法試案一博物館にお

ける地球科学教育の刷新へのケーススタディー.神県

川|県立博物館研ヂし報告(自然科学)(お):29--55. 

田口公則・大島光春・平田由紀子・田中浩紀・小竹信宏・樽創・

松島義章， 1999.大磯丘陵，虫窪における中部更新統

二宮層の新露頭 神奈川自然誌資料，(20): 11-22. 

著作 ・著書 ・調査報告書・資料集等

田口公則・山崎 朗， 1999.化石のレプリカを作ろう一中津

の化石を調べよう一，99年青少年のための科学の

祭典「神奈川大会」ガイ ドブック， 30 

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口

公貝11， 1998. インターネットのリンク・データベー

スー自然史博物館，理科教育，地球環境，障害者，

地球科学に関連するリンク集一.神奈川県立博物館

研究報告(自然科学)(28): 109-126. 

田口公員1)，1999. 化石標本のa情報資料化~バーチャルリア

リティ技術への期待.EPACS編， EPACS活動報告書

IEPACSテイク・オフJ.(1): 57-59. 

田口公則・鈴木智明・奥野花代子・演回隆士， 1999 ユニパー

サノレ・ミュージアムをめざして.平田大二ほか編，

ユニバーサノレ・ミュージアムをめざして 視覚障害

者と博物館一.205-208 

普及的著作等

小出良幸・田口公則・平田大二・山下浩之・新井岡秀一・佐藤武

宏 田8. 大地の生い立ちを探る一大地の生い立ち

の流れ 55pp，神奈川県立生命の星・地球博物館.

田口公則， 1998.中津層群の層序と貝化石について.相模

原市立博物館編，相模原が海だ、ったころ 中津層・

-34一



上総層と神奈川県下の化石一， 63-71 

田口公則， 1998. 二宮層とそれを切る断層. 自然科学のと

びら， 4(3): 17. 

学会発表等

田口公員1]・大島光春・平田由紀子・田中浩紀・小竹信宏・樽

創・松島義章，1998.大磯正陵，虫窪における中部

更新統二宮層の岩相と地質年代 第四紀学会1998

年大会， 1998年8月26・27日，神奈川県立生命の

星・地球博物館

今永勇(いまながいさむ)地質学(岩石)

本論文

Imanaga 1.， 1999. Stratigraphy and Tectonics of the Ashigara 

Group in the Izu白llisionZone， Central ]apan. Bull. 

Kanagawa Pref 蜘s.，(Nat. Sci.)， (28): 73-106 

著作・著書・調査報告書・資料集等

山崎晴雄・今永勇 ・小林淳， 1998.国府津・松田断層，神

縄断層，箱根火山地域の第四紀層の層序と地殻変

動 日本第四紀学会大会巡検案内書，41

今永勇， 1999.足柄層群の構造.神奈川博調査研報(自然)， 

(9): 41-56. 

蟹江康光 ・平田大二 ・今永勇， 1999. 大磯丘陵と相模湾，

沖ノ山堆列の地質と微化石年代.神奈川博調査研報

(自然)， (9): 95-110. 

今永勇・山下浩之， 1999.足柄・丹沢・大磯・三浦半島に分

布する新生代火成活動のK-Ar年代.神奈川博調査

研報(自然)， (9):181-192. 

学会発表

今永 勇， 1998.足柄層群形成時の堆積環境の変遷とプレー

ト運動. 日本地質学会第105年学術大会， 1998年

9月27日，信州大学.

平田大ニ(ひらただいじ)地質学(岩石)

総説

坂本 泉・平田大二・藤岡換太郎， 1999.伊豆・小笠原弧の基

盤岩.神奈川県立博物館調査研究報告(自然科学)， 

(9) : 21-39，神奈川県立生命の星・地球博物館.

蟹江康光・平田大二・今永 勇， 1999.大磯丘陵と相模湾，沖

ノ山堆列の地質と微化石年代.神奈川県立博物館調

査研究報告(自然科学)， (9): 95-110，神奈川県立

生命の星 ・地球博物館.

本給文

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口

公則， 1998.新しい地球科学の普及をめざしてーだ

れでb使える博物館一.地学雑誌，107(6): 844-855 
小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口

公則， 1999. 地球科学の新しい教育法試案一博物

館における地球科学教育の刷新へのケーススタ

ディ一一 神奈川県立博物館研究報告(自然科学)， 

(28): 29-55.神奈川県立生命の星 ・地球博物館.

著作・著書・調査報告書・資料集等

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口

公員1]，1999. インターネットのリンクデータベー

スー自然史博物館，理科教育，地球環境，障害者，

地球科学に関するリンク集一.神奈川県立博物館研

究報告(自然科学)， (28): 109-126.神奈川県立生

命の星・地球博物館.

平岡大二，1四9.太古代角閃岩の部分融解実験により形成され

たK-rich花岡岩質メルト. r全地球史解読一物理的地

球環境の日常性とイベント j文部省科学研究費補助

金(特定領域研究 (A)(1) )研究成果報告書， 61--ti8. 

EPACS編， 1999. rEPACSテイク ・オフJ. EPACS活動報告書

第l号， 192pp，小田原.

普及的著作

平田大二，1998 火山豆石一幻の湘南火山帯のゆくえ .自

然科学のとびら， 4(4): 25.神奈川県立生命の星・地

球博物館.

小出良幸・田口公則・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武

宏， 1998. 大地の生い立ちを探る一大地の生い立ち

の流れー.55pp，神奈川県立生命の星・地球博物館.

学会発表等

平田大二・広瀬敬・丸山茂徳.太古代角閃岩の部分融解実

験により形成されたK-rich花樹岩質メノレトー地球惑

星科学関連学会1998年合同大会， 1998年5月26日~

29日，国立オリンピック記念青少年総合センター.

小出良幸(こいでよしゆき)地質学(地球化学)

総説

小出良幸， 1999. 冥王代の地質学的素描.神奈川県立博

物館研究報告(自然科学)， (28): 1-28. 

本論文

小出良幸・大石誠，1998.縞状鉄鉱層 (BIF)のX線分析顕微鏡

による測定一地質学的意義と測定意義一 Readout，

16， 37-41. 

小出良幸・吉光克弘，1998. X線分析顕微鏡によるストロマト

ライトの測定地質学的意義と測定意義一. R巴ad-

out， 17， 54-58. 

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口公

則， 1998.新しい地球科学の普及をめざして だれ

でも使える博物館一 地学雑誌， 107(6)，担4-855.

斎藤靖二・小出良幸・高橋啓一， 1998.仮想 「日本自然史博物

館J.地学雑誌， 107， 8回一897.

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口公員1]，

1鈎9.地球科学の新しい教育法試案一博物館における

地球科学教育の刷新へのケーススタデ、イー.神奈川県

立博物館研究報告(自然科学)， (28): 29--55. 
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著作・著書・調査報告・資料集等

小出良幸 ・宇津井篤，1998. 自然史博物館のリンク集ー地

学雑誌， 107 (6)， 903-911. 

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口

公員1]， 1999.インターネットのリ ンク ・データベー

ス 自然史博物館，理科教育，地球環境，障害者，

地球科学に関するリ ンク集一.神奈川県立博物館研

究報告 (自然科学)， (28): 109-126 

普及的著作等

PAC Geo， 1998.大地の時の流れ一大地の生い立ちを探る.神

奈川県立生命の星 ・地球博物館， 56pp. 

EPACS編， 1999. EPACS活動報告書 iEPACSテイク ・オフJ 第

l号， 192 pp 

小出良幸， 1999 太古の地球への旅一西オーストラリアの

地質調査一.自然科学のとびら， 5 (6): 6. 

新井田秀一(にいだしゅういち)環境科学(海洋光学)

本論文

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口

公員Ij，1998.新しい地球科学の普及をめざして だ

れでも使える博物館 .地学雑誌 107(6)・844-855.

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口公

員11， 1999.地球科学の新しい教育法試案一博物館に

おける地球環境教育の刷新へのケーススタディ . 

神奈川県立博物館研究報告(自然科学)， (28) : 29-55. 

新井田秀一， 1999.リモー トセンシングによる土地被覆分類

-2万5千分の1箱根における検証 .神奈川県立

博物館研究報告(自然科学)， (28): 63-72. 

著作・著書・調査報告・資料集等

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・岡

口公員1]， 1999. インターネットのリンク ・データ

ベースー自然史博物館，理科教育，地球環境，障

害者， 地球科学に関するリンク集一.神奈川県

立博物館研究報告(自然科学)， (28)・109-126.

普及的著作など

新井田秀一 田8.資料紹介地球観測衛星ランドサットと

地図のデ、ジタルヂータ.自然科学のとびら， 4(2): 16. 

中村一恵・新井田秀一， 1998. CGで見る丹沢産オオカミの生息地.

特日!J展図録オオカミとその仲間たちーイヌ科毒物の世界一，

隊創87.神奈川県立生命の星・地球博物館.

山下浩之(やましたひろゆき)地質学(岩石)

本論文

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一 ・佐藤武宏・田口

公員IJ，1998.新しい地球科学の普及をめざして だ

れでも使える博物館一地学雑誌， 107(6): 844-855. 

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口公員Ij，

1999.地球科学の新しい教育法試案 博物館における

地球環境教育の刷新へのケーススタデ、イ .神奈川県立博物館

研究報告(自然科学)， (28) : 29-55. 

著作・著書・調査報告書・資料集等

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一・佐藤武宏・田口

公則， 1999.インターネットのリンク ・データベー

スー自然史博物館，理科教育，地球環境，障害者，

地球科学に関するリンク集一.神奈川県立博物館研

究報告(自然科学)， 28: 109-126. 

今永勇・ 山下浩之， 1999.足柄・丹沢 ・大磯・三浦半島に分

布する新生代火成活動のK-Ar年代.神奈川博調査

研報(自然)， 9: 181-192. 

普及的著作

山下浩之，1998年12月.南アフリカのダイヤモンド鉱山

巡り.自然科学のとびら， 4(4): 27. 

学会発表等

Yamashi ta H.， Arima M. and Ohtani E.， 1998. Melting 

experiments of kimberlite compositions up to 9 

GPa: Determination of melt compositions using 

aggregates of diamond grains. 7th International 

kimb巴rlit巴 conference，South Africa， April. 

奥野花代子(おくのかよこ)博物館学

著作・著書・調査報告書・資料集等

奥野花代子， 1998. 自の不自由な人のための優しい博物館

のありかたを求めてー「博物館における視覚障害

者の対応についてJのアンケートおよび訪問調査

から一.月干Ijミュゼ¥30:12-13. 

奥野花代子， 1999. 全国の盲学校の博物館利用に関するア

ンケート調査.神奈川県立博物館研究報告(自然科

学)，(28)・127-136.

奥野花代子， 1999. i博物館における視覚障害者への対応に

ついて」ユニバーサノレ・ミュージアムをめざして一

視覚障害者と博物館一.生命の星・地球博物館三周

年記念青従集， 15-21. 

高橋秀男(たかはしひでお)植物学(維管東植物)

本論文

高橋秀男 ・勝山輝男 ・井上 健 ・小沢正幸， 1998 コウズ

シマヤマツツジの雑種説を支持する証拠.植物研

究雑誌， 73: 170-173. 

Inoue， K.， T. Katsuyama， H. Takah直shiand M. Akiyama， 

1998. Recently rediscovered type materials of 

Orchids described by Dr. Fukuyama and Dr. Masamune. 

Journal of Japanese Botany， 73: 199-230. 

短報

高橋秀男，1998. カラフトイワスゲの新産地.植物地理・

分類研究， 46: 2. 
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普及的著作

高橋秀男， 1998.監修 ・執筆花図鑑野草.草土出版.

高橋秀男， 1998. 山く らげ.横浜植物会年報， (27): 35-39. 

横浜植物会，横浜.

高橋秀男， 1998. 7 レーシア植物観察記横浜植物会年報，

(27): 77-80.横浜植物会，横浜.

村岡健作(むらおかけんさく)動物学(無脊椎動物)

普及的著作等

村岡健作田8. 資料陥介小田原コレクションー小田原利光

博士収集のカニ類標本一.自然科学のとびら，4(4)・32.

村岡健作・佐藤武宏・演田隆士， 1叩9.特別展図録 「カニの姿

-酒井コレクションから一J.臼pp 神奈川県立生

命の星・地球博物館，小田原.

松島義章(まつしまよしあき)古生物学(貝類)

本論文

奥野 充・松島義章・長岡信治・森脇 広・新井房夫・中村俊

夫， 1998.南九州，鹿児島湾の燃島貝層中のベッコ

ウガキの加速器 14-C年代. 福岡大学理学集報，

28 (2): 123-128. 

松島義章， 1998.博物館における研究の重要性，完新世の貝

類を研究素材にーローカルからグロ パルへ 地

質ニュース， (532): 53-57. 

大島光春・松島義章， 1999.神奈川県藤沢市の完新統産クジ

ラ目化石について神奈川自然誌資料，(20): 1-6. 

樽創・松島義章， 1999.上総層群野島層今泉砂磯岩部層から

産出した海牛類化石.神奈川自然誌資料， (20) : 7-10. 

田口公則・大島光春・平田由紀子・田中浩紀・小竹信広・樽

倉Ij.松島義章， 1999.大磯丘陵，虫窪における中部

更新統三宮層の新露頭.神奈川自然誌資料，(20): 

11-22. 

著作・著書・調査報告書 ・資料集等

松島義章， 1998.神奈川の化石 貝化石が語る大地の歴史.

特別展図録 相模原が海だ、ったころ一中津層・上総層

と神奈川県下の化石，pp.46-62.相模原市立博物館.

3.5非常勤講師

松島義章， 1998.貝類群集からみた完新世の気候変動特別

展図録 オオカミとその仲間たちーイヌ科動物の世

界， pp.66-71.神奈川県立生命の星・地球博物館.

松島義章， 1998.地域研究の普遍性を求めて「一相模湾沿岸

の沖積層産貝化石を素材として一J.横須賀市博物

館報， (45): 29-30. 

松島義章， 1999.縄文の海岸線を復元する一員類からみた海

岸線の動き一.神奈川考古学会入門講座神奈川の

縄文， pp.29-39. 

松島義章， 1999 長沢1号墳の地形と地質.長沢1号噴・熊

野社遺跡， pp. 130-134. 

松島義章， 1999.清水低地の海成沖積層から産出した貝化石.

静岡・清水平野の埋没古環境情報「考古学的調査と

自然科学分析資料・建設省地質調査資料から見た古

環境の様相J一一般国道 l号静清バイパス埋蔵文化

財発掘調1984~ 1993 -， pp.33-46，静岡県埋蔵文

化財調査研究所.

学会発表等

松島義章， 1998.完新世海成堆積物からみた相模湾沿岸地域の

ネオテクトニクス. 1998年日本第四紀学会大会，

1998年8月28日，神奈川県立生命の星・地球博物館

永迫俊郎・森脇 広・奥野 充・新井房夫・松島義章・中村俊

夫， 1998.肝属平野の地形発達史(予報). 1998年

日本第四紀学会大会， 1998年8月27日，神奈川県

立生命の星・地球博物館

松島義章・長岡信治・森脇 広・奥野充 ・新井房夫・中村俊

夫， 1998.鹿児島湾，燃島貝層について(その2). 

日本地質学会第105年学術大会， 1998年9月27日，

信州大学理学部.

大島光春・松島義章， 1999 完新統産クジラ目化石の椎骨を

用いた同定. 日本古生物学会1999年年会， 1999年

1月30日，東北大学理学部.

太田陽子・横須賀活断層調査委員会・横須賀市緑政部傾斜地

保全課・アイ・エヌ・エイ， 1999 三浦半島中部，武

山断層のトレンチ調査による断層活動期の推定日

本地理学会1999年年会， 1999年3月27日，専修大

学生田キャンパス.

職名、勤務先、担当者、通年でない場合の期間の順に記載した。担当者については、順不同である。

日本大学生物資源科学部非常勤講師 日本大学勝山輝男

文教大学国際学部非常勤講師文教大学木場英久

横浜国立大学教育人間科学部非常勤講師横浜国立大学平

回大二 9月から3月

横浜国立大学教育人間科学部非常勤講師横浜国立大学ノト

出良幸 4月から9月

文教大学女子短期大学部非常勤講師文教大学ノト出良幸

9月から3月

横浜国立大学教育人間科学部非常勤講師横浜国立大学 村

岡健作

電気通信大学非常勤講師電気通信大学松島義章

玉川|大学農学部非常勤講師玉川|大学松島義章

ワ
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3. 6各種委員・役員

地位、勤務先、担当者の11慎に記載した。担当者については、順不同である。

日本晴乳類学会移入動物対策作業部会委員 日本晴乳類学会

中村一恵

日本鳥学会目録委員 日本鳥学会 中村一恵

日本野鳥の会神奈川支部顧問 日本野鳥の会 中村一恵

日本鳥類保護連盟評議委員 日本鳥類保護連盟 中村一恵

千葉県史海生脊椎動物執筆委員 千葉県 中村一恵

) 11崎市青少年科学館協議会委員川崎市 中村一恵

日本鞘麹学会副会長 ・編集委員 高桑正敏

神奈川県自然保護協会理事神奈川県自然保護協会 高桑正

敏(編集委員)・新井一政 ・苅部治紀

横浜市陸域の生物相・生態系調査委員 横浜市環境保全局

高桑正敏

寺家ふるさと村四季の家管理運営委員横浜市・寺家ふるさ

と村管理運営委員会新井一政

厚木市文化財保護審議会委員厚木市教育委員会新井一政

厚木市郷土資手判官運営協議会委員厚木市教育委員会新井一政

小田原市郷土文化館協議会委員 小田原市教育委員会奥野

花代子・広谷浩子

神奈川県野猿対策協議会委員神奈川県広谷浩子

西湘地域野猿保護管理計画策定委員会委員神奈川県環境部

自然保護課広谷浩子

生涯学習放送番組「神奈川再発見」企画会議委員神奈川県

教育委員会生涯学習課広谷浩子

日本魚類学会庶務幹事 日本魚類学会瀬能宏

日本魚類学会評議員 日本魚類学会 瀬能宏

平成10年度絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価検討会

(汽水・淡水魚類分科会)委員環境庁瀬能宏

平成10年度自然環境保全基礎調査検討会淡水魚類分科会・作

業部会検討員環境庁瀬能宏

希少野生動植物種保存推進員環境庁瀬能宏

国立科学博物館特別展「海洋生物展(仮称)Jワーキンググ

ノレープ委員国立科学博物館瀬能宏

河川水辺の国勢調査魚介類スクリーニング、グループ(仮称)

委員 恨オ)リバーフロント整備センター瀬能宏

日本トンボ学会総務幹事苅部治紀

日本トンボ学会自然保護委員会委員 苅部治紀

川|崎市文化財調査員苅部治紀

神奈川県植物誌調査会運営委員神奈川県植物誌調査会勝

山輝男 ・木場英久・田中徳久 ・高橋秀男

神奈川県植物誌調査会2001作業委員 神奈川県植物誌調査

会勝山輝男 ・木場英久・田中徳久 ・高橋秀男

神奈川県植物誌調査会事務局神奈川県植物誌調査会勝山

輝男 ・木場英久 ・田中徳久

キ凶見市博グ感官建設準備委員会施設環境専門部会委員勝山輝男

科学系博物館における標本資料データベースの標準化に関す

る調査研究委員全国科学博物館協会勝山輝男

湯河原町文化財保護委員湯河原町教育委員会勝山輝男

大和市文化財保護委員大和市教育委員会勝山輝男

ネパーノレ植物誌データベース委員長 ヒマラヤ植物研究会 木

場英久

東京大学総合研究博物館協力研究員東京大学総合研究博物

館木場英久

横浜植物会運営委員 横浜植物会田中徳久

生田緑地ホトケドジョウ保存事業実行委員 川崎市教育委員

会田中徳久

日本変形菌研究会採集会幹事 出川|洋介

神奈川キノコの会本部役員標本担当 出川洋介

神奈川植物ときのこの会庶務幹事 出)11洋介

日本古生物学会行事係幹事 日本古生物学会樽創

， 99年青少年のための科学の祭典「神奈川大会」推進委員

田口公則

日本地質学会評議委員 日本地質学会小出良幸

「地学雑誌J編集委員東京地学協会小出良幸

特別展「横浜浮世絵と近代日本」浮世絵の描かれたアングル

を推定するよ断~CGの製作神奈)11県立歴史博物館

(会期 1999年 3 月 6 日 ~4 月 4 日) 新井田秀一

仲の沢流域管理指針等検討員会，1996-1998.神奈川県西部

治山事務所 山下浩之

横浜植物会会長横浜植物会高橋秀男

相模原市立博物館協議会委員 相模原市高橋秀男

大磯町文化財専門委員大磯町高橋秀男

日本甲殻類学会評議員 日本甲殻類学会村岡健作

日本甲殻類学編集委員 日本甲殻類学会村岡健作

神奈川県企業博物館連絡会顧問神奈川県企業博物館連絡会

村岡健作

神奈川県企業博物館連絡会展示委員 神奈川県企業博物館連

絡会村岡健作

川崎市文化財審議委員会委員)11崎市教育委員会松島義章

鎌倉市文化財専門委員会委員鎌倉市教育委員会松島義章

小田原市文化財保護委員会委員小田原市教育委員会松島義章

神奈川県自然保護協会監事神奈川県自然保護協会松島義章

千葉県史自然誌系地形・地質執筆委員 千葉県県史料研究財

団松島義章

神奈川県山北町史編さん資料調査委員 山北町松島義章

横須賀市活断層調査会委員横須賀市松島義章

東京都目黒区博物館開設専門調査会委員 目黒区教育委員会

松島義章

日本地質学会News誌編集委員 日本地質学会松島義章
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3. 7講演依頼等

当館職員に対して依頼のあった講座について実施日順に、演題、依頼先、日時、場所、担当者の順に記載した。

第4次自然環境調査報告会 川崎南部の植生 川崎市青少

年科学館 1998年4月4日 川崎市青少年科学館

田中4恵久
神奈川県の植物相とサクラについて 労金レディース友の

会 1998年4月9日神奈川県立生命の星・地球博物

館講義室勝山輝男

ニホンザノレの生態について 湯河原町教育研究会 1998年

4月22日 湯河原町立湯河原中学校広谷浩子

相模湾を生かす知恵、 小田原商工会議所 1998年4月24日

川東タウンセンター演田隆士

地球と縁のフォーラム 98 東京ウイメンズプラザ 1998年

4月28日 東京ウイメンズプラザ演田隆士

相模湾を見直そう 鎌倉激石の会 1998年4月29日 円覚寺

塔頭帰源院演田隆士

博物館実習博物館の機能と事業一博物館における視覚障害

者への対応について一 東洋英和女学院大学 1998

年5月9日 神奈川県立生命の星・地球博物館講義室

奥野花代子

「ネパール植物誌」編纂に向けてのデータベース構築につし、

て.第1回ヒマラヤ植物研究会公開セミナー 1998 

年5月16日 金沢大学医学部十全記念館木場英久

自然学のすすめ「化石でみる神奈川の古環境ー貝から古環

境を探る-J有隣堂カルチャーク ラブ 1998年5月

24日 かながわ労働プラザ会議室松島義章

放送大学静岡学習センター 1998年5月30日 神奈川県立生

命の星・地球博物館講義室 演田隆士

自然学のすすめ「化石でみる神奈川の古環境 足柄層の地質

を調べる現地見学会一」 有隣堂カルチャークラブ

1998年5月31日山北町谷峨・塩沢・透間松島義章.

自然学のすすめ「化石でみる神奈川の古環境一戸塚は員化

石の宝庫一」有隣堂カルチャークラブ 1999年6月

7日 かながわ労働プラザ会議室松島義章

生態系シンポジウム f水はだれのものj 生態系、ンンポジウ

ム実行委員会 1998年6月7日 神奈川県立生命の

星・地球博物館講義室演田隆士

博物館とはなにか?横浜市立大学文理学部 1998年6月

13日 神奈川県立生命の星・地球博物館講義室

新井田秀一

理科テーマ別公開講座箱根の自然神奈川県教育センター

1998年6月17日 箱根平田大二 ・問中徳久

すべての人に優しい博物館のありかた 大阪人権博物館

1998年6月26日 大阪府教育会館奥野花代子

山十文化財セミナー 「愛川町が海だ、った頃j 愛川町教育委

員会 1998年6月27日 古民家山十邸 田口公則

動物の行動学林野庁森林技術総合研修所 1998年7月2日

森林技術研修所広谷浩子

科学センター府中市教育委員会 1998年7月3日 神奈川

県立生命の星・地球博物館講義室 演田隆士

ガイドボランティア講座:目の不自由な人の展示案内につい

て南足柄市郷土資料館 1998年7月4日 南足柄

市郷土資料館奥野花代子

神奈川県立生命の星・地球博物館の収蔵資料について 文部

省国立教育会館社会教育研究所 1998年7月9日

神奈川県立生命の星・地球博物館収蔵庫 平田大二

資料の展示一博物館情報システム一 文部省国立教育会館社

会教育研究所博物館職員講習 1998年7月9日

神奈川県立生命の星・地球博物館講義室木場英久

小田原の植物 ノト田原市高齢者教室 1998年7月10日 神奈

川県立生命の星・地球博物館講義室 木場英久

連続講座地震災害を如何に軽減するか一地域社会を中心に

してー 「神奈川の地形の成立，地質，地盤につい

て(危険ヶ所が一杯)J 都市防災研究会 1998年7

月18日 神奈川県民サポートセンター 松島義章

質問学習 子どもと生活文化協会 1998年7月21日 神奈川

県立生命の星・地球博物館講義室瀬能宏

海の動物とその暮らし方 神奈川県水産課 1998年7月

24日 県相模湾水産試験場村岡健作

夏季特別展記念講演会「神奈川の化石」 相模原市博物館

1998年7月26日 相模原市博物館松島義章.

あきる里子の自然史概論「日本のゾウ化石と秋川谷のゾウ化石」

あきる野市教育委員会 1998年7月27日 あきる野

市ルヒ。アあきる野市生涯学習センター樽創

Morti ere 11 a科の系統分類学的研究 ]T植物保護開発セン

ターセミナー 1998年7月28日 JT植物保護開発

センター出)11洋介

キンエノコロとコツブキンエノコロ 刀植物保護開発センター

l蜘年7月28日 汀植馴呆護開発センター木場英久

「やさし、」や「くだものJのかんさつ小田原市図書館 1998

年8月6日 小田原市立かもめ図書館勝山輝男

足柄上郡・南足柄市教育研究講座植物と環境足柄上郡・

南足柄市教育研究会 1998年8月6日 山北町立三

保中学校・西丹沢西沢渓谷 田中徳久

古環境と生物サイエンスキャンプ 1998年8月6日 静岡

県総合教育センター 演田隆士

ワークショッブρ 「化石をしらべよう」 相模原市立博物館

1998年8月9日 相模原市博物館田口公則

地球と生命一自然との共生を考える 市町村職員研修 1998 

年8月17日 市町村研修センター演回隆士

不思議いっぱいの古生物一恐竜 ~恐竜の子孫が鳥って本

当?~ 岐阜県恐竜ゼミナール 1998年8月18日

上宝村観光会館演田隆士

石を読みとく 記された地球の歴史を考える一「貝から古環

境を探る」 朝日カルチャ センタ ・横浜 1998

年8月22日 ノレミネ横浜8階松島義章

丹波篠山の成り立ちユニトピアささやま夏のちびっこ合宿

1998年8月24日 演田隆士

j賓田隆士×宮崎緑対談「人のつながりとまちの機能J 市

町村文化行政研究交流集会 1998年8月27日 小田
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原市中央公民館演田隆士

日本第四紀学会巡検案内 日本第四紀学会 1998年8月29日

国府津松田断層 ・神縄断層 ・箱根火山 今永勇

小田原の自然「動物」 小田原市教育委員会(おだわらシノレ

ノ《一大学講座) 1998年9月3日 ) 11東タ ウンセン

ター広谷浩子

「命と科学と文化j一木の命 ・木の科学 ・木の文化一吉祥

院 1998年9月6日 吉祥院檎ホーノレ 演田隆士

ユニバーサノレ・ミュージアムをめざして 放送大学東京第1

センター 1998年9月25日 神奈川県立生命の星・

地球博物館講義室演回隆士

ユニバーサル・ミュージアムをめざして一博物館における視

覚障害者への対応について 放送大学 1998年9月

25日 神奈川県立生命の星・地球博物館講義室奥

野花代子

箱根地区自然公園指導員研修会 箱根のきのこ類について

箱根自然公園管理事務所 1998年10月4日 神奈川

県立生命の星 ・地球博物館 出川|洋介

平成10年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修『環境考古課程』

「員類の生態と環境復元J 奈良国立文化財研究所埋

蔵文化財センタ- 1998年10月23日 奈良国立文

化財研究所埋蔵文化財センター 松島義章

講座『縄文の汀線を探る』について 「三浦半島南部に見られ

る縄文時代の汀線を探るJ 放送大学地学 1998年

11月7日放送大学神奈川学習センター 松島義章.

誹座『縄文の汀線を探る』について 「三浦半島南部に見ら

れる縄文時代の汀線を探る現地見学会」 放送大学

地学 1998年11月8日 三浦市油査~諸磯~城ヶ島

松島義章

変革を迫られる地球環境時代のアメニティー志向~人中心型

から地球環境重視型~ 1998年11月12日 小田原

市中央公民館演田隆士

講座『縄文の打線を探る』について 「貝化石から読み取る

情報j 放送大学地学 1998年11月14日 放送大学

東京第一学習センター 松島義章

神奈川の大地 ノト回原市教育研究所 1998年11月15日 当

博物館神奈川展示室平田大二

すべての人にやさしい博物館とは 文化環境研究所 1998年

11月16日 文化環境研究所奥野花代子

湯河原周辺の岩石 湯河原町立吉浜小学校 1998年11月18

日 吉浜小学校平田大二

果実や野菜の観察 南関東博物館ネッ トワーク小田原地区

小学校理科研究会 1998年11月19日 神奈川県立

生命の星・地球博物館講義室勝山輝男

写真を使って相模湾の魚を調べよう 江ノ島水族館 1998年

11月28日 江ノ島水族館講習室瀬能宏

理科が嫌いになるのはどうしてかつ鎌倉市教育委員会理科

センター 1998年12月3日 神奈川県立生命の星・

地球博物館講義室漬田隆士

地球と生命 神奈川県高相教育事務所 1998年12月4日 神

奈川県立生命の星・地球博物館講義室 平田大二

箱根 ・彫刻の森美術館のバリアフリ ー対策に当たって .指

導・助言 1998年12月10日 神奈川県立生命の星・

地球博物館奥野花代子

箱根ビジターセンター(環境庁)の改修に当たって・バリア

フリー対策「障害者が利用しやすい優しい施設をめ

ざしてj指導 ・助言 1999年l月 12日 箱根ビジ

ターセンター奥野花代子

地球物語その3I人の住む惑星(ほし)J第16走ミュージア

ムリレー 神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会

1999年1月2013 神奈川県立生命の星・地球博物館

講義室演田隆士

神奈川の地質と活断層 生涯学習課(県立機関人材活用講

座) 1999年1月23日 神奈川県政総合センター

1月30日 足柄上郡山北町市問(野外観察) 今永勇

相模湾の魚小田原市立酒匂小学校 1999年1月25日 小田

原市立酒匂小学校理科室瀬能宏

地球の生い立ちと環境神奈川県厚生年金受給者協会小田原

支部 1999年1月27日 神奈川県立生命の星・地球

博物館講義室平田大二

地球環境と人間の欲望 ピーエスフォーラム 1999年 l月

29日 ピーエス情報センター 潰田隆士

おだわら地学散歩小田原市中央公民館 l明 年l月31日、2月

21日、 2月28日、 3月7日(野外)、 3月14日、 3月21日

小田原市中央公民館および大磯丘陵 平田大二・新井

田秀一 ・佐藤武宏 ・田口公則 ・山下浩之 ・小出良幸

生きがいの追及について~生涯学習時代の到来を見据える

公民館サークノレ代表者 1999年2月2日 小田原市

中央公民館演田隆士

46億歳の地球 日赤紺綬有功会 1999年2月3日 横浜東急

ホテル演田隆士

魚を食べる文化と地球環境問題 えでん座(第4回) 1999 

年2月5日 日本開発銀行演田隆士

帰化植物川崎市青少年科学館ボランティア研修会 1999年

2月13日 川崎市青少年科学館勝山輝男

磯の生きものとその環境南関東地域科学系博物館ネット

ワーク 1999年2月15日 小田原市立富士見小学校

村岡健作

生物世界に見るインナーシティ問題の必撚性 樹)地域開発研

究所 l捌 年2月15日 霞ヶ関東海倶楽部績回隆士

湯河原とし、う天国を考える一箱根を背に相模灘を懐にして

湯河原町民大学 1999年2月20日 湯河原町立図書

館演回隆士

JISE研究会 ニュージーランドの植物相と植生の概要 (財)

国際生態学センター 1999年2月23日 (財)国際

生態学センター田中徳久

カニの進化を探る 日本博物館協会指導者研究協議会 1掛年2

月お日 神奈川県立かながわ女性センター 村岡健作

第80回自然講座「東京にいたゾウたちJ 東京都高尾自然科

学博物館 1999年2月28日 東京都高尾自然科学博

物館樽創

地球環境と産業界指導員研修 1999年3月l日 産業技術

短大西キャンパス 漬田隆士

サンゴの化石について うみうしくらぶ 1999年3月6日

神奈川県立生命の星・地球博物館講義室 演回隆士

西相模地震の歴史とメカニズム おだわら農協開発オーナーズ

クラブ l蜘 年3月16日 小田原農協会館演田隆士

博物館の活動都立山崎高校自然科学部 1999年3月19日

40 -



神奈川県立生命の星・地球博物館講義室他 平田大二

平成 10年度神奈川県考古学会入門講座縄文ムラの風景

「縄文の海岸線を復元する一貝類からみた海岸線の

動き-J神奈川考古学会 1999年3月28日 川崎市

高津市民館大会議室松島義章

3.8自然観察会講師等

実施日 )1慎に、名称、依頼先、日時、場所、担当者について記載した。担当者については、順不同である。

磯の動物観察会東京ガスT3横須賀、 1998年5月9日 葉

山町芝崎海岸村岡健作

野外研修会神奈川県高等学校教科研究会理科部会 1998年5

月20日海老名市相模川河川敷木場英久

箱根の自然神奈川県立教育センター 1998年6月17日 箱

根周辺 平田大二 ・田中徳久

有隣堂カノレチャークラブ 天城の森 富士・箱根・伊豆の森

を往く一有隣堂生涯学習部 1998年7月4日 静

岡県天城山 田中徳久

3. 9学術交流

箱根火山巡検私立武蔵中学校 1998年12月15日 箱根周

辺 平田大二 ・山下浩之

国府津一松田断層の見学 三浦半島活断層研究会 1999年2

月7日 大磯丘陵西部および松田山 平田大二

コケ・キノコ観察会茅ヶ崎市自然環境研究会 茅ヶ崎市赤

羽根宝積寺 1998年11月28日 出川洋介

相模湖・城山自然体験教室植物ウォッチング相模湖町総

務部企画財政課 1998年11月23日 相模湖町顕鏡

寺周辺 田中徳久

名称、日時、場所、担当者の順に記載した。担当者については、順不同である。

日本動物分類学会第34回大会 1998年4月 4 日 ~5 日 講義

室ほか高桑正敏

日本第四紀学会1998年大会 1998年8月 26 日 ~29 日 神奈

川県立生命の星・地球博物館ミュージアムシアター

ほか今永勇 ・平田大二 ・小出良幸 ・新井田秀一 ・

樽倉IJ.大島光春 ・山下浩之 ・田口公貝IJ.松島義章

神奈川地学会講演会 1998年8月30日 神奈川県立生命の

星・地球博物館ミュージアムシアタ一 平田大二・

田口公則 ・松島義章

シンポジウム「農業用水路の自然一地メダカのいる町小田

原J 1998年10月24日 神奈川県立生命の星・地球

博物館講義室瀬能宏

神奈川昆虫談話会1998年度第6回例会 1998年10月25日

講義室 高桑正敏 ・苅部治紀

箱根蝶の会 1月例会 1999年 1月23日 会議室高桑正敏

神奈川昆虫談話会 1999年度第 1回例会 1999年1月31日

講義室高桑正敏 ・苅部治紀

神奈川昆虫談話会 1999年度第3回例会 1999年3月28日

講義室高桑正敏 ・苅部治紀

第2回ヒマラヤ植物研究会公開セミナー 1999年3月5日

神奈川県立生命の星・地球博物館ミュージアムシア

ター 勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久・高橋秀男

日本変形菌研究会採集会 1998年9月27日 紹太寺・悟生沢

周辺、神奈川県立生命の星・地球博物館実験実習室

出川|洋介
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3. 10外来研究員の受け入れ

「調査研究活動に関する要綱Jに基づき、外来研究員の受け入れを行っている。今年度は、1:名受け入れた。なお、研

究内容については 3.1調査研究事業の「平成 10年度研究発表会講演要旨集」を参照のこと。

広谷彰:丹沢産のシカにおける角サイズの変化

3. 11刊行物

神奈川県立博物館研究報告(自然科学)28号

発行日

1999年 2月 15日

内容

総説

小出良幸 ・平田大二 ・山下浩之 ・新井田秀一 ・田口

公則地球科学の新しい教育法試案一博物館にお

ける地球科学教育の刷新へのケーススタディー

広谷彰:丹沢山地のニホンジカにおける角サイズの変化

新井田秀ー リモートセンシングによる土地被覆分類

-2万5千分の l箱根における検証

今永勇 伊豆衝突帯における足柄層群の層序と構造

短報

中村 一恵宮ヶ瀬遺跡から出土したニホンオオカミの下

顎骨標本について

資料

小出良幸 ・平田大二 ・山下浩之 ・新井田秀一 ・佐藤

武宏 ・田口公貝IJ:インターネットのリンクデー

タベース 自然史博物館、理科教育、地球環境、障

害者、地球科学に関するリンク集一

奥野花代子:全国の盲学校の博物館利用に関するアン

ケート調査

神奈川自然誌資料第 20号

発行 日

1999年 3月 31日

内容

大島光春 ・松島義章 :神奈川県藤沢市の完新統産クジラ

自化石について

樽創 ・松島義章 上総層群野島層今泉離岩部層から産出

した海牛類化石

田口公則 ・大島光春 ・平田由紀子 ・田中浩紀・小竹信

宏 ・樽創 ・松島義章大磯正陵，虫窪における

中部更新統二宮層の新露頭

手塚仁美 ・岸本 真弓 ・山本芳郎傷病鳥獣として救護さ

れ、放逐されたタヌキの追跡調査 野生鳥獣の放逐

に関わる問題点一

浜口哲一 。平塚海岸におけるアカウミガメの記録3例

丸山一子・中村一恵-神奈川県におけるアカウミガメの記録

伊藤宏 ・石原元 ・近磯晴 ・瀬能宏多摩川河口干潟にお

けるトビハゼの出現

工藤孝浩 ・中村 良成-横浜、川崎および中の瀬海域から

初記録の魚類 E 

山田和彦 ・工藤孝治:神奈川県三崎漁市場に水揚げされ

た魚類 ・澗

酒泉満 ・永井尚子 ・中村 友香 :小田原産野生メダカの遺

伝的モニタリング

斉藤和久 ・林 公義:森戸)11 (三浦半島)におけるヨシノボ

リ類の分布様式と個体数増減

萩原清司 ・斉藤和久 :森戸川感潮域で採集された魚類

浜口哲一相模川河口で採集されたチワラスボについて

植田育男ー萩原清司 ・崎山 直夫:相模湾江の島で観察さ

れたコウロエンカワヒバリガイ

田村俊一 逗子市田越川|で採集されたチチュワカイミドリガニ

池田等 ・倉持卓司:三浦半島・南下浦沖(東京湾口)産カニ類

岸 一弘・岸しげみ神奈川県におけるオナガサナエの分布

苅部治紀 ・高桑正敏 194θ年代前後に採集された横浜周

辺の甲虫類

山下修 ・崎山 直夫:江の島湘南港およびその周辺に出現

する水母類

勝山輝男 、ンロパナノホトケノザ(シソ科)とアメリカキ

カシグサ(ミソハギ類)の2種の日本新産帰化植物

田中徳久:神奈川県のサツキ群落
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4データバンク機能
ここでは、博物館資料の整備および利用状況についてまとめる。

4. 1資料概況

4. 1. 1 平成 11年3月31日現在の収蔵資料登録実績

(単位 点)

分 野
登録データ数 画像登録済データ数

7年度まで 8年度登録 9年度登録 10年度登録合計データ数 7年度まで 8年度登録 9年度登録 10年度登録合計デ一台数

維管束 167，334 2，310 

コケ・地衣類 2， 670 14 

菌類 。 2 

植物その他 。 。
脊椎動物 1，432 65 

軟体動物 3，390 

甲殻類 。 。
魚類 846 733 

魚類写真 7，593 3，492 

動物その他 。 。
昆虫 26，839 817 

岩石 。 492 

鉱物 181 。
化石 2， 220 3，477 

地質ボーリング 。
，ロd. 計 212，506 11，403 

4.ト2 平成10年度購入資料

[植物その他]

ギンリョウソウ(種子植物)模型

ノ¥ナイカダ(種子植物)模型

[脊椎動物]

ハスキー犬骨絡標本 1点

紀州犬骨格標本 1点

ポインター頭骨標本 1点

セントバーナード頭骨標本 1点

ケープギツネ剥製 1点

ホンドギツネ全身骨格 1点、

人類骨格模型 l点

4，003 4，494 

83 6 

459 218 

5 。。
114 705 。 4，218 
3.108 1，621 

5， 364 6，005 。 28 

742 623 

259 52 

92 。
21 594 。 。
14，251 18，564 

チンパンジー(霊長類)コドモ頭骨レプリカ 1点

クチヒゲグエノン(霊長類)コドモ頭骨レプリカ 1点

ニホンザノレ(霊長類)コドモ頭骨レプリカ 1点

アヌビスヒヒ(霊長類)コドモ頭骨レプリカ 1点

ニホンオオカミ頭骨レプリカ 1点

[魚類]

伊豆半島沿岸産硬骨魚類 170点

相模湾産水産重要魚類 15点

178.141 。 。 31 B 39 

2，773 。 。 。 。 。
679 。 。 。 。 。
5 。 。 。 。 。
1，498 。 。 。 。 。
4.210 。 。 。 28 28 

4，218 。 。 。 。 。
6， 308 。 。 。
22，454 7， 593 3， 492 5，364 6， 005 22，454 

28 。 。 。 9 9 

29，021 798 。 。 。 798 

803 。 80 。 。 80 

273 。 。 129 。 129 

6，312 2，220 625 8 279 3.132 。 。 。 。 。
256， 724 10，611 4.197 5，533 6， 329 26，670 

[昆虫]

オオアゴヒョワタンゴミムシ標本(オサムシ科 1点

ヒゲブトオサムシ類標本(オサムシ科 61点
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ミノコガネ標本(コガネムシ科 4点

ウスミノコガネ標本(コガネムシ科 4点

ハリゲミノコガネ標本(コガネムシ科 4点

モモブトヒゲブトハナムグリ標本(コガネムシ科 4点

コモモブ、 トヒゲブトハナムグリ標本(コガネムシ科) 4点

マダラアリノスハナムグリ標本(コガネムシ科 2点

ケープギツネ (KPM-NF0002131)



クロオオアゴ、へピトンボ

コクロアリノスハナムグリ標本(コガネム‘シ科 2点

シロテンアリノスハナムグリ標本(コガネムシ科 2点

トンキンツノカナブン標本(コガネムシ科 1点

サタヌスツノカナブン標本(コガネムシ科 1点

へラズノコガネ標本(コガネムシ科 10点

クギヌキコガネ標本(コガネムシ科 7点

サスマタコガネ標本(コガネムシ科 7点

ムネツノコガネ標本(コガネムシ科 6点

オオコツノクワガタ標本(クワガタムシ科) 1点

テトロプスコツノクワガタ標本(クワガタムシ科) 1点

ダーリン トンコツノクワガタ標本(クワガタムシ科) 1点

カタツノクワガタ標本(クワガタムシ科) 1点

カマアゴノコギリカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

ヒメアシナガヒレアシアオカミキリ標本(カミキリム、川功 2点

ウチワアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

クロヒレアシアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

ソライロアオカミキリ標本(カミキ リムシ科) 1点

アカアシアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

コノ〈ネミヤマカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

ソメワケアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 3点

/レリアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 2点

メキシコケンランカミキリ標本(カミキリムシ科) 3点

タイベニボシカミ キリ標本(カミキリムシ科) 1点

ツノアゴカミ キリ標本(カミキリムシ科) 1点

シセンコブずヤハズカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

アカマルコブカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

マルコブカミキリ標本(カミキリムシ科) 5点

キベリフトタマムシ標本(タマムシ科) 1点

タマゾウムシ類標本(ゾウムシ科 3点

ツノコブゾウムシ標本(ゾウムシ科 2点

カマアゴハネカクシ標本(ハネカクシ科 1点

オウサマムカシヤンマ標本(トンボ目 2点

ビロードア リパチ標本(アリ目 2点

日本産オサムシ類90亜種基礎分類標本 179点

キンイロオオホウセキゾウムシ標本(ゾワムシ科) 10点

クロホシオオホウセキゾワムシ標本(ゾウムシ科) 10点

カタハリオオホウセキゾワムシ標本(ゾウムシ科) 10点

コブパネオオホウセキゾウムシ標本(ゾウムシ科) 5点

クロオオアゴヘピトンボ標本 4点

ゾノプテノレスアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

ナシカミキリ標本(カミキリムシ科) 2点

アケボノコパネカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

オオキパアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 4点

アカアシオオアゴアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 1点

フトキオビアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 2点

キオビアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 2点、

マエアカパキテリア標本(カミキリムシ科) 1点

マエキパキテリア標本(カミキリムシ科) 1点

ミドリウスパカミキリ標本(カミキリムシ科) 2点

ブラジルアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 2点

ゴミムシダマシ標本(ゴミムシダマシ科 3点

アミメタマムシ標本(タマムシ科 1点

メクラチピゴミムシ標本(ゴミムシ科 2点

メクラチビシデムシ標本(シデムシ科 11点

ケンランタマムシ標本(タマムシ科 5点

タマムシカミキリ標本(カミキリムシ科) 2点

ノ、ネナガコパネアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 2点

ゴミムシ類標本(オサムシ科 6点

ムネコブカブト標本(コガネムシ科 1点

サスマタチビカブト標本(コガネムシ科 1点

ヒラツノクワガタト標本(クワガタムシ科 2点

ノ、ィナンコパネヤマイトトンボ標本(トンボ目 1点

ハラ トゲカワトンボ標本(トンボ目 3点

ノレリオーストラリアヤンマ標本(トンボ目 1点

カトリモドキヤンマ標本(トンボ目 1点

オーストラリアトンボ標本(トンボ目 1点

[化石]

スス ・ストロッツィ(ジャワ島産イノシシ)頭骨化石 3点

ゼワグロドン(原始クジラ)の頭骨化石レプリカ 1点

ド、ロマエオサウルス(中生代限虫類)の歯の化石 1点

サワロニトレステス(中生代~虫類)の歯の化石 1点

ステゴサウルス(中生代間虫類)の歯の化石 1点

ノトサウルス(中生代間虫類)の歯の化石 1点、

プレシオサウノレス(中生代間虫類)の歯の化石 1点

ラハ ・ヤベイ(大型巻き貝)化石 1点

三葉虫の足跡化石 2点

[地球環境]

地球観測衛星ランドサットデータ 20点

平成8年撮影航空写真 60点

コバネアオカミキリ標本(カミキリムシ科) 14点 ゼウグロドンの頭骨化石レプリカ (KPM一附0006000)
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4. 1. 3 平成 10年度寄贈資料(平成 10年度中の資料収集会議で報告されたもの)

[魚類写真] (デジタルデータとして受入れ)

ネジリンボウほれ魚動k中写真 7点
キノレリラフ、〉レス・ジョンソニ朴劫'7.k中写真 8点

フィジー産ほか魚類水中写真 59点

スミラン諸島産ほか魚類水中写真 15点

カゴ¥ンマオコゼ水中写真 l点

カクレクマノミ水中写真 I点

トビハゼ生態写真 1点

沖縄島産魚類水中写真 4点

クビアカハゼ水中写真 l点

八丈島産魚類水中写真 47点

ヨコスジテンジクダイ水中写真 l点

大瀬|崎産魚類水中写真 2点

ネンブツダイ水中写真 12点

スミラン諸島産ほか魚類水中写真 7点

コショウダイ水中写真 1点

奄美諸島産魚類水中写真 2点

シラコダイ水中写真 l点

パラオ産ほか魚類水中写真 4点

イシダイ×イシガキダイ水中写真 l点

オハグ、ロベラ (KPM-NR0016998)

大瀬崎産魚類水槽写真 15点

ヒメタ守テハゼ水中写真 l点

イザリウオ水中写真 l点

タマテハゼ、属未同定種水中写真 l点

富戸産ほか魚類水中写真 8点

三保産ほか魚類水中写真 8点、

葉山産魚類水中写真 65点

サイパン産ほか魚類水中写真 60点

スジモンニセスズメ水中写真 l点

大瀬崎産魚類水中写真 7点

葉山産魚類水中写真 33点

江ノ島産ほか魚類水中写真 235点

宮古島産ほか魚類水中写真 6点

大瀬崎産ほか魚類水中写真 90点

マブーノレ島産ほか魚類水中写真 5点

三浦半島産魚類水槽写真 21点、

セナキノレリスズメダイ水中写真 l点

タツノオトシゴ属未同定積水中写真 l点

沖縄島産ほか魚類水中写真 16点

八丈島産魚類水中写真 3点

大瀬|崎産魚類水中写真 2点

大瀬|崎産魚類水中写真 2点

ヤリテンク、水中写真 l点

久米島産魚類水中写真 5点

串本産ほか魚類水中写真 27点

柏島産ほか魚類水中写真 142点

サザナミヤッコ水中写真 l点

ツキチョウチョウウオ水中写真 l点

水納島産魚類水中写真 4点

大瀬11崎産ほか魚類水中写真 48点

ケラマ諸島産ほか魚類水中写真 201点

キントキダイほか魚類標本写真 14点

テナガカクレウオ水中写真 l点

イッポンテグリ水中写真 l点

大瀬11碕産魚類水中写真 2点

ホソフウライウオ水中写真 l点

マウデズ・シュリンフpゴ、ビーほか水中写真 Z有、

和歌山県南部産ほか魚類水中写真 11点

パリ島産魚類水中写真 20点

マブー/レ島産魚類水中写真 2点

ヘリシロウツボ水中写真 l点

久米島産ほか魚類水中写真 173点

宮古島産ほか魚類水中写真 6点

宮古島産ほか魚類水中写真 38点

キポ属の l種1水中写真 1点

ヤノダテハゼ、水中写真 l点

カマキリ水中写真 l点

ギンポ水中写真 2点

ヤノタマテハゼ水中写真 l点

奄美諸島産魚類水中写真 9点

ケラマ諸島産ほか魚類水中写真 1116点

富戸産ほか魚類水中写真 62点

ラパウリクティス属剥司崩事ま加k中写真E6点

マブール島産魚類水中写真 2点

タツノオトシゴ、属未同定種水中写真 1点

ケラマ諸島産ほか魚類水中写真 20点

ミズタマヤッ コ水中写真 1点

ホシエイ水中写真 l点

アゴアマダイ属未同定種水中写真 l点

小笠原諸島産ほか魚類水中写真 765点

赤沢産魚類水中写真 3点

赤沢産ほか魚類水中写真 94点

ニセボロカサゴ、水中写真 1点

アマゴ×ヤマメ水槽写真 1点

大瀬崎産ほか魚類水中写真 9点

大瀬崎産魚類水中写真 2点

アカオピコテグリ水中写真 l点

クジャクベラ水中写真 3点

久米島産魚類水中写真 42点

広
UAq
 



カサゴ (KPM-NROO16964) 

ケラマ諸島産魚類水中写真 2点

ユワゼン7)<"1コ写真 l点

沖縄島産魚類水中写真 4点

早川産ほか魚類水中写真 37点

ニセボロカサゴ水中写真 1点

伊豆大島産魚類水中写真 7点

ミサキウパウオ水中写真 1点

大瀬崎産ほか魚類水中写真 426点

初島産魚類水中写真 3点

隆良問諸島産ほか魚類水中写真 257点

富戸産ほか魚類水中写真 259点

ヒメゴ、ンベ水中写真 l点、

串本産魚類水中写真 128点

マブーノレ島産ほか魚類水中写真 82点

富戸産ほか魚類水中写真 36点

石垣島産魚類水中写真 16点

ツノレグ.エ水中写真 l点

クモウツボ水中写真 l点

串本産魚類水中写真 112点

赤沢産魚類水中写真 2点、

八丈島産魚類水中写真 5点

4. 1. 4 平成 10年度既存資料の加工
既存の資料を保存や展示のために加工を行った。

[替椛動物]

オランクータン♀全身骨格標本作成 l点

ニホンカモシカ頭骨標本作成 1点、

ニホンイノシシ頭骨標本作成 1点

ニホンジカ頭骨標本作成 18点

宮古島産魚類水中写真 8点

ヤマヒメ水中写真 l点

シーラカンス冷凍標本写真 1点

伊江島産ほか魚類水中写真 3点

伊豆半島沿岸産ほか魚類水中写真 195点

サク ラダイ水中写真 5点

赤沢産魚類水中写真 5点

大瀬崎産魚類水中写真 131点

西表島産ほか魚類水中写真 174点

奄美諸島産ほか魚類水中写真 15点

インドネシア産魚類水中写真 2点

大瀬|崎産魚類水中写真 9点

赤沢産魚類水中写真 2点

大瀬I[府産ほか魚類水中写真 72点

徳之島産魚類水中写真 2点

早川|産ほか魚類水中写真 17点

井田産魚類水中写真 28点

熱海産魚類水中写真 40点

熱海産魚類水中写真 1点

ゴ、マニザ水中写真 1点

慶良問諸島産魚類水中写真 2点

土肥産魚類水中写真 12点、

ホカケトラギス水中写真 1点、

安良里産ほか魚類水中写真 3点

ヒアキヨウジ水中写真 l点

熱海産魚類水中写真 13点

早川産ほか魚類水中写真 229点

マブーノレ島産ほか魚類水中写真 3点

サイパン島産魚類水中写真 12点

タマムシサンゴアマダイ水中写真 1点

早)[[産ほか魚類水中写真 54点

西表島産魚類水に|コ写真 13点

大瀬[[時産魚類水1:1コ写真 2点

イン ドネシア産魚類水中写真 15点

オランウータン (KPM-NF0002023)
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[化石]

池子シロウリガイ化石ブロック加工 8点

[岩石]

丹沢層群J疑灰岩類切断研磨 5点

丹沢層群石英閃緑岩類切断研磨 3点

丹沢層群結品片岩類切断研磨 5点

丹沢層群大理石切断研磨 1点

丹沢層群ホルンフェルス類切断研磨 2点

丹沢層群磯岩類切断研磨 3点

丹沢層群泥岩類切断研磨 2点

箱根火山古期外輪山溶岩類切断研磨 4点

箱根火山新期外輪山溶岩類切断研磨 2点

箱根火山中央火口丘溶岩類切断研磨 4点

丹沢層群石灰岩 (KPM-NL0010012)

4.1.5採集その他による資料
[維管束植物]

日本産維管束植物標本 4499点

[軟体動物]

相模湾産軟体動物標本43点

陸産異類標本 4点

ヒオウギガイ標本 10点

ハマグリ標本 3点

マシジミ標本 13点

[魚類]

日本産魚類標本 1313点

魚類標本写真 1013点

外国産魚類標本 140点

[化石]

西小磯 ・大磯層産貝化石 3点

足柄層群産貝化石など 402点

野島層今泉砂牒岩部産ホタテガイ化石 6点、

中津層群初声層貝化石 9点

4. 2図書資料収集状況

今年度受け入れした和書の冊数は、購入が 480冊、 寄贈が 339冊であり、洋書については、購入が 16冊でおあった。受

入れ図書の合計は 835冊である。平成 11年 3月31日現在の所蔵資料総数は次のとおりである。

圏内刊行図書 7，859冊

国外刊行図書 2， 288冊

購入国内雑誌 10タイトノレ

購入国外雑誌 27タイトノレ

寄贈国内雑誌 864タイトノレ

寄贈国外雑誌 396タイトノレ

ビデオソフト 262巻

CD-ROM 15タイトノレ

マイクロフイノレム 23リーノレ

ウ

444 



4. 3資料利用状況

4. 3. 1 資料特別利用
博物館が収集した資料を広く研究等に供するために特別

利用の制度を設けている。このため、当館資料を研究に利

用しようとする者は、特別利用承認申請書を提出し、承認

を受ければ収蔵資料の閲覧 ・計測 ・撮影などができる。こ

の際得られたデータは研究データとして利用できる。

[資料特別利用状況]

ヘビギンポ料魚類の分類学的研究魚類フィルム37点標本57点

ヤエヤマシロガシラの分類学的地位の再検討と沖縄本島産

シロガシラの起源の検討鳥類標本18点

タヌキ ・アナグマ ・テンの頭骨形態の地理的な変異の検討

日南乳類 標本82点

当館展示解説書掲載図の他館展示パネルへの利用 地球環境

ギギ科化石の古生物地理 ・系統研究古生物標本 1点

小・中学校理科教科書への掲載古生物標本撮影 26点等

4.3.2 資料館外貸出利用

博物館が収集した資料を広く教育等に供するために館外

貸出の制度を設けている。 利用希望者は、館外貸出承認申

請書を提出し、承認を受ければ収蔵資料を借りることがで

きる。

4.4資料爆蒸

博物館資料を永く良好な状況で保存するために、収蔵資

料に対して;膿蒸を実施した。

[期間]平成 10年6月5日"'6月9日

[内容]殺虫、殺菌を目的とする密閉;壊蒸(エキボン)

[場所]・収蔵庫1 (動物・植物 ・古生物 ・地球環境標本)・

収蔵庫2 (昆虫標本)・昆虫標本製作室 ・液浸標本収蔵庫
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平成 10年度特別利用状況

関覧 撮影 研究 掲載 展示 ノj、言十

昆虫 6件 61'牛

軟体動物 5件 5件

動 魚類
2件 l件 3件

94点 l点 95 ，~ 

両生 ・
~虫類

物 鳥類
l件 1件 2件

18点、 18点

晴乳類
2件 l件 3件

82点 82点

植物 551'牛 55件

地学
l件 21牛 l件 M牛

l点 3点 L有、 5点

古生物
4件 2件 l件 l件 5件 13件

28点 L長 1点 59点 89点

小言十
73イ牛 3件 5件 4件 6件 91件

29点 195点 5点 60点 289点

平成 10年度館外貸出状況

貸 出
ノl、計

資料 画像 ・写真

昆虫

動 軟体動物

魚類 151'牛 22L長 l件 37点 1M牛 258点

両生 ・ ~虫類 1件 I点 l件 l点
物
鳥類

晴乳類 1件 2;点 1件 2点

植 物 6件 188点 6件 188点

地 点ザ主らー l件 7点 l件 7点

古生物 6件 251点 61'牛 251点

小計 291牛 663点; 2件 44点 31イ牛 707 ，~ 



5.学習支援機能

県民の生涯学習意欲が高まる中で、その受け皿としての一翼を担う博物館への期待も大きくなっている。三の県民ニーズ、

に応えるため、当館の特質を生かした学習支援事業を展開した。この事業は「講演会」、「講座」、「博物館ボランティア活動J

により構成している。

5. 1自然科学講演会

〔自然科学講演会〕

事 業 名 開催日/場所 参加者 5茸 師 等

増井光子(麻布大学教授)・長谷川善和(群

特別展連続講座 9月6・13・20日 200名 馬県立自然史博物館館長)菱川昌子(園皐

院大皐) ・中村一恵

特別展講演会
2月21日

124名
鈴木博(横浜国立大学名誉教授)

3月21日 渡濯精一(東京水産大学教授)

5. 2講座

〔研究テクニック講座〕

事 業 名 開催日/場所 参加者 t葬 師 等

地形ウォーキング
5月 3目

雨天中止
小田原市国府津

図鑑を作ろう 一魚編
5月10・18日

8名 瀬能宏
実習実験室

スゲ属植物分類
6月 3日

34名 勝山輝男
実習実験室

化石研究テクニック
7月29・30・31日

10名 田口公則 ・樽創・大島光春
実習実験室

箱根の植物群落
9月11日

50名 田中徳久 ・木場英久 ・出川洋介
箱根町駒ヶ岳

くだものと野菜観察
9月26日

13名 勝山輝男
実習実験室

地形ウォーキング
10月10日

34名 山下浩之 ・新井田秀一 ・佐藤武宏
松田町松臼山

化石採取と観察
10月17日

雨天中止
大磯町西小磯

図鑑を作ろう 魚編
11月8・15日

10名 瀬能宏
実習実験室

大地の生い立ちを探る
12月12・13・26・27日

平田大二 ・小出良幸・ 山下浩之 ・
大磯町西小磯 ・山北 30名

大地の時の流れ
町谷峨 ・実習実験室

田口公則

図鑑を作ろう 魚編
1月18・25日

5名 瀬能宏
実習実験室

冬芽の観察
2月14日

22名 勝山輝男・木場英久
長輿山 ・風祭

2月20・21日

鉱物研究講座 実習実験室・千葉県 34名 加藤昭 ・平田大二

鋸南町勝山
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〔身近な自然発見講座〕

事業名 開催日/場所 参加者 3韓 師 等

第1回 4月15日 雨天中止

第2回 5月20日 博物館~妙力寺~長寿園 32名 高桑正敏 ・田中徳久

第3回 6月17日 博物館内 32名 小出良幸 ・田口公則

第4回 7月15日 博物館~一夜城公園 18名 新井一政 ・広谷浩子 ・田口公則

第5回 10月21日 博物館~辻村植物園 26名 高桑正敏 ・勝山輝男 ・出川洋介

第6回 11月18日 博物館~一夜城公園 14名 新井一政 ・出川洋介

第7回 12月16日 博物館~吾性沢~長寿園 29名 高桑正敏 ・勝山輝男

第8回 l月20日 博物館~長輿山 27名 田口公則 ・出川洋介

第9回 2月17日 博物館~小田原城祉公園~小田原駅 18名 小出良幸 ・田口公則

第10回 3月17日 博物館~長興山~風祭 41名 新井一政 ・広谷浩子 ・出川洋介

〔学校5日制対応講座〕

事 業 名 開催日/場所 参加者 5茸 師 等

雑木林ウォッチング
4月11日

11名 勝山輝男 ・木場英久 ・出川洋介
秦野市弘法山

-
水辺の動物ウォッチング

5月9日
41名 新井一政 ・広谷浩子・ 萩谷信二

松田町川音川

5月23日
瀬能宏 ・佐藤武宏 ・野村智之(博

磯の動物ウォッチング
真鶴町=っ石海岸

57名 物館ボランティア)・足立文(江

ノ島水族館) ・出川|洋介

水辺の昆虫ウォッチング
9月12日

46名 高桑正敏 ・苅部治紀
愛川町八菅山

きのこウォッチング
10月17日

37名 出)11洋介 ・田中徳久・木場英久
大磯町湘南平

鳥ワォッチング
11月14日

25名 中村一恵 ・広谷浩子 ・田口公則
小田原域社公園

研究テクニック講座 ・地形ウォーキング

学校5日制対応講座 ・磯の動物ワォッチング
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〔博物館スクーノレ〕

事 業 名 開催日/場所 参加者 3蒋 師 等

ちょっと大きくしてみよう
7月25日

18名 木場英久
実習実験室

夜の昆虫探検隊
7月26・27日

48名
佐藤勝信(友の会)・ 高桑正敏 ・

山北町中川温泉 ヌlj部治紀

オオカミってどんな動物
8月8日

60名 中村一恵 ・大島光春 ・広谷浩子
博物館内

化石教室
8月20日

38名 田口公則 ・大島光春
実習実験室

博物館探検隊
8月26日

43名 広谷浩子
博物館内

3月25・26日

動物の行動観察 実習実験室 5名 広谷浩子

小田原城士止公闘

博物館探検隊
3月28日

27名 佐藤武宏
博物館内

〔神奈川オープンカレッジ〕

事 業 名 開催日/場所 参加者 5茸 師 等

内山 寛(日本大学生物資源科学部)

11月3・21・29日
城川四郎 (神奈川県植物誌調査会)

宮崎卓(神奈川県植物誌調査会)
植物分類学講座 12月20日 46名

田中一雄 (神奈川県植物誌調査会)
〆
実習実験室

福留正明 (神奈川県植物誌調査会)

勝山輝男 ・問中徳久 ・木場英久

〔教員のための博物館講座〕

事業名

15年次教員研修

開催日/場所

8月 4日

博物館内

5茸 師 等

37名 |奥野花代子 ・広谷浩子 ・大島光春

〔企画普及講座〕

事 業 名 開催日/場所 参加者 5茸 師 等

植物画講座
4月29日

31名
箱根町仙石原高原

小林政紘 ・勝山輝男・木場英久

5月9日

植物画講座 駒ヶ岳を予定したが雨 22名
小林政紘 ・勝山輝男 ・木場英久 ・

天のため実習実験室
出川洋介

噌
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5. 3博物館ボランティア活動

当館は、ボランティア活動を生涯学習の一環として学習支

援事業に位置づけている。このボランティア活動には、「学芸

ボランティアJと今年度より導入・開始した「誘導・案内ボラ

ンティア」の2通りがある。

「学芸ボランティア」は、主に博物館資料の整理、調査研究

への協力、標本作成、データ入力、などを行い、その活動を通

して学芸員の知識や技術を得て、白己の学習を向上させ、自

己実現をはかることを目的としている。学芸員及び職員は、

ボランティアが生き生きした活動、新しい発見、喜びが得ら

れるよう協力し、ボランティア自身の知識や特技、経験などの

長所が生かせるよう菌白意しながら、その学習を支援している。

一般の方々にも広く当館でのボランティア活動Jを理解し

ていただき、その活動の場を提供するために、新たに 「誘

導・ 案内ボランティア」 を導入した。その活動は、視覚障

害者の方々や盲学校が博物館利用の際に対応し、「音声ガイ

ド」場所及び説明部分への誘導・案内を主としている。申

し出により入生田駅からの送迎を行うこともある。今年度

の活動は次のような内容である。

これらの活動に関し、昨年度に引き続き 「ボランティア

体験講座Jを開催し、養成を図った。

生命の星 ・地球博物館におけるボランティア活動

「神奈川県立生命の星 ・地球博物館ボランティア」分野別登録者数及び活動状況

保険加入 活 動 状 況(延べ人数) 講座後、活動者含む
分 野 担当職員名 1 0年度登録人数 申出者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

勝山 輝男 2 2名男性 2名 1名
維管束 木場英久 女性20名 1 8名 2 5 2 1 2 6 2 0 2 5 3 2 3 8 2 8 2 6 3 5 3 1 2 1 3 2 8 

植物 田中徳久

非維管束 出JlI洋介 4名男性 1名 1名
女性 3名 2名 。 。 。 。 。 。 2 3 3 I 1 1 2 1 

晴乳類 広谷浩子 講座後活動(男性3名) 。 9 9 
(女性3名)

魚類 瀬能 宏 27名男性13名 1 2名
女性 14名 1 4名 11 2 8 2 7 11 1 8 1 8 1 5 2 0 2 2 2 6 1 7 2 1 2 3 4 

動物
貝類 佐藤武宏

講座後活動(女性3名) 2 5 7 

昆虫 品桑正敏 1 3名男性 T名 自名
苅部 ，古紀 女性 6名 5名 11 1 0 B 7 7 9 I 1 3 11 1 5 8 1 1 5 1 0 1 2 4 

岩石 今永 勇 11名男性 4名 4名
女性 7名 6名 8 I 1 1 1 8 1 4 1 6 8 I 1 5 T 2 7 8 I 1 3 1 2 7 

地球 地学 平田大二 1 5名男性 3名 3名
環t鏡 小出良幸 女性 12名 1 0名 2 3 1 2 2 1 1 2 11 1 6 2 0 2 6 3 0 2 4 2 6 2 9 2 5 0 

山下浩之

リモート 新井田秀一 3名男性 2名 2名
を'Jjンヴ 女性 1名 日名 4 4 E 3 4 4 3 3 4 3 8 

古生物 機 :wJ T名男性 1名 1名
大島光春 女性 6名 5名 4 T 6 3 。 4 3 3 4 2 5 1 1 4 5 5 
回口公則

博物館学 奥野花代子 2名男性 O名 。名
女性 2名 2名 3 3 4 3 5 3 2 3 2 4 3 6 4 1 

ミュージアム 内田 ，1Z 3名男性 2名 2名
ライブラリ 女性 1名 。名 。 3 3 5 。 。 。 。 。 。 5 1 7 

4口札面1 107名男性35名 3 2名
女性72名 6 1名 87 I 100 117 81 86 94 I 110 101 104 110 113 148 1. 251 

誘導・案内 奥野花代子 20名男性 4名 3名 開始 2件 。{牛 1件 1件 1件 5f牛
女性 16名 8名 平成10年11月15日 18名 。名 7名 10名 10名 45名

総合計 1. 296 
Lーーーーーーー
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年代別登録数

1 0代 2 0代 3 0代 4 0代 5 0代 6 0代 7 0代 合計

A弓'-'与与 男性 O 3 1 1 7 3 7 4 3 5 
て土r
コ0;;

関 女性 1 3 1 6 1 9 1 9 4 O 7 2 

係

合計 1 6 2 7 2 6 2 2 1 1 4 107 

誘 男性 。 。 O 。 3 O 

導

. 女性 。 4 7 3 。1 6 
案

内 合計 。 1 l 4 8 6 O 2 0 
一一一

市町村別登録数

A子'-'ー与 せ士
関 係 誘導・案内-z;: 

市町村名 男性 女性 合計 男性 女性 合計 |

横浜市 8 9 1 7 l 2 3 

厚木市 2 4 6 2 

伊勢原市 2 3 5 O 

海老名市 O 。。。
小田原市 8 1 9 2 7 6 7 

鎌倉市 O 2 2 O 。。
川崎市 3 2 5 O 

相模原市 3 4 O l 1 

座間市 O 。。O 
茅ヶ崎市 O 4 4 。O O 
秦野市 。4 4 O 。。

A子'-'一予 三士
関 係 誘導・案内-z;: 

市町村名 男性 女性 合計 男性 女性 合計

平塚市 O 。O 1 

藤沢市 2 5 7 。l 
南足柄市 4 5 。。O 
大和市 。2 2 。2 2 
横須賀市 O l O 。O 
開成町 O 。。O 
津久井町 1 O O O O 

二宮町 。4 4 。

県 タト 4 6 1 0 。O O 

ム口 計' 35 72 168 4 16 20 

内
〈

υ
「円

υ



平成 10年度「博物館ボランティア体験講座」 平成11年2月2日(火)-11日 (木)の5日間 1 0時-15時

講座内容等

回| 期日 1時間 | 内 容 |対象者 | 場

1 1 2月 2 日 ILO:OO~ll:OOI 受付、開会、挨拶、日程・講座内容説明、概要説明、諸注意等 !応募者全員

所 | 担当者

企画情報部長及び奥野
〈火) 1 一一一… l
II : 00~12 ∞ |展示室 〈自由見学〉 (奥野)

講義 室 い
ï:i ;oü::: i4 .;.30 1. .~講演「閉館におけるボランティア活動」 守岡大学平均戸|ザ苧び<7nJ7干時 (奥野)

14: 30~15 :00 1鍋当者紹介、各担当 ・分野別にオリエンテーション 応募者全員 各担当者、奥野

〈各専門ごと 3日間分 野|分 野 grJ 内
定員 |応募数 |決定

容 I7 0名 I107名 18 6名

2 1 2月 3 日 ILO :00~ 15 ∞ | 岩石
〈水) 1 

地学

展示資料整理、展示準備の協力等

展示資料整理等

1 0名 11 2名 11 2名 |大型標本製作室ほか|今永

瓦f..aiifa一五 |地点坊主三一、|示一;山正 平白
3 1 2月 5日

(金〕 リ半二卜一五万守一一|一面二玩証二"3 / (J/I'，-n瓦品二た量二副主主主 1 5名 9 名 I ...(ì名 | コ /l'r~)レームほか 新井田

4 1 2月日日
〈火〉

古生物

噛乳類

昆虫

魚

員類

植物

キノコ・コケ

~~-子7ιぅイプう IJ-

化石資料整理、データ入力等

資料整理、データ入力等

原本作成、情報システムへのデータ登録等

標本整理、資料漫影、写真資料整理等

標本作成、資料整理、情報システムへのデータ登録等

標本製作、デタ入力等

標本製作、データ入力等

図書資料整理、図書の装備、データ入力等

5 1 2月11日110:∞~ll:30 1 *活動・体験発表(現在活動中のボランティアから)
〈祝・木) 1 町田設さん(昆虫部門から〕

姥子貞二さん(地学部門から〉

II : 30~12 : 00 1 *意見交換(現在活動中のボランティアおよび職員等と)

1 1. .~.: . 1 叩 l I:l::::::::: 樽・大島・田口

広谷

:5~1 .....(ì名
6名一L宇習実験主ほか 高桑・苅部

5名 1 4名 1 4名|液浸標本収蔵庫ほか|瀬能

5名 1 2名 1 2名 |実習実験室ほか |佐藤

1 0名 12 7名 11 2名|標本製作室ほか |勝山 ・田中・木場9

5名 1 7名 6名|標本製作釜ほか 出川

5ιlio名r.iu名 |友の会室・書庫 内田

応募者、お万J7活動者、奥野
学芸員、職員等

講義室

貯:円~1:<.3.Ür*.~手「生命手J 一一一一li---2tf秀一! 館主演~':l~. l ザ主主空o7n{7活動者 〔奥野)

14 : 30~15 : 00 1講座のまとめ、修了証の交付、畳録手続き説明等、閉会 応募者全員 館長及び奥野

*印の講座は、現在、当館で活動をしているボランティアの方々の希望者も参加します。

「平成 10年度樽物館ボランティア講座ー主に視覚障害者への誘導 ・案内等ーJ

講座内容等

回|期日|時間|内 容|対象者及び人数|場 所|担 当 者

1 1 8月11日110:OO~IO: 30 1開会、挨拶、日程・講座内容説明、諸注意等 応募者全員 企画情報部長及び奥野

〈火 ー ーー |

10 : 30~12 : 00 1当館の概要および当館のボランティ 7活動について 学芸員奥野花代子

講義室

13 : 00~15 : 00 1 *講義「ボランティア活動とは応募者及びあ汗J7活動者 1(奥野〕

青少年総合研修センタ一事業銅盤担当部長野村幸雄氏

2 1 8月12日110:00~12 : 00 1 *講義「全国の樽物館の視覚問者の対応についてー調査結果からー 応募者及び問7活腕学芸員 奥野花代子
(水 一 ー一一 .............. ............1 講義室

*説明「音声ガイドの取り扱L、」

13 : OO~ 15 : 00 1 *実習「音声ガイドによる展示室見学」 展示室

3 1日月 22日110: OO~ 15 : 00 1 *鵬・実習「視蜘害者等の闘のしかたの実際応募者及び玉川活動者 | 講義室 1 (奥野)

〈土 筑波大学附属盲学佼教自白 鳥山 由子氏

4 1 8月23日110 : OO~ 12 : 00 j *講義「博物館におけるボランティア活動」 応募者、お万ィT活動者、 (奥野〕

〈日 神奈川県立生命の星・地球博物館館長潰田隆士

講義室

13 : 00~14 ・ 00 1館長ほか職員等との意見交換 |応募者会員 館長ほか鞍員及び奥野

14 : 00-15 : 00 1講座のまとめ、今後の活動について、修了証の交付、登録手続き説明等、閉会 企画情報部長及び奥野
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5. 4ミュ-ジアムライブラリー

博物館2階にあるライブラリーでは、来館者に公開して当

館のテーマに関連した自然関係の図書、雑誌の閲覧や複写、

ビデオ等の視聴サービスを提供している。

また、博牧館情報システムによる情報検索の便宜をはかる

とともに、 学芸員による学習相談、レファレンス、展示に関

する質問、相談にも対応している。

この他、 学習指導員 (6名)を配置している。業務として

は団体客の申込み受付や下見の対応、見学に先立ち、館内の

展示物の説明、見所等を紹介するガイダンスを希望する団体

には行っている。さらに小・中学校及び高校生の課題、自由

研究等へのアド、パイスなどを行い、県民により身近で聞かれ

た博物館、学校との連携を深める博物館を目指している。

5. 5広報

ミュージアムライブラリー

博物館広報活動は、常設展示をはじめ特別展、企画展といった資料展示や、各種の観察会や講演会 ・講座といった学習支

援活動などを広く 県民にお知らせし、参加を促すことを目的としている。

今年度の広報活動は、昨年度に引き続きリーフレッ トなどの印刷物の作成、新聞・雑誌など、パブ、リシティーへの情報提供、

交通機関などへの広告掲示を積極的に行った。

5. 5. 1 リーフレット等の作成・配布
博物館の展示概要やミュージアムシアターの上映内容をコ

ンパク 卜にまとめたリーフレッ卜や、特別展・観察会・講座な

どを告知する催物案内チラシを作成した。また、年2回の特

別展に合わせポスターとチラシを各々作成した(右表参照)。

これらの印刷物は、身近なPR紙として来館者はもとより、

県内では、各自治体の広報窓口、観光協会、旅館・保養所、公

立図書館、公私立の小学校・中学校・高等学校へ、また全国の

大学、各種博物館園、旅行代理庖などに配布した。

5~ 5. 2 パブリシティー活動

博物館の行う各種催物の案内は、地元の小田原記者クラ

ブ21社のほか、 首都圏をはじめとする約 100社のT

V'新聞 ・雑誌等情報メディアへ、また県内各自治体の広

報窓口と観光協会をとおして毎月定期的に提供している。

とくに特別展と企画展については、前日に内覧会を催すな

ど様々なかたちで記事として紹介されるように努力した。

右に、これらの結果紹介された記事件数を、文字媒体と

放送媒体に分けてまとめた。

5. 5. 3 各種広告

有料広告としては次の契約を行った。

交通機関では、特別展の広報として箱根登山鉄道、小田

急電鉄、相模鉄道、 JR (東海道線)の各社での電車内吊り

広告を掲示した。

広告板などでは、箱根登山鉄道小田原駅および箱根湯本

種類

博物館リーフレット

iュー〆7ムシアターリー7レッ卜

特別展ポスター(年2回)

特別展チラシ(年2回)

催物案内チラシ(年4回)

部数 (計)

100， 000 

400，000 

2，400 

80，000 

20， 000 

[新聞 ・雑誌等掲載件数]

.当館と館活動紹介記事

一般誌25、タウン紙等12、情報誌・旅行ガイド等雑誌71、

ホームページ ・CD-ROM. FAX情報等 10

-催物告知と内容紹介記事

一般誌38、タウン紙等67、情報誌等雑誌89、ホームペー

ジ・FAX情報等5

[TV  ・ラジオ等放送件数]

-当館と館活動紹介番組 TV  ・ビデオ11、FM2

・催物告知と内容紹介番組 TV・ビデオ36、FM12

駅構内に掲示の駅周辺案内板を使った広告と、入生田駅構

内での看板・案内板の掲示を、また国道 1号線沿いの電柱

18カ所に広告板を設置した(以上、継続事業)。

新聞等では、神奈川新聞、毎日新聞、東京新聞のほか、タ

ウン紙、科学系雑誌、時刻表などへ広告を出した。

民
υzu 



5. 6博物館実習受け入れ状況

5.6. 1 博物館実務実習
当館では自然系分野を専攻し、学芸員の資格を取得しよ

うとする学生を博物館実習生として受け入れている。原則

として 1年間に20名以内の実習生を受け入れることになっ

ており、平成10年度は12名の実習生を受け入れた。実習

は企商情報部企画普及課が担当する3日間の一般実習およ

び学芸部が担当する 6日間の実務実習からなり 、その詳細

は次のとおりで、あった。

[内訳]

・大学別(受付順)

東京農業大学農学部

東京都立大学理学部

日本大学文理学部

青山学院大学文学部

横浜国立大学教育学部

日本大学生物資源科学部

.男女別

男 9名

女 3名

名

名

名

名

名

名

t
i

t

i

-

-

t

i

A
U
Z
A吐

-配属分野別

動物A(脊椎動物)グループ 1名

動物B (無脊推動物)グループ 3名

植物グ、/レープ 2名

古生物グループ

地球環境グループ

2名

4名

[実施日と主な内容]

一般実習 (3日間)

8 月 20~2 1 日・ 9 月 25 日

博物館の概要・展示 ・研究 ・位置づけに関する講義

展示および収蔵庫等施設見学・グ、ノレープデ、イスカッション・

ワークシート作成、発表

5.6.2博物館見学実習
当館では大学の学芸員養成課程である博物館学の一環と

して、施設見学を中心とした博物館見学実習を受け入れて

いる。この実習は、実務実習と異なり 、専攻 ・専門分野を

問わず、広く施設を公開し、見学を受け入れている。この

実習は主に企画情報部企画普及課が担当し、大学からの要

請により学芸部が補助的に担当する。平成10年度は11件

の見学実習を受け入れ、その詳細は以下のとおりであった。

実務実習(下記の期間内の6日間)

・動物A(脊椎動物)グ、/レープ

8 月 25~30 日

標本整理と情報システムへの登録

資料撮影

収蔵庫整備

・動物B (無脊椎動物)グ〉レープ

9 月 11~20 日

標本の作成、整理と情報システムへの登録

観察会の引率と講師補助

収蔵庫整備

・植物グループ

9 月 3~ 11日

標本整理と情報システムへの登録

ジャンボブック展示替え

観察会の引率と講師補助

.古生物グループ

9 月 2~23 日

化石ラボVTR作成

.地球環境グ、/レープ

9 月 2~ 10目

標本整理と情報システムへの登録

展示プラン作成

観察会モデノレコース作り

ワークシート作成

実施日 大学
人
大学側担当教官

博物館仰IJ I 
数 担当者

5月16日 桜美林大学 25 二島次郎教授 佐藤武宏

6月28日 日本大学 29 奥谷喬司教授 佐藤武宏

7月30日 玉川大学 34 加藤悦子助教授 佐藤武宏

8月 4日 麻布大学 36 教務課 佐藤武宏

8月25日 東海大学 30 教務課 佐藤武宏

9月17日 麻布大学 12 佐俣哲郎助教授 佐藤武宏

9月26日 桜美林大学 25 二島次郎教授 佐藤武宏

10月18日 日本大学 36 奥谷喬司教授 佐藤武宏

12月 3日 昭和女子大学 62 木下売助助教授 佐藤武宏

12月 6日 東海大学 35 西源一郎教授 新井田秀一

12月20日 東海大学 30 西源一郎教授 新井田秀一
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5. 7神奈川県立生命の星・地球博物館友の会

発足より 2年目となり、入会者数は3月末で520名となった。「友の会通信」を7から 12号まで発行し、友の会の今後の

あり方を探るためのアンケートをまとめ、6月には会員名簿を発行し、 12月には友の会会員によるホームページも開設した。

友の会の運営は会員有志で構成される事務局によって運営されている。事務局のもとに、現在主に4つの行事グループが活

発な活動を展開している他、サロン ・ド ・小田原や館との共催行事で、も活発な活動がみられる。

[博物館友の会主催の行事]

月 日 イ'丁ー 事 名 開催場所 行事グノレーフ。名 館側担当者 参加者数

5月30日 第2回総会 講義室 友の会 学芸員全員 40名

6月13日 芦ノ湖取水堰周辺の自然観察会 Part1 湖尻~仙石原 自然倶楽部 新井 ・広谷 13名

7月18日
城ヶ島地学観察会

実習実験室
地学観察会 今永 16名

7月26日 城ヶ島

7月19日 勝山 ・田中 ・

22~26 日
自由研究相談室とオープンラボ 実習実験室他 オープンラボ

出川・高桑・
1800名

8月1・9・ 苅部・新井・

22・23日 樽 ・平田

7月26.27日 夜の昆虫探検隊 西丹沢中川温泉 I罰桑 ・苅部 48名

8月1日 メダカの観察会 小田原市 用水路の観察会 瀬能 ・広谷 25名

10月10日 芦ノ湖取水堰周辺の自然観察会 Part2 湖尻~仙石原 自然倶楽部
勝山・新井 ・

40名
広谷

11月22日
西丹沢地学観察会

実習実験室
地学観察会 山下・広谷 29名

11月29日 西丹沢中川温泉

11月29日 メダカの観察会 小田原市 用水路の観察会 瀬能 26名

1月10日 オープンフボ勉強会 実習実験室 オープンフボ なし 15名

2月13日 オープンフボ勉強会 実習実験室 オープンフボ なし 10名

自然倶楽部相模川ふれあい科学館の見学
相模川ふれあい科

2月27日 学館~田名水郷~ 自然倶楽部 新井・広谷 20名
と相模川の観察会

相模川河川敷

2月28日
丹那断層地学観察会

実習実験室
地学観察会 今永 24名

3月14日 丹那盆地

芦ノ湖取水堰周辺の自然観察会より

夜の昆虫探検隊より
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5. 8刊行物

新収資料、研究ノート、自然や博物館に関する情報等を紹介する広報誌「自然科学のとびらjを年4回発行し、中 ・高校、

大学、図書館、全国博物館等に配布している。また同様の内容をホームページにて公開した。

皿Lは、 (http://www.city.odawara.kanagawa.jp/museum/g.html)。

自然科学のとびら第4巻第 2号通巻第 13号

[発行日]

平成 10年5月31日

[内容]

・表紙 「大草原の大きな湿地J(学芸員 木場英久)

・研究ノート「魚学史 日本の魚を研究した人たちJ

(学芸員瀬能宏)

・「日本最初の本格的な水産学徒 ・内村鑑三」

(東京水産大学教授影山昇)

・神奈川の自然シリーズ91神奈川の植物群落j

(学芸員 田中徳久)

・ライブラ リー通信「植物学と植物画J(司書 内田 潔)

・資半端百介「地対報源l蹄星ランドサットと地図のデジタノげfータ」

(学芸員新井田秀一)

自然科学のとぴら第4巻第 3号通巻第14号
[発行日]

平成10年9月15日

[内容]

-表紙「二宮層とそれを切る断層J(学芸員 田口公則)

・研究ノート「不思議なカビの恋愛事情J(学芸員 出川洋介)

・13月に発見されたミヤマクワガタを考えるJ(学芸員 高桑正敏)

. 1カラパチア山脈のオオカミとイノシシ」

(東京農工大助教授神崎伸夫)

・神奈川の自然シリーズ1uI神奈川県西部の活断層と地震」

(西南学院大学教授松田時彦)

・ライブラリー通信「雑草を知るための本J(司書 内田 潔)

.資料紹介「ニホンジカの頭骨標本の収集と利用」

(外来研究員広谷彰)
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自然科学のとびら第4巻第 4号通巻第 15号

[発行日]

平成10年 12月 15日

[内容]

・表紙「火山豆石J(学芸員 平田大二)

-研究ノー ト「空飛ぶ動物のつばさJ(学芸員 大島光春)

・「南アフリカのダイヤモンド鉱山巡りJ(学芸員 山下浩之)

・「牛糞由来の帰化植物J(学芸員 勝山輝男)

・神奈川の自然シリーズ111小さなモグラ・ヒメヒミズは何処へJ

(学芸員 山口佳秀)

・ライブラリー通信「注目される企業博物館J(司書内田潔)

・資料紹介 「小田原コレクション 小田原不Ij光博士収集

のカニ類標本 J (学芸員 村岡健作)

自然科学のとびら第 5巻第 1号通巻第 16号

[発行日]

平成11年3月30日

[内容]

-表紙「メダカJ(学芸員瀬能宏)

-研究ノート「ツメタガイの殻とらせんJ(学芸員佐藤武宏)

・「素晴らしい箱根の白然J(博物館友の会会員 睦子貞二)

・「太古の地球への旅 西オーストラリアの地質調査一」

(学芸員小出良幸)

・ライブラリー通信「桜J(司書 内田 潔)

・資料紹介「正宗厳敬博士 ・福山伯明博士により記載され

たラン科植物のタイプ標本J(学芸員 勝山輝男)



6.博物館情報システム

6. 1システムの概要

博物館情報システムは、当館が目指す

・高度情報化における自然・文化の情報センター

.映像資料等、新しい形態の資料の収集・保存と活用の拠点

・他の博物館、学習文化施設等とのネットワークの拠点

となる新しい博物館を支える基盤システムとして整備さ

れることとなった。

このシステムは8つのサブシステムより構成され、これら

が有機的に機能することにより、博物館業務の柱である資料

の収集・管理、研究、展示、広報・普及活動を、コンビュータ

をはじめとする最新の情報機器 ・基盤により支援する。

なお当システムは、当館と県立歴史博物館が共同で開発

を行い、平成7年度より「収蔵管理システムJと「展示情報

システム」が稼働している。(図l.情報システムの概要)

[機器構成]

博物館情報システムの機器構成(平成10年度末)は、表

1の通り。なお、各機器は 10BASE-5，Tにより TCP/IP手順

で接続されている。

表 l 機器構成表(平成11年3月)

場所 機器名
機種名 メモリ 数

備考
使用os・ソフト等 ディスク容量 ~ 

収蔵サーバ
富士通 S/4-1000 128MB 

l 収蔵資料情報の管理
Solaris2.2・Informix5 25.2GB 

展示サーバ
富士通 S/4-1000 64MB 

l 展示検索情報の管理
CPUルーム

Solaris2.2'Informix5 4. 2GB 

研究用 WS
富士通 S/4-20 96MB 

l 
衛星画像処理や分布

Solaris2. 2・Informix5 18.9GB 図の作成など

職員用端末
富士通 FMY-590DE他 40MB 

2 
Windows3.1'YisualBasic2 720MB 

来観者用端末
富士通 FMY-590DE 40MB 

3 
ミュージアム Windows3. 1・YisualBasic2 720MB 

ライフ守ラリー
職員用端末

富士通 FMY-590DE 40MB 
l 

Windows3.1'YisualBasic2 720MB 

研究室他
職員用端末

富士通 FMY-5133DE3他 40MB 
11 

パックヤード Windows3. 1・YisualBasic2 l. 2GB 

画像入力用
富士通 S/4-20 96MB 

1 画像データの入力

試料分析室
Solaris2.2'Informix5 3. 15GB 

職員用端末
富士通 FMY-5133DE3 48MB 

1 
Windows3.1'YisualBasic2 l. 2GB 

6. 2サブシステムの紹介

博物館情報システムは、 8つのサブシステムより構成されるが、財政事情により、平成 10年度は以下の 2つのサブシス

テムのみ稼働している。

6. 2. 1 収蔵資料管理システム

収蔵管理システムでは、今まで分野や個人ごとにパソコ

ンやカー ド等で管理されていた収蔵資料情報の一元管理

を、サーバと呼ばれるコンビュータで一元管理するととも

に、資料の画像情報の管理も行う。博物館情報システムの

中核となるシステムであり、資料の受入からラベル等の印

刷やダウンロードまで、をカバーする。

当サブシステムは、館外資料の情報を格納するデータ

ベースや、ダイパーや釣り人などが撮影した魚の写真を属

性情報とともにデータベース化した『魚類写真データベー

ス』などを含め、 22のデータベースから構成される。

これらの情報は、研究への利用は勿論、一部ではあるが、

ミュージアム・ライブラリやインターネットなどにより外

部に公開している。

6.2.2 展示情報システム

ミュージアム・ライブラリにおいて、展示室で見られる

資料や解説文からさらに深く踏み込んだ学習への欲求を持

つ利用者に対して、研究に基づく博物館独自の新鮮な情報

を、検索システムにより表2のメニューで分かりやすく提

供する。
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表2 平成10年度提供メニュー

タイトル メニュー 概要

d鳥 神奈川に生息する鳥， 215種の画像や解説文，分布図や鳴き声を提供する

植物 神奈川に自生している植物，約 2，000種の画像や解説文を提供する.

チョウ 神奈川に生息するチョウ， 119種の画像や解説文を提供する

神奈川の自然 トンボ 神奈川に生息するトンボ¥80種の画像や解説文を提供する.

相模湾の魚 相模湾の代表的な魚，約 300種の画像や解説文を提供する.

コケ 神奈川県でよく見かけるコケ，66種の画像や解説文を提供する.

鉱物 神奈川県に産する主な鉱物， 126種の画像や解説文を提供する.

収蔵資料
博物館の豊富な収蔵資料について，色々な検索方法により情報を得ること

ができる.
学習支援情報

神奈川の自然に 神奈川の自然に関する文献を，著者やキーワードなどから検索することが

関する文献 で、きる.

浮世絵
県立歴史博物館が保有している約 7，000の浮世絵のコレクションから，時
代や作者，地域などのテーマごとに選択した浮世絵 200点を紹介する.

絵で見る歴史と
絵馬 各地の絵馬，約 120点を紹介する

文化
関東大震災によって受けた神奈川県下の被害を、ァーマごとに写真等で紹

関東大震災
介する

6. 3インターネッ トの利用

平成7年 10月より、小田原市と共同でホームページを開設し、博物館に関する様々な情報を提供している。URLは、

(http://www. city. odawara. kanaga岡 田jp/museum/g.html)。

(( il!!N' !i!f:5/KHi!l1R (JfjH/J)) 
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障害二'C'1!軒官、宮部理カ匂軒"でで吉王宮1::"1
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神奈川の自然(鉱物)選択画面
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県立博物館の整備の方向

0高度情報化における自然・文化の情報セン9ー
0映像資料等、新しい形態の資料の収集・保存と活用の拠点
。内外の博物館、学習文化施設等とのネットワークの拠点

0疑問に答え、頼りになる博物館
。研究をいかす惇物館

0センター機能を果たす↑専物館
O人的交流の接点となる博物館
。共同研究機関としての博物館

時司自民

11 

d 

博物館情報システムの概要

博物館情報システム

収蔵資料の贋性情報、画像情報をデ-~ベース化し、 利用者の
必要に応じて迅速に提供する。また、補修情報や貸出情報の管
理を行う。

ミュージアムライブラリにおいて、研究に基づく博物館独自の新鮮
な情報を検索シス子ムにより提供する。

神奈川の自然環境の現状や過去からの変遷等を分析、把握す 11'十
抗めの姉図の作成等、舗の地図雌出 |タ

衛星画像を解析することにより、神奈川の自然環境の変遷や、人間 |、
が自然に及ぼす影響についての分析を柄。 IY

'パジコン通信により、博物館の保有する情報の提供、会員間の岡ス
交換を行う。また、レファレンス・アンケートの集計処理等により業務，1-
支援を行う。 )7 

入館者数や入館料収入、備品の管理やスケヅュール管理など博 lム
物館の運営、管理業務を支援する。 人-

1博物館で所蔵する単行書、逐次刊行物、図録、目録、ビデオやCDi-，二
などの図書情報をデータベース化し、来館者や学芸員に対して情 |干翼
連2笠金主立与 Iー'

rーーーーーーーーーーーーーーー

自然景観、都市景観の変化の予測機能を提供することにより、学芸
員の研究活動を支援する。

博物館情報・情報交流
「寸

大7

任亘言D当里担D

畠

館

円



7 連携機能

7. 1神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会

神奈川県西部地域にある博物館がネットワークを結び、

これからの新しい博物館のありかたを考えていこうと、当

館演田隆士館長のよびかけにより 開催した「西部地域の博

物館(園)長等意見交換会J(平成8年7月)をきっかけに

して、「神奈川県西部地域ミュージアムズ、連絡会Jが平成9

年9月に発足した。愛称は WESTKANAGAWA MUSEUMSを略

して、 rWES KAMS (ウエスカムλ)Jと名付けられた。

この連絡会は博物館相互の発展と活性化、学術文化の進

展に寄与するとともに、研究、学習、レクリエーションの場

としての機能の充実にもっとめながら、地域文化への貢献

に積極的に参加し、先人の遺産を後世に伝え、 21世紀に向

けた新しい聞かれたか博物館としての役割の一端が果たせ

ることを目指している。

この連絡会の連携 ・協調事業のーっとして“ミュージア

ムリレー"r神奈川県西部地域の自然と文化」が平成9年10
月からスタート した。これは、 一般の方々に西部地域の自

然と文化を理解していただき、博物館により一層の関心と

親しみをもってもらおうと持ち回りで、毎月 1回、各館園を

つなぎながら開催し、それぞれの博物館がその館の特徴を

だして、講演会や展示・施設見学会等を順次実施している。

当館では、 6月17日(水)<地球物語その2> r雨の降
る惑星(ほし)J及び平成11年1月20日(水)<地球物語そ

の3>r人の住む惑星(ほし)J題 して演田隆士館長の講演
会と展示見学を開催した。

参加数は、 6月17日、一般29名、 高校生90名、 博物館関

係者29名、 合計148名で、 1月20日は一般21名、高校生70

名、博物館関係者20名、合計 111名で、あった。

7.2南関東地域科学系博物館ネットワーク推進協議会 (文部省委嘱事業)

委嘱内容・科学系博物館の機能充実と有効活用の促進を図

ることを目的とした事業

委嘱期間平成 9 年~11 年

「大地J(丹沢山地、多摩丘陵、富士・箱根、伊豆大島など)

と「水J(相模湾、駿河湾、相模川など)という南関東地域の

自然をフィーノレドにして、特色あるテーマで、活動を展開し

ている 7つの博物館(神奈川県立生命の星 ・地球博物館

(コア館)、江ノ島水族館(コア館)、 川崎市青少年科学館、

相模原市立ふれあい科学館、伊豆大島火山博物館、奇石博

物館、東海大学海洋科学博物館)がネットワークを組み、子

ども達のための自然科学に関するエデ、ュテイメント性豊か

な学習機会の創出と学習フ。ログラムの作成をめざす。

当館はコア ・ミュージアムとなったほか、事務局が設置

された。

7.3地域交流

サロ ン ・ド・小田原

文化情報の発信基地として、隔月一回程度、館内外の専

門家による講演会を実施。

なお、南関東地域科学系博物館ネットワーク推進事業で

すすめられている24本の事業のうち、当館は次の5本の事

業を実施した。

[当館の平成10年度実施事業]

化石ローンキットの作成

ピデオ映像の作成

ニューメディアとニューメソッドによる博物館活動の

ケーススタディ

誰にもやさしし、(ノくリアフリー)博物館活動

地域学習支援ネットワーク

通算
開催日 タ イ ト jレ 講師

回数

26 5月28日
魚の与真を研究に役

瀬能宏
立てよう

27 7月23日
南アフリ力のダイヤ

山下浩之
モンド鉱山

28 9月25日
オオカミとの出会い

中村一恵
を語る

29 11月19日 パラオの自然 漬田隆士

30 2月25日 磯の動物いろいろ 村岡健作

干潟にすむ力ブトガ 日野明日香

31 3月25日 ニの子どもたちの生 (東京大学

態 大学院)
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参加

者数

31名

29名

37名

36名

20名

29名



7.4館内施設等の状況

ミュージアムショップ(1階)

“生涯学習施設としての博物館"におけるミュージアム・

ショップゆえ、扱う商品はできるだけ展示品と同様な物を

，世界中から取り寄せている。例えば、中国遼寧省やアメリ

カユタ州、|の化石。アメジスト、水晶、メノーはブラジル。モ

ノレダバイトはタイからなど展示物の秘めたメッセージの伝

わるグッズを販売している。また、特別展に際しては、そ

れぞれの展示コンセプ トにあわせて特別コ ナーを設置し

ている。

新たに蓄光グッズ、コーナーを設置し、買う楽しみに見る

楽しみを加えて博物館の来館者が、その感動や驚きを持ち

帰り、また行ってみようと思って頂けるための空間づくり

を実施。

また、博物館とショップスタッフとの定期ミーティング

を通して、博物館におけるミュージアムショップの存在意義

の検討を行った。

その結果、当館学芸員の執筆による博物館刊行物の発行

や自然科学系書籍の充実、オリジナノレ商品の開発などの成

果をあげた。

レストラン「フォーレJ(3階)

早川のせせらぎ、緑の山並みに固まれたロケーションの

博物館レストランは、見学による「博物館疲労」を癒し、感

動や驚きの余韻を語り合う空間として重要であり、利用者

サービスの一翼を担っている。

メニューは軽飲食を中心lこ、女性・子ども向けメニュー

を用意。和食とケーキ類のメニューに改良を加えた。ま

た、中高年層向けに麺類と和定食も用意した。

利用状況は、日曜日・祝祭日・春、夏休み等の学校の休み

の日に利用者が多く混雑するが、夏季期間中にテラスの部

分を利用した野外席を用意し、混雑の緩和を図った。

今後は、博物館及び地域のレストランとしての特色をだ

すため、利用者のニーズを意識し、内容の充実と明るい雰

囲気の良いレス トランを目指していく。

ともしびショップ「あーすJ(l階)

「ともしびショップJは、障害者の社会参加の促進、就労

の場の確保の視点から、障害者の働ける場として設置され

ており、県内では 14眉目である。

ショップでは、市内の入所施設・作業所等での自主製品

の販売及び喫茶を行っており、新しい試みとして、オリジ

ナノレTシャツの作成、販売を実施した。

今後も、利用者、館員、ショップ職員の交流会等の企画

を検討しながら、交流の輸を広げてし、く。
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E 参考資料

1 条例・規則
1. 1神奈川県立の博物館条例

(趣旨)

神奈川県立の博物館条例

昭和41年 10月7日

条例第43号

第1条 この条例は、神奈川県立の博物館の設置、管理等に

関し必要な事項を定めるものとする。

(設置)

第2条 博物館法(昭和26年法律第285号)に基づき、次のとお

り神奈川県立の博物館(以下「博物館」としづ。)を設置する。

名称位置 目 的

神奈川県立

歴史博物館

神奈川県立

生命の星 ・

地球博物館

(職員)

横浜市中区 神奈川の文化及び歴史に関する

南仲通5丁目 資料の収集、保管及び展示並びに

60番地 これに関する調査研究、情報提供

等を行い、県民の学習活動を支援

すること。

小田原市 地球及び生命の営みに関する

入生田 資料の収集、保管及び展示並びに

499番地 これに関する調査研究、情報提供

等を行い、県民の学習活動を支援

すること。

第3条 博物館に、事務職員、技術職員その他の所要の職員

を置く。

(観覧料の納付)

第4条 博物館に展示している博物館資料を観覧しようと

する者は、別表に定める額の観覧料を納めなければなら

ない。ただし、公開の施設に展示している博物館資料の観

覧についてはこの限りでない。

2 前項本文の規定にかかわらず、特別な企画の展覧会を

開催する場合の観覧料は、神奈川県教育委員会(以下「教

育委員会Jという。)がその都度定めることができる。

3 前2項の観覧料は、前納とする。

(観覧料の減免)

第5条 前条第1項本文及び第2項の規定にかかわらず、教

育委員会は、次の各号のいずれかに該当する者について

は、観覧料を減免することができる。

(1)教育委員会が開催する行事に参加する者

(2)教育課程に基づく教育活動として入館する児童及び

生徒の引率者

(3)その他教育委員会が適当と認めた者

(観覧料の不還付)

第6条既に納付された観覧料は、還付しない。ただし、教育

委員会が災害その他特別の事情により還付するのを適当

と認めたときは、この限りではない。

(資料の特別利用)

第7条 博物館資料を学術上の研究のため特に利用しよう

とする者は、教育委員会の承認を受けなければならない。

(利用の制限)

第8条 教育委員会は、博物館の利用者が次の各号のいずれ

かに該当する場合には、その利用を制限することができる。

(1)この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

(2)他の利用者に著しく迷惑をかけるおそれがあると認めるとき。

(3)施設、博物館翻司等を損傷するおそれがあると認めるとき。

(4)その他教育委員会が必要と認めるとき。

(博物館協議会の委員の任期)

第9条 附属機関の設置に関する条例(昭和28年神奈川県条

例第5号)第2条の規定に基づき設置された神奈川県博物

館協議会の委員の任期は、2年とする。ただし、委員が欠けた

場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

2 委員は、再任されることができる。

(委任)

第10条 この条例に定めるもののほか、博物館の管理等に

関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

附員Ij (平成6年 12月 26日条例第50号)

l この条例は、平成7年1月l日から施行する。

2 附属機関の設置に関する条例(昭和28年神奈川県条

例第5号)の一部を次のように改正する。

別表教育委員会の項神奈川県立博物館協議会の項中

「神奈川県立博物館協議会Jを「神奈川県博物館協議会」

に、「神奈川県立博物館」を「神奈川県立歴史博物館及び神

奈川県立生命の星 ・地球博物館」に改める。

附則 (平成9年3月25日条例第2号)

I この条例は、平成9年4月1日から施行する。

別表(第4条関係)

区 分 個人 20人以上の団体

神奈川県立 20歳以上の者 1人につき l人につき

歴史博物館 (学生を除く) 300円 250円

20歳未満の者 同 同

Aてif4- 生 200円 150円

神奈川県立 20歳以上の者 向 同

生命の星 ・ (学生を除く) 510円 400円

地球博物館 20歳未満の者 同 同

《子主4一弘 生 300円 200円

備考 1 学生とは、学校教育法(昭和22年法律第26号。以下

rr;去」とし、う。)第l条に規定する大学及び高等専門学
校、法第四条の2~こ規定する専修学校並びに法第83

条第l項に規定する各種学校に在学する者をし、う。
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2 学齢に達しない者、65歳以上の者並び法第l条に

規定する小学校、中学校、高等学校、盲学校、聾学校

及び養護学校並びにこれらに準ずる教育施設に在

学する者は、無料とする。



1.2神奈川県立の博物館組織規則
神奈川県立の博物館組織規則

昭和41年 11月 18日

教育委員会規則第 10号

(趣旨)

第l条 この規則は、神奈川県立の博物館の組織に関し必要

な事項を定めるものとする。

(部等の設置)

第2条神奈川県立の博物館に、次の部及び課を置く 。

管理部

管理課

経理課

企画情報部

企画普及課

情報資料課

学芸部

(管理課の事務)

第3条 管理課においては、次の事務(神奈川県立生命の

星・地球博物館にあっては、第6号に掲げる事務を除く。)

を分掌する。

(1)公印に関すること。

(2)文書の収受、発送、保存、閲覧等に関すること。

(3)個人情報の開示、訂正、是正等に関すると。

(4)人事に関すること。

(5)財産の管理及び館内の秩序の維持に関すること。

(6)神奈川県博物館協議会に関すること。

(7)その他他部課の主管に属しないこと。

(経理課の事務)

第4条 経理課においては、次の事務を分掌する。

(1)予算の経理に関すること。

(2)観覧料の徴収に関すること。

(3)物品の調達及び処分に関すること。

(4)寄贈品の受納並びに寄託品の受納及び返納に関すること。

(企画普及課の事務)

第5条 企画普及課においては、次の事務を分掌する。

(1)博物館活動の企画及び調整に関すること o

(2)博物館活動の普及及び広報に関すること。

(3)博物館活動に関する講演会、講習会、研究会等の開催

に関すること。

(4)他の博物館その他教育、学術又は文化に関する施設、

団体等との連絡、協力及び情報の交換に関すること。

(情報資料課の事務)

第6条神奈川県立歴史博物館の情報資料課においては、次

の事務を分掌する。

(1)人文科学等に関する図書等の収集、整理、保管及び閲

覧に関すること。

(2)博物館情報システムの運用に関すること。

2 神奈川県立生命の星・地球博物館の情報資料課にお

いては、次の事務を分掌する。

(1)自然科学等に関する図書等の収集、整理、保管及び閲

覧に関すること。

(2)博物館情報システムの総合的企画及び調整並びに運

用に関すること。

(学芸部の事務)

第7条 学芸部においては、次の事務を分掌する。

(1)博物館資料の収集、製作、整理、保管、展示、解説及び

指導に関すること。

(2) 博物館資料の専門的及び技術的な調査研究に関すること。

(委任)

第8条 この規則の施行に関し必要な事項は、神奈川県教育

委員会教育長が定める。

附則(平成6年 12月27日教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年1月1日から施行する。

1.3神奈川県立の博物館の利用に関する規則

神奈川県立の博物館の利用等に関する規則

昭和41年 11月 18日

教育委員会規則第9号

(趣旨)

第1条 この規則は、神奈川県立の博物館の利用等に関し必

要な事項を定めるものとする。

(権限の委任)

第2条 次に揚げる神奈川県教育委員会の権限は、神奈川県

教育委員会教育長(以下「教育長」としづ。)に委任する。

(1)神奈川県立の博物館条例(昭和41年神奈川県条例第

43号。以下「条例Jという。)第4条第2項の規定により観

覧料を定めること。

(2)条例第5条の規定により観覧料を減免すること。

(3)条例第6条ただし書の規定により観覧料の還付を認

めること。

(4)条例第7条の規定により利用を承認すること。

(5)条例第8条の規定により利用を制限すること。

(休館日等)

第3条神奈川県立歴史博物館及び神奈川県立生命の星・

地球博物館(以下「博物館」としづ。)の休館日は、次のと

おりとする。

(1)月曜日

(2)国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第 178号)

に規定する休日の翌日

(3) 1月1日、同月 3日、同月 4日及び12月28日から同月

31日まで

(4)その他教育長が定める日

2 前項の規定にかかわらず、教育長は、必要があると認め

るときは、臨時に博物館を開館することができる。

(開館時間等)

第4条 開館時間は、次のとおりとする。

名称 開館時間

神奈川県立

歴史博物館

神奈川県立

生命の星 ・

地球博物館

午前9時30分から午後 5時まで。ただし、午後

4時30分以降は入館することができない。

午前9a寺から午後4時30分まで。ただし、午後
4時以降は入館することができない。

2 前項の規定にかかわらず、教育長は、必要があると認め

p
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るときは、これを変更することができる。

(観覧券の交付)

第5条 教育長は、博物館に展示している博物館資料を観覧

するため、条例第4条の規定により観覧料を納めた者に観

覧券を交付するものとする。

(観覧料の減免申請)

第6条 観覧料の減免を受けようとする者は、あらかじめ、

観覧料減免申請書を教育長に提出し、観覧料減免承認書

の交付を受けなければならない。

(観覧料の還付申請)

第7条観覧料の還付を受けようとする者は、観覧料還付申

請書に観覧券を添えて教育長に提出し、観覧料還付承認

書の交付を受けなければならない。

(資料の特別利用)

第8条 条例第7条の規定により博物館資料の特別利用の

承認を受けようとする者は、特別利用承認申請書を教育

長に提出し、特別利用承認書の交付を受けなければなら

ない。

(利用の方法)

第9条博物館を利用する者は、博物館の管理上必要な事項

を守り、職員の指示に従わなければならない。

(資料の館外貸出し)

第10条 次に掲げるものは、教育長の承認を受けて博物館

資料の館外貸出しを受けることができる。

(1)国立の博物館、博物館法(昭和26年法律第285号)第

2条第l項に規定する博物館及び同法第29条の規定によ

り文部大臣の指定した博物館に相当する施設

(2)社会教育法(昭和24年法律第207号)第21条に規定

する公民館

(3)国立の図書館及び図書館法(昭和25年法律第118号)

第2条第l項に規定する図書館学校教育法(昭和22年法

律第26号)第l条に規定する学校

(4)その他教育長が適当と認めるもの

2 前項の規定による承認を受けようとするものは、館外

貸出承認申請書を教育長に提出し、館外貸出承認書の交

付を受けなければならない。

(館外貸出しの期間)

第11条 博物館資料の館外貸出しの期間は、30日以内とす

る。ただし、教育長は、特に必要があると認めるときは、こ

れを延長することができる。

2 前項の館外貸出しの期間は、博物館が当該博物館資料

を引き渡した日から起算してその返還を受ける日までの

日数により算定するものとする。

3 教育長は、館務の都合により必要があるときは、博物館

資料の館外貸出しの期間中であっても、当該博物館資料

の返還を求めることができる。

(館外貸出しをした資料の利用方法)

第12条 博物館資料の館外貸出しを受けたものは、当該博

物館資料を、承認を受けた利用の目的又は場所以外の目

的又は場所で、利用してはならない。

(資料滅失等の届出)

第13条 博物館資料の館外貸出しを受けたものは、当該博

物館資料を滅失し、又は損傷したときは、直ちに資料滅

失(損傷)届出書を教育長に提出しなけれほならない。

(容託を受けた資料の利用の制限)

第 14条 寄託を受けた博物館資料の館外展示及び館外貸

出しは、寄託者の承諾がある場合のほかは行なうことが

できない。

(委任)

第15条 この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定

める。

附則 (平成6年 12月27日教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年 l月1日から施行する。

1.4神奈川県博物館協議会規則

神奈川県博物館協議会規則

(趣旨)

昭和41年 11月18日

教育委員会規則第11号

第I条 この規則は、神奈川県博物館協議会の組織及び運営

に関し必要な事項を定めるものとする。

(会長及び副会長)

第2条神奈川県博物館協議会(以下「協議会Jという。)に、

会長及び副会長を置く。

2 会長及び副会長は、委員の互選とする。

3 会長は、協議会を主宰し、会務を総理する。

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき文は会

長が欠けたときは、その職務を代理する。

(招集)

第3条 協議会の会議は、会長が招集する。

(議事)

第4条 協議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を関

くことができない。

2 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同

数のときは、会長の決するところによる。

3 前項の場合において、会長は、委員として議決に加わる

ことができない。

(庶務)

第5条 協議会の庶務は、神奈川県立歴史博物館において処

理する。

(委任)

第6条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し

必要な事項は、会長が協議会にはかつて定める。
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附則 (平成6年12月27日 教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年 1月1日から施行する。
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平成10年度入館者状況

有料入館者 無料入館者 特別展不室への入場者

開 個人 団体 害IJ 号| l日 有料
館 合計

月
日 同左で未成年 同左で

65歳 ①十②
平均 前年比 個人小言十① 鹿児 小学生 中学生 高校生 障害者 その他 小計② (人) ノI、言1 無料 合計

数 成年 特展 ι弓乙2ι二 特展
成年 未成年 成年 未成年 以上

成年 未成年学生 学生
のみ のみ 学生

4月 25日 12，771 。 379 。827 801 11 01 14，789 1，733 10， 183 1，804 2，615 4，901 383 3，598 25，217 40，006 1，600 110.5見 。 。 。2，613 2，613 
5月 27日 12，740 。 382 。983 。 9 01 14， 114 2，006 12，312 2，208 1，993 3，859 1，241 1，998 25，617 39，731 1，472 93.9見 。 。 01 10，762 10，762 

6月 23日 8，671 。 196 01 2，139 51 55 01 11，112 1，826 5，597 2， 106 591 3，342 850 1，760 16，072 27，184 1，182 103.8j見 。 。 。 。 。
7月 28日 11，173 269 415 131 1，720 9 01 13，600 3，969 10，661 1，602 467 3，735 1，067 2，011 23，512 37，112 1，325 88.8略 3，203 831 3，286 8，899 12，185 

8月 26日 20， 769 965 693 48 833 7 3 01 23，318 4，956 11， 135 3，086 1，211 3，737 693 1，770 26， 588 49， 906 1，919 89 日目 12，501 365 12，866 16，096 28，962 

9月 24日 9，412 63 467 01 1，709 。 10 21 11，663 1，497 5，181 421 342 3，442 1，038 930 12，851 24，514 1，021 86.0略 1， 442 120 1，562 5，593 7，155 

10月 26日 7，544 。 250 01 1，649 124 6 。9，573 1，610 11，444 1，445 494 3，880 819 1，871 21，563 31， 136 1，198 90.1帖 。 。 。4，050 4，050 
11月 25日 8，361 。 278 01 2，943 41 14 01 11，637 1，781 5，478 878 1，001 5，100 656 1，717 16，611 28， 248 1，130 80.3世 。 。 01 10，266 10，266 

12月 22日 5，347 。 181 。635 71 4 。6，238 974 1，106 376 319 2，712 303 839 6，629 12，867 585 93.0略 。 。 。2，606 2，606 
l月 24日 6，743 。 245 。485 。 7 。7，480 1，418 1， 976 185 261 2，224 232 361 6，657 14，137 589 107.3% 105 6 111 3，466 3，577 

2月 22日 6，658 。 367 。 994 。 6 。8，025 1，631 1，882 712 241 3，920 282 626 9，294 17，319 787 94.0j品 991 441 1，035 4，287 5，322 

3月 27日 11，068 。 617 01 1，242 23 4 01 12，954 2，633 4，498 768 533 4，303 991 585 14，311 27， 265 1，010 88.0百 2，498 102 2，600 6，475 9，075 

世主f299日 121，257 1，297 4，470 61 16，159 1，119 138 21 144，503 26， 034 81，453 15，591 10，068 45，155 8，555 18，066 204， 922 349， 425 1，169 93.3世 20，740 720 21，460 75， 113 96， 573 

σ3 
--.:J 

[特別展示室利用状況]

or植物画で観る山の花J

会期 10. 4. 25~10.5. 24 

orオオカミとその仲間たち」

会期 10. 7. 18~1 1. 9. 27 

orふれる彫刻展Par t 2J 
会期 10. 10. 24~10. 11. 23 

or新集資料展」

会期 10. 12. 12~1 1. 1. 10 

orカニの姿」

1，047人

1，623人

-平日平均入館者数 (236日間)

.日曜日、祝日平均入館者数(63日間)

4，221人

153人

5月 3日(祝)

1月14日(木)

平成10年

平成11年

11. 1. 30~1 1. 3. 3.1 会期6，152人

94人



2. 2入館者数の月間変化グラフ

60000 

50000 

40000 

30000 

20000 

10000 。
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2. 3入館者内訳

ロその他
17首

田 園児

(無料)
7目

ロ65歳以上
(無料)
13首

図小学生
(無料)
23拡

2.4特別展入館者状況

〔特別展入館者状況〕

展示名 期

-←10年度 ・0 ・・ 9年度 |

-個人成年
(学生を除く)

35弘

ロ団体成年
(学生を除く)
5目

口無料者
59拡

個人(有料)

間 日数 20歳以上 20歳未満

(学生を除く) Aザと4ー 生

オオカミとその仲間たち 10. 7. 18~10. 9. 27 61 17， 146 568 

カニの姿 10. 1. 30~10. 3. 31 51 3，594 152 
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言十 査E

17，714 

3，746 

図有料者
41弘

(単位:人)

料 ぷ口b、

30，588 48， 302 

11，104 14，850 



3. 日誌抄

年月日

平成 10年

4月 l日

4月25日~

5月24日 企画展「植物画で観る山の花」開催

6月 5日~

出 来 事

人事異動

6月 9日 資料燥蒸

6月 7日 生態系シンポジウム「水はだれのもの」

6月21日 おだわら環境シンポジウム

「水と生きる城下町」

7月 18日~

9月27日 特別展「オオカミとその仲間たちJ開催

8月26日~

8月28日 日本第四紀学会研究発表大会

8月29日 日本第四紀学会共催講演会

9月 12日 中国遼寧省友好代表団来館

10月24日~

11月23日 企画展 「ふれる彫刻展Part2J開催

4. シンボルマーク・口ゴタイプ

年月日

10月24日

10月29日

来 事出

シンポジウム「農業用水の自然」

10年度第1回神奈川県博物館協議会

11月 3日 入館者 150万人達成(開館 1090日目)

12月 17日 防災訓練(第 1回)

12月 12日~

l月 10日 「新収集資料展」開催

平成11年

1月 30日~

3月31日 特別展「カニの姿」開催

2月 18日 防災訓練(第2回)

3月 5日 第2回ヒマラヤ植物研究会公開セミナ-

3月11日 博物館研究発表大会(第l日目)

3月 12日 博物館研究発表大会(第2日目)

3月 19日 10年度第 2回神奈川県博物館協議会

3月20日 「トーキングサイン・ガイドシステムJ発表会

開館記念講演会

「トーク ・コンサート」

博物館活動を展開していく上で、利用者に対して望ましいイメージを効率的に伝え、県民に親しんでいただく為に、シンボ

ルマーク・ロゴタイプを制定。

刊行物、封筒、ミュージアムグッズ等に利用。

4. 1シンボルマーク

〔説明〕

生命の根源 (DNA)を表すスパイラノレをイメージして

いる。

スパイラノレとは「時の流れ」を表すものであり、脈々と

して地球の営み、生命の進化の足跡をたどるものであり、

また同時に、「我が銀河系j地球とそこに生きるもの全て

が属している宇宙の形をシンボル化している。

4.2口ゴタイプ

神奈川県立生命の星・地球博物館
Kanagawa Prefectural Museum of Natural History 

〔説明〕

視覚的、感覚的に訴求する力が強く、他との区別化を図

るシンボノレマークとの調和を保ち、ニュートラルで、読みや

すいものとした。
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5施設概要

5. 1土地・建物

〔土地概要〕

本 館 連絡橋EV棟
所在地 小田原市入生田499番地

敷地面積 2 6， 1 1 5. 36m2 153m2 

地 目 宅地 宅地

用 途 鮒 旨定(→日住居士出頭。 住居脚或

建ぺい率 70% (住居60%) 60% 

容積率 400% (住居200%) 200% 

現 況 国道一号線と早)11とにはさま

れ、自然環境に恵まれた位置

漣物概要〕

本 館 連絡橋EV棟

+誇 造 鉄骨鉄筋コンクリー ト造り 側 主コンクトト造り

規 模 地下1階地上4陥主て 地上2階建て

建築面積 8， 165m2 31m2 

延床面積 19，020m2 44m2 

(地下駐車場 4，800m2含むj

最高高さ 23.25m 

〔各階別面調

面 積 主 要 室

地下 1階 5，852m2 駐車場、機械室等

エントフンスホール

ミュージアムシアター

曜物仕上けl(本館)
外部仕上げ

屋根 (勾配屋根)カフースァンレス

(陸屋根)アスフアルト防水下樹申えコンクリート

外壁 御影石ジェットバーナー仕上げ、二丁掛け磁器質タイノレ

及びカラーアルミタイノ吋長り

建具 カラーアルミサッシ、ステンレスサッシ、スチーノレサッシ

内部位ヒげ(主な箇所のみ)

エント7ン対ール
床 街影石ジェッ トバーナー仕上げノ号ターン張り

壁 大理石本磨き及びカラーアノレミパネル張り

天井 カラーアルミ吸音パネノレ

展示室

床 カ~ッ トタイパ撤

壁 PB下地ガラスクロスEP

天井 メッシュ天井

シアター

床 カーペットタイル敬

壁 銘オ嚇呼寸けCL及ひ靖孔ケイカル板張り

天井 働問虫化石膏ボード貼り

収蔵庫

床 コンクリー ト金ゴテ下地エポキシ樹脂塗り

壁 コンク リー ト下地炊きつけコート

天井 テ守ッキプレー トOP

〔設計 ・施工](本館)
1 階 7，427m2 

常設展示室、特別展示室、収蔵庫、 設計

講義室等 建築 (株)国設計

2 階 2， 166m2 
ミュージアムフイブフリー

事務部門等

設備 (株)国設計

展示 (株)丹青社

常設展示室 造成 中野設計工務株式会社

3 階 3，017m2 ジャンボフ、ツク展示室 施工監理

レス トラン、実習実験室等 建築 (株)国設計

4 階 506m2 機械室等
設備 (株)国設計

展示 (財)日本科学技術振興財団

搭 屋 52m2 
造成 中野設計工務恥℃会社

施工

J
口
h 言十 19，020m2 建築 1青水 ・小田急 ・協2・田中特定建設工事]V

電気 東芝プラント・安部 ・増子特定建設工事]V

空訴 トーヨコ部iif・ナミ レイ ・新陽特定建設工事 ]V
〔用途別面積(本館) 衛生 ダイセツ ・トウカイ特定建設工事]V

エントランススペ ー ス 984m2 昇降機 (株)日立製作所

展示スペ ー ス 5，075m2 
展示 (株)丹青社

造成 (株)杉山組 ・(株)若榊E・箱根建設株ー℃会社 ・(株)加麟且
学習スペ ー ス 846m2 (株)吉沢組・ 日本鋼管工事株式謝土・(株)秋山組

収蔵スペ ー ス 1，433m2 外構 土谷建設株式会社、(有)菊原建設

研究スペース 804m2 

管理 ・その 他 5，078m2 

植栽 (株)加藤造園 ・(有)深谷造園 ・栄立造園土木 ・緑栄造園

土木特定建設工事]V

工事期間

地 下駐車場 4，800m2 

d
口
k 言十 19，020m2 

建築工事 |平成特10月10日~平成6年 12月20日
展示工事 平成4年 10月10日~平成7年3月1日

G室絡橋昇降機棟)
設計 ・施工 |中野誠十工務株式封土

建築 |内田建設株式会社

電気 I (有7昭栄社
昇降機 |日本オ」チスエレベーター株式会社
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5.2設備

〔電気設備〕

受配電設備 受電電王 3相3線式 6.6kV 50Hz 

羽王器容量 2，375kVA (乾式モールド形)

掛目コンデンサー 327kvar 

高圧母線 5系統

同王幹線 98系統

自家発電設備 原湯搬 がかーピほン〆ン

360陀 (48，738rpm) 

発電機 7"=;シなし交流発電機

300kVA Pf 0.8 (1，500rpm) 

起動方式 直流電窓側調]式

蓄電由設備 種類 ケーパ形ポケット式アルカリ雷血

公称電圧 103.2V(86セル)

容量 350Ah (5時間率)

用途 受配電鯨罰粂作用、非常灯用

龍吉設備 交換機 デジタル交換機

局線容量 72回線(50回線実鵠

内線容量 240回線 (150回線実鉛

電気時計設備 親時計 水品発振式(出力2回線)

引時計 アナログ式29台

デジタノL戎 5台

ソーラーH帯十l台

E主幹易管理設備 地下駐車場の満・空車表示1式
その他 身障者警報呼出表示装置、避雷童十設備

インターホン設備、テレビ共聴設備

〔百周設備]

空調方式 中央式 定風量 (CAV)単一ダクト方式
中央式 各階ゾーンユニット方式+2管式

FCユニット併用方式
ノ号ッケージ式個別空調方式情殊用途蛍

繋鯨機器 ガス吸収冷温7.k機 200RT 3台

空調機等 ユニット型空調機 16台

ファンコイノレユニット 53台

ビルマルチエアコン 37台

ノ4ッケージエアコン 7組

換気設備 第l種及。沸 3種 給気ファン 7台

排気ファン 44台

自動榊取備 中央臨男装置1式

〔衛生設備〕

受水槽

雨水槽

中水槽 28t 
中水知連装置 5t/h 1台
加王給kポンプユニット 540 2/min 1組(上71<.用)

力旺約kポンプユニット 1，470 2/min 1組(中水用)
汚水ポンプ 300 2/min 2台

幸聞ド水ポンプ 3∞ 2/min 2台
献ポンプ

雨水ポンプ

湧水ポンプ

ガス設備

地下l階に都市ガス (6B)を引き込み、ガス吸収冷樹立除

カフェテリア、ともしびショップ等に性場合

75 t 

300 t 

2/rnin 6台

2/min 2台

200 2/min 2台

1，0∞ 
200 

〔昇陶鋸支備〕

1号機 乗用〈展望用車精子仕議) Bl， 1，2， 3F停止

13人乗り 45mノ'min 電動向
2号機 乗用(車椅子仕鵡 Bl， 1， 3F停止 11人乗り

6Orn/min (油圧均

3号機 乗用(車椅子仕鵡 1，3F停止 11人乗り
6Orn/min (油圧均

4号機 砕鈎用 1，2，3F停止 3，∞OKg
30m/min (油圧均

連絡橋 乗用(車精子仕接1，2F停止 11人乗り

45m/rnin (油圧均

エスカレーター (1200形、車精子兼用) 1 ~3F 

3伽I/min (電震伝。

〔防災設備〕

自動火災報知設備

受信機 P型1級 70回線

防災連動稿欄盤 40回線

剤散端、燭鞍端 1式

消火設備

屋内消i-*栓 40箇所
屋内消快ポンプユニット 140 2/min 1台

膨村猷栓 6箇所

屋外消火ポンプユニット 700 2/min 1台

泡消火剖庸制下1隣 国場)

薬財量 600 2 

泡ヘッド 696個

泡消火ポンプユニット 1， 120 2/min 1台

移動式紛末消火器〈駐車場ω 9台
溜吉吉林設備(地下l断附 ヘッ ド数 12個

誘導灯設備鑓灘口、通路、階駒 166台

ガス尉1鮮民機 検矢暗号12個 受信機 1台

非常用 ・業務用放送設備(非常用電源内劇

電力増幅器 360W 2台

電力糊房器 120W 2台

スビーカー 232個

割開設備

排煙機傭下系紛 15，800 m3/h 1台
排煙機(一如孫紛 38，000 m3/h 1台

ITV設備

本館監視用

固定カメラ 8台

可動カメラ 8台

モニターテレビ 14型4台X2箇所

連絡橋エレベーター臨見用

固定カメラ 3台

モニターテレビ 14型3台X2箇所

〔その他の設備〕

自動扉設備

8台エントランスホーパ得の出入口に設置

自動勧k設備(人工噛剖割安部分の潅水用)
東側前庭 8系統

3階テラス 11系統

カスケード設備(人工淘

間口 24m、高さ 3m、水量 2.5m3/min、照明付き

''i 
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5.3面積表

〔エントランススペース〕

室 名 面積(ゆ

エントフンスホーノレ 782 

(救護室) (15) 

(幼児室) (l3) 

(ミュージアムショッフヲ 。6)

(ともしびショッフワ 。5)

(ロッカ一室) (17) 

カフェテリア 202 

計 984 

〔展示スペース〕

室 名 面積 (m~

ミュージアムシアター 467 

l階総合展示室 2，348 

(ラボラトリー) 。2)

3階総合展示室 1，245 

(コンピューター室) (93) 

ジャンボブ、ツク展示室 581 

。轟集室) (45) 

特別展示室 434 

(鞠首室(1)) σ4) 

(準備室(2)) (44) 

計 5，075 

〔学習スペース〕

室 名 面積 (m~

講義室 306 

信都市控室) (16) 

実習期娃 139 

ミュ-;/7ム7イ7守7リー 281 

書庫 120 

百十 846 

〔研究スペース〕

室 名 面積 (m~

学芸員室 246 

共同研究室 39 

刺市長析室 74 

化学分析室 44 

化学天秤室) (5) 

クリーンノレーム(1) 12 

クリーンノレーム (2) 8 

標本製作室 173 

嬬蒸室 11 

乾燥室 9 

昆虫標本製作室 17 

冷凍乾燥室 39 

ブ七型標本製作室 72 

薬品処理室 13 

薬F口庫 13 

写場 18 

暗室 16 

計 804 

〔収蔵スペース〕

室 名 面積 (m~

収蔵庫l 1，260 

収蔵庫2 77 

液浸標本民蔵庫 96 

計 1，433 . 

〔管理スペース〕

室 名 面積 (m')

館長室 47 

第1会議室 42 

第2会議室 42 

管理部事務室 91 

(高l館長室) (13) 

企画情櫛|軍務室 83 

総合案内員室 34 

学習指導員室 49 

学習情報室 39 

電話交換室 13 

更衣室 13 

警備員室 29 

(簡易宿泊室) (14) 

友の会事務室 21 

湯沸室 11 

清樹乍業室 24 

中央臨見崖 29 

機械室 ・電気室等 1，824 

倉庫 119 

トイレ 332 

T苛解室 70 

その他但官下、階段等) 2， 166 

5，078 

〔地下駐車場〕

室 名 面積(ゆ

地下駐車場 4，800 

保務員控室) (32) 

(トイレ) (59) 

(機械寄 (34) 

計 4，800 

※カッコ内の数字は内数

|本館延床面積

|鶴橋EV棟

|臨床時

19，020 ITI 

44ITI 

19，064 ITI 

η
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5.4配置図・平面図
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3階平面図
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6. 利用案内
開館時間 9: 00 ~ 16: 30 (入館は16:00まで)

休館日 月曜日(祝日、振替休日は開館)

祝日の翌日(火・土・日曜日にあたるときは開館)

館内整備点検の日

(偶数月の第3木曜日、但し8月は除く)

1 2 月 28 日 ~1 月 4 日

観覧料

区 分 個 人 団 体

(20人以上)

20歳以上(学生を除く) 510円 400円

20歳未満 ・学生 300円 200円

高校生以下 .65歳以上 無 料

。交通

ミュージアムシアター上映時間

定時間帯に館の基本テーマ「生命の星 ・地球」のガイダン

ス映像や、観客参加型のインタラクティブ映像を、 200イ

ンチのハイビジョンで上映。

生命の星 ・地球奇跡の旅立ち

第 1 回 9:30~ 9・45

生命の星 ・地球生命の輪舞

第 1 回 10:30~10:45 第 2 回 15:00~15:15

インタラクティブ怪人ネイチャーランドの挑戦

第 2 回 14:00~ 1 4:15

第1回 II: 30 ~ II : 50 第 2 回 13:00~ 1 3:20

学校の春休み、夏休み及び5月の連休期間には、以下の

スケジューノレで、上映をいたします。

生命の星 ・地球 奇跡の旅立ち

第 1回 9:30~ 9:45 

生命の星 ・地球生命の輪舞

第 1 回 10:30~ 10:45 

第 2 回 14:30~14:45

第 2 回 15 :30~ 15:45 

インタラクティブ怪人ネイチャーランドの挑戦

第1回 II: 30 ~ II : 50 第 2 回 12: 30~12:50

第 3 回 13:30~13 : 50

io込マ
…ーハー

原

通:箱根登山鉄道入生田くし、りうだ〉駅より徒歩3分

東名高速道路

神奈川県立負「
生命の星・地球惇物館

ヲ~

.>ι 

厚木IC

r-一一¥小田急
.二ー--一一一/新宿駅

至東京

東京

{呂

神奈川県立生命の星・地球博物館

所在地:干250-0031 神奈川県小田原市入生田 499

TEL (0465)21-1515 

FAX (0465)23-8846 

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/museum/g. html 

※ 上記内容は、平成 11年 12月 1日現在のものです。
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